
敦
煌
の
寓
言
詩
に
発
し
て
『今
昔
物
語
集
』
に
及
び
、
キ
ル
ヒ
ャ
ー
の
『
シ
ナ
図
説
誌
』
に
広
が
る

湯

　

谷

　

祐

　

三

「亀
が
空
を
飛
ぶ
話
」
の
生
成
と
展
開

鳥
撃
共
相
随

　

遊
於
世
間
故

　

首
衆
人
不
知

口
称
我
是
亀

　

不
能
認
口
舌

　

被
殺
残
死
屍

一
九
五

詠
神
亀

海
中
有
神
亀

道
鳥
街
牛
粉

キ
ー
ワ
ー
ド

‥
敦
煌

・
今
昔
物
語
集

・
キ
ル
ヒ
ャ
ー

・
シ
ナ
図
説
誌

・
亀
飛
行
譚

・
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ

ー
ジ
ャ
ー
タ
カ

・
米
市

一

京
都
大
学
文
学
部
羽
田
記
念
館

(内
陸
ア
ジ
ア
研
究
施
設
)
蔵
の
西
域
文
献
写
真

(‐)

の
う
ち
、
『孝
子
伝
』
に
つ
い
て
は
、
敦
煌
本

「孝
子
伝
」
の
新
出
資
料
と
し
て
翻
訳

紹
介
し
、
そ
の
文
学
史
的
意
味
を
考
察
す
べ
く
別
稿
を
準
備
し
て
い
る
が
、
「孝
子

伝
」
の
末
尾
に
続
け
て
書
写
さ
れ
て
い
る
奇
妙
な
詩
に
つ
い
て
は
考
察
を
保
留
し
た
。

今
回
、
こ
の
詩
に
関
し
て
、
先
行
研
究
に
導
か
れ
つ
つ
関
係
す
る
文
献
を
確
認
し
て

ゆ
く
過
程
で
、
そ
の
背
景
に
あ
る
説
話
が
イ
ン
ド
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
か
け
て
広
汎

に
分
布
し
て
お
り
、
日
本
の
古
典
文
学
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て

本
邦
に
限
っ
て
も
、
古
く
は
南
方
熊
楠
か
ら
、
近
年
は
国
文
学
的
見
地
か
ら
増
田
良

介

・
池
上
洵

一
、
仏
教
文
学
の
見
地
か
ら
松
村
恒

・
湯
山
明
の
各
氏
の
ご
と
く
、
ま

た
仏
教
美
術
の
方
面
か
ら
も
こ
の
説
話
が
注
目
さ
れ
、
優
れ
た
研
究
が
輩
出
し
て
い

「亀
が
空
を
飛
ぶ
話
」
の
生
成
と
展
開

る
こ
と
を
知
っ
た
。
本
稿
は
中
世
説
話
文
学
研
究
の
立
場
か
ら
、
そ
れ
ら
諸
先
学
の

騏
尾
に
付
し
て
二
三
の
資
料
を
追
加
し
、
い
さ
さ
か
の
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

問
題
の
詩
は
、
羽
田
記
念
館
蔵
西
域
文
献
写
真
子
七
五
三

・
七
五
四
に
見
え
、
舜

の
孝
行
説
話
の
末
尾
の
詩
に
続
け
て
。
改
行
せ
ず
、
各
句
を
区
切
ら
ず
に
書
写
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
筆
跡
は
右
の
本
文
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
次
に
そ
の
本
文
を

適
宜
改
行
し
て
示
す
。
な
お
こ
の
本
文
は
大
変
解
読
し
づ
ら
い
も
の
で
、
断
定
す
る

に
不
安
を
残
す
宇
が
い
く
つ
か
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
る

(口
は
不
読
)
。



両
鳥
共
相
随

口
称
我
且
帰

遊
於
世
間
故

　

老
衆
人
不
知

不
能
謹
口
舌

　

撲
殺
老
死
屍

　

敢
上
神
亀

一
首

敦
煌
の
蔵
経
洞
か
ら
発
見
さ
れ
た
膨
大
な
典
籍

・
文
書
群
の
内
に
は
、
唐
代
を
中

心
と
す
る
詩
歌

・
詩
集
の
完
本
や
残
巻
が
多
量
に
含
ま
れ
て
い
て
、
こ
れ
ら
に
は
例

え
ば
白
居
易
の
よ
う
に
既
に
知
ら
れ
て
い
る
作
者
の
作
品
も
あ
れ
ば
、
敦
煌
本
以
外

に
は
他
に
全
く
見
ら
れ
な
い
作
品
も
あ
る
。
ま
た
、
伝
残
の
状
況
も
ま
ち
ま
ち
で
、

丁
寧
な
字
体
で
書
写
さ
れ
良
好
に
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
か
ら
、
経
典
の
紙
背
に
走

り
書
き
の
よ
う
に
写
さ
れ
た
断
片
に
至
る
ま
で
様
々
な
形
態
で
あ
る
。
こ
う
し
た
敦

煌
出
土
の
詩
は
、
そ
の
残
片
に
い
た
る
ま
で
、
近
年
刊
行
さ
れ
た

「敦
煌
詩
集
残
巻

輯
考
」
に
収
録
さ
れ
、
全
容
を
伺
う
に
便
宜
を
得
た
。
同
書
を
検
ず
る
に

「詠
神
亀
」

詩
は
ペ
リ
オ
本
P
二

二

一九
V

(V
は
紙
背
を
表
す
)
に
の
み
見
ら
れ
る
。
「老
人
相

聞
嵯
嘆
詩
」
に
続
け
て
書
写
さ
れ
、
題
名
は
な
い
が
詩
の
末
尾
に

「敢
上
神
亀

一
首
」

と
あ
る
に
よ
り

「神
亀

一
首
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る

(図
1
)
(2)O

一
九
六

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
二
号

我
薄
時
口
当

　

此
時
習
悪
煩

　

名
見
苦
舌
口
起

　

我
人
徒
度
世

　

猶
如
様
殺
神

海
亀

神
亀

一
首

海
中
有
神
亀

道
鳥
街
牛
糞

両
者
を
比
較
す
る
に
い
く
つ
か
の
相
違
点
が
見
ら
れ
る
が
、
「神
亀
」
を
題
材
に

と
っ
た
同

一
の
作
品
と
み
ら
れ
、
以
後
本
稿
で
は

「詠
神
亀
」
と
通
称
し
、
必
要
に

応
じ
て
羽
田
本

・
ペ
リ
、オ
本
と
呼
称
し
て
区
別
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
だ
け
で
は

一
体
何
を
い
わ
ん
と
す
る
も
の
か
、
す
こ
ぶ
る
不
明
瞭
で
あ
り
、
本
文
を
校
訂
す
る

前
に
、
こ
の
詩
の
題
材
の
正
体
が
判
明
す
れ
ば
、
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。
幸

い
に
も

「敦
煌
詩
集
残
巻
輯
考
」
の
注
は
、
こ
の

「詠
神
亀
」
に
関
す
る
周

一
良
氏

の
先
駆
的
研
究
の
存
在
を
示
し
て
い
る

(3)O

　

周
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の

「詠
神
亀
」
の

淵
源
は
三
国
時
代
に
翻
訳
さ
れ
た

「
旧
雑
醤
喩
経
」
巻
下
三
十
九
話

(大
正
蔵
四
巻
)

の
説
話
に
あ
る
。
以
下
に
示
す
本
文
は
大
正
蔵
の
も
の
で
あ
る
が
句
点
は
そ
れ
に
従
っ

て
い
な
い

(4)Q

封
緋
一4　繋
4
　幸

j　

。
11

　
9
　
3

　
11
9

　

a

9

　　

1

　　　　　

s

心
唯
心

J
I

　　　

I。4

即
ち
、
湖
水
の
枯
渇
に
よ
り
生
息
地
を
失
っ
た
随

(大
亀
)
が
大
鵠
に
助
け
を
求

図1　 ペリオP　 2129　 V 『詠神亀』

(『法蔵敦煌西域文献』 6の
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昔
有
随
。
遭
遇
枯
旱
湖
沢
乾
喝
。
不
能
自
致
有
食
之
地
。
時
有
大
鵠
集
住
其
辺
。

随
従
求
哀
乞
相
済
度
。
鵠
啄
街
之
飛
過
都
邑
上
。
随
不
黙
声
聞
此
何
等
。
如
是

不
止
鵠
便
応
之
。
応
口
開
放
乃
堕
地
。
人
得
屠
裂
食
之
。
夫
人
愚
頑
無
慮
。
不

謹
口
舌
其
醤
如
是
也
。
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目
連
復
白
仏
言
。
奇
哉
世
尊
。
調
達
罵
云
悪
欲
比
丘
。
便
以
生
身
堕
大
地
獄
。

仏
言
。
不
但
今
世
昔
亦
曾
以
悪
口
生
身
受
大
苦
。
又
問
。
其
事
云
何
。
答
言
。

過
去
世
時
。
阿
練
若
池
水
辺
有
二
雁
。
与

一
亀
共
結
親
厚
。
後
時
池
水
涸
渇
。

二
雁
作
是
議
。
今
此
池
水
涸
喝
。
親
厚
必
授
大
苦
。
議
巳
語
亀
言
。
此
池
水
涸

渇
。
汝
無
済
理
。
可
街

一
木
。
我
等
各
街

一
頭
。
将
汝
著
大
水
処
。
街
木
之
時

慎
不
可
語
。
即
便
街
之
。
経
過
聚
落
。
諸
小
児
見
皆
言
。
雁
街
亀
去
。
雁
街
亀

去
。
亀
即
成
言
。
何
預
汝
事
。
即
便
失
木
。
堕
地
而
死
。
爾
時
世
尊
因
此
説
偶
。

夫
士
之
生

　

斧
在
口
中

　

所
以
研
身

　

由
其
悪
言

　

応
毀
反
誉

　

応
誉
反
毀

自
受
其
換

　

終
無
復
楽

若
以
財
利
謬

　

此
悪
未
為
大

　

悪
心
向
仏
者

　

斯
乃
為
大
悪

　

阿
浮
有
百
千

尼
羅
三
十
六

　

悪
意
無
賢
人

　

当
堕
此
地
獄

仏
言
。
彼
亀
者
調
達
是
也
。
昔
以
成
語
致
有
死
苦
。
今
復
成
罵
堕
大
地
獄
。

め
、
大
鵠
は
簸
を
直
接
口
に
街
え
て
空
中
を
飛
行
し
都
市
の
上
空
に
通
過
す
る
。
そ

の
時
、
亀
が

「こ
れ
は
何
か
」
と
問
い
続
け
。
大
鵠
が
思
わ
ず
そ
れ
に
応
答
し
よ
う

と
口
を
開
い
た
瞬
間
、
亀
は
地
上
に
落
下
し
、
人
に
屠
ら
れ
食
べ
ら
れ
た
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
最
後
の
文
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
口
を
慎
ま
な
い
こ
と
を
戒
め
る
た

め
の
聾
喩
説
話
と
し
て
使
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
い
く
ら
亀
か
ら
の
質
問
攻
め

に
あ
っ
た
と
は
い
え
、落
下
の
直
接
の
原
因
は
鳥
の
側
に
あ
る
こ
と
を
注
意
し
た
い
。

こ
の
説
話
は
、
唐
代
に
編
集
さ
れ
た
仏
典
の
類
書
で
あ
る

「法
苑
珠
林
」
巻
第
四
十

六
、
思
慎
篇
。
慎
過
部
第
五

(大
正
蔵
五
十
三
巻
)
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

又
、
旧
雑
費
喩
経
云
。
昔
有

一
随
。
遭
遇
枯
旱
湖
沢
乾
喝
。
不
能
自
致
有
食
之

池
。
時
有
大
鶴
集
住
其
辺
。
随
従
求
哀
乞
相
済
度
。
鶴
啄
街
之
飛
過
都
邑
上
。

随
不
黙
声
聞
此
何
等
。
如
是
不
止
鶴
便
応
之
。
口
開
随
堕
人
得
屠
食
。
夫
人
愚

頑
不
謹
口
舌
。
其
醤
如
是
。

こ
の
説
話
に
な
る
と
、
先
ほ
ど
の
「
旧
雑
1　
喩
経
」
な
ど
よ
り
も
、
話
の
デ
ィ
テ
ー

ル
が
よ
り
詳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
即
ち
、
亀
を
救
出
し
よ
う
と
し
た

の
は

「
二
雁
」
で
あ
り
、
そ
の
方
法
は

『旧
雑
醤
喩
経
』
の
よ
う
に
、
直
接
亀
を
街

え
る
の
で
は
な
く
、
「
二
雁
」
が

I
本
の
棒
の
両
端
を
街
え
て
飛
び
、
亀
に
そ
の
棒
の

中
央
部
分
を
街
え
さ
せ
て
運
搬
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
飛
行
の
前
に
亀

に
対
し
て
会
話
を
禁
じ
て
い
る
。
ま
た
落
下
の
原
因
は
、
「
旧
雑
務
喩
経
」
の
よ
う
に

景
色
を
不
思
議
に
思
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
地
上
の
童
子
達
が

「雁
が
亀
を
街
え
て

一
九
七

見
て
の
通
り
、
「
旧
雑
1　
喩
経
」
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は

「鵠
」

が

「鶴
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、
後
で
見
る
日
本
の

「今
昔
物
語
集
」
で
も

「鶴
」

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
と

一
致
す
る
の
は
こ
の

「法
苑
珠
林
」
所
収
話
だ
け
な
の
で

あ
る

(「鵠
」
と

「鶴
」
の
同
義
性
に
つ
い
て
は
注

(8
)
を
参
照
)
。

次
に
周
氏
は
、
劉
宋
時
代
に
翻
訳
さ
れ
た

「弥
沙
塞
部
和
醗
五
分
律
」
巻
第
二
十

五
第
五
分
初
破
僧
法

(大
正
蔵
二
十
二
巻
)
を
挙
げ
て
い
る

(適
宜
私
に
改
行
し
て

示
す
)
。

「亀
が
空
を
飛
ぶ
話
」
の
生
成
と
展
開



一
九
八

語
。
又
到

一
城
還
従
市
過
。
時
諸
男
女
同
前
嵯
歎
。
尨
便
自
念
。
我
更
幾
時
忍

此
辛
苦
。
長
懸
頚
項
護
口
不
言
。
即
便
報
言
。
我
自
欲
去
。
非
是
楡
来
。
作
是

語
時
遂
便
失
杖
堕
落
于
地
。
童
子
共
打
而
致
命
終
。
二
鶴
見
巳
情
懐
憂
恨
。
飛

空
而
去
。
于
時
空
中
有
天
。
見
此
事
巳
而
説
頌
日
、
善
友
利
盆
言

　

若
不
能
依

用

　

墜
落
受
辛
苦

　

猶
如
放
杖
簸
。
汝
等
茲
狗
勿
生
異
念
。
昔
時
尨
者
即
閑
陀

是
。
昔
時
鸚
者
即
難
陀
陽
波
陀
是
。
於
往
昔
時
間
善
友
語
。
不
肯
依
用
遂
致
命

終
乃
至
今
時
亦
復
如
是
。

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
二
号

行
く
ぞ
」
と
誤
解
し
た

(も
し
く
は
、
は
や
し
た
て
た
)
こ
と
に
亀
が
腹
を
立
て
、

思
わ
ず

「お
前
達
の
知
っ
た
こ
と
か
」
と
悪
口
を
吐
い
た
こ
と
で
あ
り
、
す
な
わ
ち

発
言
者
は
亀
の
み
と
な
り
、
亀
の
質
問
に
鳥
が
口
を
開
い
た
こ
と
に
よ
り
亀
が
落
下

し
た
と
い
う

「
旧
雑
醤
喩
経
」
で
は
残
っ
て
い
た
鳥
の
側
の
落
ち
度
が
全
く
な
く
な

り
、
口
を
慎
ま
な
い
亀
の
過
失
が
よ
り

一
層
浮
彫
に
な
る
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。
ど

う
や
ら
、亀
の
運
搬
方
法
と
落
下
の
原
因
に
説
話
比
較
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
よ
う
だ
。

な
お
、
『
五
分
律
』
の
こ
の
説
話
は
、
「法
苑
珠
林
」
巻
第
八
十
二
、
六
度
篇
、
忍
辱

部
第
三
、
引
証
部
第
四

(大
正
蔵
五
十
三
巻
)
に
も
ほ
ぼ
同
文
で
引
用
さ
れ
て
い
る

が
、
大
き
な
違
い
は
な
い
の
で
こ
こ
に
は
引
か
な
い
。

も
う

一
つ
、
周
氏
が
挙
げ
て
い
る
仏
典
は

「根
本
説

一
切
有
部
毘
奈
耶
」
巻
第
二

十
八
違
悩
言
教
学
処
第
十
三

(大
正
蔵
二
十
三
巻
)
で
あ
る
。

乃
往
過
去
。
於

一
肢
池
有
衆
効
群
及
以
諸
旭
。
同
共
居
止
。
中
有

一
簸
。
共
彼

二
鸚
而
結
親
友
甚
相
憐
愛
。
後
於
異
時
遇
天
大
旱
肢
水
将
喝
。
時
彼
二
効
倶
至

噫
所
。
報
言
知
識
告
効
曰
。
与
汝
久
居
情
義
相
得
。
将
遇
厄
難
棄
我
他
行
。
斯

誠
未
可
。
効
日
其
欲
如
何
。
旭
日
汝
等
当
可
将
我
共
去
。
鸚
日
若
為
将
去
。
旭

日
汝
等
共
街

一
杖
。
我
咬
中
央
共
至
清
池
。
豊
非
善
事
。
鸚
日
我
亦
無
辞
。
共

相
携
帯
。
然
汝
立
性
好
為
言
説
不
能
護
口
。
必
当
棄
杖
墜
落
空
中
。
我
等
見
斯

更
盆
憂
苦
。
旭
日
我
当
護
口
街
杖
不
言
。
知
日
斯
為
善
計
。
即
便
兌
杖
各
街

}

頭
。
旭
咬
中
央
騰
空
飛
去
。
遂
至

一
城
市
上
而
過
。
時
彼
諸
人
於
虚
空
中
見
効

持
旭
。
各
生
驚
怪
共
相
告
日
。
仁
等
観
彼
二
効
共
楡

一
簸
。
簸
聞
此
声
黙
忍
無

ま
ず
、
鳥
の
種
類
が

「勧
」
と
あ
る
が
。
こ
れ
は

「雁
鴨
科
の
大
鳥
で
、
が
ん
の

飼
育
変
種
」
と
い
う
こ
と
で
よ
い
と
し
て
、
亀
の
運
搬
法
は

「
五
分
律
」
と
同
様
、

二
飾
が
棒
を
く
わ
え
亀
が
そ
の
中
央
を
く
わ
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
亀
の
ほ

う
が
そ
の
方
法
を
と
る
よ
う
進
言
し
、
劾
は
亀
の
お
し
ゃ
べ
り
好
き
を
懸
念
し
て
い

る
。
亀
の
落
下
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
最
初
の
都
市
の
上
空
で
は

「
二
鸚
が
亀
を
盗

ん
で
い
く
ぞ
」
と
い
う
地
上
の
声
に
も
口
を
こ
ら
え
て
我
慢
す
る
が
、
次
の
都
市
で

は
こ
ら
え
き
れ
ず
に

「お
れ
は
自
分
か
ら
飛
ん
で
い
る
の
だ
」
と
口
を
開
い
て
墜
落

す
る
。
亀
と
勧
の
対
話
が
詳
細
に
な
り
、
通
過
す
る
都
市
の
数
も
二
つ
に
な
る
な
ど
、

『
五
分
律
』
を
さ
ら
に
拡
大
し
た
よ
う
な
形
で
あ
り
、
亀
の
過
失
が
よ
り
強
調
さ
れ
て

い
る
。

こ
こ
で
漢
訳
経
典
の
特
徴
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
大
き
く

「
旧
雑
1　
喩
経
」
の
グ

ル
ー
プ

(他
に

「法
苑
珠
林
」
巻
第
四
十
六
)
と

「
五
分
律
」
の
グ
ル
ー
プ

(他
に

「根
本
説

一
切
有
部
毘
奈
耶
」
巻
第
二
十
八
)
に
大
別
さ
れ
、
前
者
は

一
羽
の
鳥
が
亀



を
直
接
口
に
く
わ
え
て
運
搬
し
、
地
上
か
ら
の
声
は
な
く
、
亀
の
質
問
に
答
え
よ
う

と
鳥
が
口
を
開
い
た
こ
と
に
よ
り
亀
が
落
下
す
る
の
に
対
し
、
後
者
は
二
羽
の
鳥
が

一
本
の
棒
の
両
端
を
く
わ
え
、
そ
の
中
間
を
亀
が
く
わ
え
る
こ
と
に
よ
り
亀
を
運
搬

し
、
亀
は
地
上
か
ら
の
声
に
我
慢
が
で
き
ず
口
を
開
い
て
落
下
す
る
の
で
あ
る
。

二

次
に
、
先
の

「詠
神
亀
」
と
漢
訳
経
典
と
の
関
係
を
検
討
す
る
と
、

一
句
目

「海

中
有
神
亀
」
は
羽
田
本

≒
ヘ
リ
オ
本
共
に
同

一
で
あ
る
が
、
亀
の
居
る
場
所
を
海
中

と
す
る
の
こ
と
や
、
亀
も
普
通
の
亀
で
は
な
く

「神
亀
」
と
す
る
こ
と
な
ど
は
経
典

に
は
見
ら
れ
な
い
設
定
で
あ
る
。
唐
の
欧
陽
陶
撰

「芸
文
類
聚
」
巻
九
十
六
の
亀
の

条
文
に
は
、
「大
載
礼
記
曰
、
甲
之
虫
三
百
六
十
、
而
神
亀
為
之
長
」
「魏
曹
植
神
亀

賦
日
、
亀
号
千
歳
、
時
有
遺
金
亀
者
、
数
日
而
死
、
肌
肉
消
尽
、
唯
甲
存
焉
」
「説
苑

曰

(中
略
)
又
亀
千
歳
、
能
与
人
言
」
な
ど
と
あ
る
か
ら
、
「神
亀
」
と
は
非
常
に
長

寿
の
亀
で
、
人
と
会
話
も
で
き
る
特
別
の
亀
で
あ
る
ら
し
い
。
ま
た
、
『書
経
』
「洪

範
」
に
は

「天
与
萬
洛
出
書
、
神
亀
負
文
而
出
、
列
於
背
、
有
数
至
于
九
」
と
あ
り

(大
漢
和
辞
典
)
、
萬
が
洪
水
を
治
め
た
時
、
か
の

「河
図
洛
書
」
の
内
の

「洛
書
」

を
背
に
図
し
て
洛
水
か
ら
出
た
の
が
神
亀
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
中
国
文
化
史
上
、

大
変
重
要
な
意
味
を
も
つ
勁
物
が
、
「牛
糞
」
呼
ば
わ
り
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
烈

火
の
ご
と
く
怒
り
出
す
の
も
当
然
で
、
普
通
の
亀
で
な
く

「神
亀
」
を
登
場
さ
せ
た

背
景
に
は
、
何
か
皮
肉
な
意
図
も
感
じ
ら
れ
る
。

二
句
目
は
羽
田
本

「鳥
撃
」
よ
り
も
ペ
リ
オ
本

「両
鳥
」
の
ほ
う
が
意
味
が
通
り

「亀
が
空
を
飛
ぶ
話
」
の
生
成
と
展
開

や
す
く
、
「両
鳥
」
と
す
れ
ば
、
「詠
神
亀
」
は
二
羽
の
鳥
に
よ
り
亀
が
運
搬
さ
れ
る

「
五
分
律
」
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
説
話
を
題
材
を
と
る
こ
と
に
な
る
。
三
句
目

「遊

於
世
間
故
」
は
両
者
共
通
す
る
が
、
亀
移
送
の
原
因
で
あ
り
亀
に
と
っ
て
死
活
問
題

で
あ
る
池
の
枯
渇
を
言
わ
ず
、
や
ら
な
く
て
も
よ
い
物
見
遊
山
で
あ
た
ら
命
を
失
っ

た
と
い
う
亀
の
死
の
無
意
味
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
四
旬
目
は

最
初
の
二
字
を
羽
田
本

「首
衆
」
・ペ
リ
オ
本

「老
衆
」
と
相
違
す
る
。
ど
ち
ら
か
と

言
え
ば
ペ
リ
オ
本
の
ほ
う
が
良
い
と
思
わ
れ
る
が
、
地
上
の
見
物
人
を
老
人
に
限
定

す
る
必
然
性
は
全
く
な
く
不
審
。

五
旬
目
は
地
上
の
見
物
人
が
発
す
る
驚
嘆
の
声
の
内
容
で
あ
る
が
、
最
後
の
字
を

羽
田
本

「粉
」
・ペ
リ
オ
本

「糞
」
と
相
違
す
る
。
こ
こ
は
明
ら
か
に
後
者
が
良
い
だ

ろ
う
。
「鳥
が
牛
の
糞
を
く
わ
え
て
行
く
ぞ
」
と
い
う
と
ん
で
も
な
い
誤
解
に
亀
が
立

腹
し
た
と
す
れ
ば
、
六
旬
日
は
羽
田
本

「我
是
亀
」
の
ほ
う
が
ペ
リ
オ
本

「我
且
帰
」

よ
り
も
ふ
さ
わ
し
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
ペ
リ
オ
本
の

「且
」
字
は
写
真
で
確
認

し
て
も
は
っ
き
り
と

「且
」
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
ペ
リ
オ
本
の
底
本
が

「自
」
と

す
る
の
を
誤
写
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
先
に
あ
げ
た

「根
本
説

一
切
有
部
毘
奈
耶
」
巻
第
二
十
八
で
は

「
二
鵠
が
亀
を
盗
ん
で
い
く
ぞ
」
と
い
う
地

上
の
声
に
対
し
、
亀
は

「我
自
欲
去
。
非
是
楡
来
。」
と
答
え
て
お
り
、
こ
れ
を
受
け

て
ペ
リ
オ
本
の
底
本
は

「我
自
帰
」
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ

れ
で
は

「鳥
が
牛
の
糞
を
く
わ
え
て
行
く
ぞ
」
と
い
う
地
上
の
声
に
対
す
る
返
事
と

し
て
は
不
適
当
で
あ
ろ
う
。
ど
う
や
ら
羽
田
本
と
ペ
リ
オ
本
の
関
係
は
、
同

一
あ
る

い
は
同
系
統
の
も
の
で
は
な
く
そ
れ
ぞ
れ
少
し
く
異
な
っ
た
底
本
を
書
承
し
て
い
る

一
九
九



中
央
部
分
鼻
以
上
両
只
鳥
街

一
根
子
的
両
端
、

一
全
烏
亀
咬
住
梶
子
中
間
、
綴

然
便
是
、
「各
街

一
頭
、
然
咬
中
央
、
騰
空
飛
去
」
的
様
子
。
鼻
以
下
画
二
人
騎

馬
在
前
、
二
人
在
後
各
挙

一
手
追
随
。

二
〇
〇

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
二
号

よ
う
で
あ
り
、
さ
す
れ
ば
こ
の

「詠
神
亀
」
は
細
か
い
異
本
が
で
き
る
ほ
ど
に
多
数

書
写
さ
れ
流
布
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

七
句
目
は
羽
田
本

「不
能
認
」
・ペ
リ
オ
本

「不
能
謹
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の

検
討
に
よ
れ
ば
無
論
ペ
リ
オ
本
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
八
旬
目
は
羽
田
本

「被
殺
残
死

屍
」
・ペ
リ
オ
本

「撲
殺
老
死
屍
」
と
大
き
く
相
違
し
て
い
る
が
、
ペ
リ
オ
本
の
写
真

を
見
る
に

「撲
」
の
解
読
に
は
疑
問
を
抱
く
。
「老
死
屍
」
も
意
味
不
明
で
、
説
話
の

内
容
か
ら
見
て
も
、
羽
田
本
の

「殺
さ
れ
て
死
屍
を
残
す
」
が
し
っ
く
り
と
す
る
。

如
上
の
考
察
の
結
果
、
「詠
神
亀
」
は
鳥
が
二
羽
で
亀
を
運
搬
し
て
お
り
、
地
上
の
声

に
亀
が
反
応
し
て
落
下
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
五
分
律
」
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
説

話
の
系
統
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
改
め
て

「詠
神
亀
」
の
暫
定
的
な
校
訂
本

文
を
次
に
示
す
。

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
。
問
題
の
鏡
の
裏
面
の
鼻
の
上
部
に
は
、
二
羽
の
鳥
が

一
本

の
棒
の
両
端
を
衡
え
、
棒
の
中
間
を
亀
が
衡
え
て
い
る
図
が
描
か
れ
、
鼻
の
下
部
に

は
二
人
の
騎
馬
人
と
二
人
の
追
随
者
が
描
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
場
面
に

つ
い
て
周
氏
は

「経
過
聚
落
諸
小
児
見
」
で
な
く
、
「遂
至

一
城
市
上
而
過
」
で
も
な

く
、
あ
る
い
は

「共
至
清
池
」
途
中
の
景
観
か
、
あ
る
い
は
全
く
別
の
典
拠
が
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
と
、
「根
本
説

一
切
有
部
毘
奈
耶
」
の
語
句
を
引
用
し
て
述
べ
ら
れ

る
。鼻

の
上
部
の
図
柄
は
明
ら
か
に

「
五
分
律
」
系
の
も
の
で
あ
る
が
、
問
題
は
鼻
の

下
部
の
そ
れ
で
、
描
か
れ
る
騎
馬
二
人
と
徒
歩
二
人
の
位
置
関
係
や
如
何
な
る
動
作

を
し
て
い
る
の
か
も
不
明
と
い
う
し
か
な
い
。今
回
そ
の
図
像
を
確
認
し
よ
う
と
種
々

の
参
考
文
献
を
検
索
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
該
当
す
る
も
の
を
見
い
だ
し
得
な
か
っ

た
。
識
者
の
ご
示
教
を
仰
ぎ
た
い
。

次
に
、
宋
代
の
米
作

(
一
〇
五

一
-

一
一
〇
七
)
は
襄
陽
の
人
、
特
に
翰
墨
に
妙

に
し
て
山
水
人
物
画
に
も

一
家
を
成
し
た
と
い
う
。
「宋
史
」
巻
四
百
四
十
四
に
そ
の

伝
が
あ
る
。
米
作
は

『蜀
素
帖
』
な
る
作
品
を
元
祐
三
年

(
一
〇
八
八
)
に
揮
毫
し

て
い
て
、
そ
の
中
に

「擬
古
」
と
題
す
る

一
連
の
詩
が
あ
る

(図
2
)
。
以
下
に
本
文

三

周

一
良
氏
の
指
摘
で
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
「友
人
張
政
娘
先
生
」
の
教
示
に
よ
る

と
し
て
、
中
国
に
伝
わ
る
こ
の
説
話
の
仏
典
以
外
の
用
例
を
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
ま
ず
周
氏
は
栄
成
張
氏
所
蔵
の
唐
代
の
鏡
に
見
ら
れ
る
図
像
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

遊
於
世
間
故

　

老
衆
人
不
知

不
能
謹
口
舌

　

被
殺
残
死
屍

詠
神
亀

海
中
有
神
亀

　

両
鳥
共
相
随

道
鳥
街
牛
糞

　

口
称
我
是
亀



沁 ・

亀
と
鶴
は
年
寿
斉
し
く
し
て
、
羽
と
介

(甲
羅
)
と
託
す
る
所
殊
な
る
。

種
種
是
れ
霊
物
に
し
て
、
相
得
て
形
躯
を
忘
る
。

鶴
に
冲
需
の
心
有
り
て
、
亀
は
曳
尾
の
居
を
厭
う
。

竹
を
以
て
両
な
が
ら
口
を
附
け
、
相
将
い
て
雲
衝
に
上
が
る
。

汝
に
報
ら
す
、
慎
み
て
語
る
勿
れ
。

一
語
に
し
て
堕
ち
泥
塗
す
。

水
曳
厄
4
J
(
淘
吋
J
麹

有
片
方
J軋 U

相
将
上
雲
衝

一
語
堕
泥
塗

以
竹
両
附
口

報
汝
慎
勿
語

穿̀

米希 『蜀素帖』 より 「凝古詩」。 「鶴亀一対志向型」 である。 (部分、

『書道全集』 15、 昭和四一年平凡社)

図2

疆

擬
古

亀
鶴
年
寿
斉

　

羽
介
所
託
殊

種
種
是
霊
物

　

相
得
忘
形
躯

鶴
有
冲
得
心

　

亀
厭
曳
尾
居

「亀
が
空
を
飛
ぶ
話
」
の
生
成
と
展
開

を
示
し
、
私
に
訓
読
す
る

{5}O

]
ね
ほ
鴉
氷
倆
怯
φ
弓

題
名

「古
に
擬
す
」
の

「古
」
と
は
、
例
え
ば
敦
煌
本

「詠
神
亀
」
の
ご
と
き
も

の
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
目
に
付
く
の
は
鳥
が
鶴
で
あ
る
と
い
う
点

で
あ
る
。
前
述
の
ご
と
く
、
鳥
を
鶴
と
す
る
の
は

『
旧
雑
1　
喩
経
』
を
も
と
に
し
た

「法
苑
珠
林
」
巻
第
四
十
六
の
み
で
、
こ
れ
が
日
本
の

「今
昔
物
語
集
」
と
共
通
す
る

の
に
注
目
し
た
が
、
こ
こ
に
も
う

一
つ
類
似
す
る
資
料
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。
し

か
も
米
帑
の
作
品
は

「今
昔
物
語
集
」
の
編
纂
時
期

(十
二
世
紀
前
半
頃
)
と
も
近

接
す
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
、
米
作
の
詩
で
は
鳥
は
鶴

一
羽
で
あ
る
よ
う
で
、

竹
の
棒
の
両
端
を
鶴
亀
が
そ
れ
ぞ
れ
く
わ
え
て
飛
行
す
る
と
い
う
漢
訳
経
典
に
は
見

ら
れ
な
い
飛
行
法
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

「慎
み
て
語
る
勿
れ
」
と
い
う
注
意
は

既
に

「雲
衝
」
に
上
が
っ
て
か
ら
の
発
言
の
よ
う
だ
が
、
こ
れ
で
は
発
話
者
が
鶴
な

の
か
亀
な
の
か
特
定
で
き
ず

(ど
ち
ら
が
発
話
し
て
も
亀
が
落
下
す
る
た
め
)、
責
任

の
所
在
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
以
上
、
漢
訳
経
典
を
始
め
と
し
て
中
国
の
諸
資
料
を

二
〇

一

宝

将



二
〇
二

ニ
モ
能

(
ズ
、
抱
カ
ム
ニ
モ
カ
無
シ
、
ロ
ニ
街

ヘ
ム
ニ
モ
便
り
無
シ
。
只
為
ベ

キ
様

(
I
ノ
木
ヲ
汝
二
街

ヘ
シ
メ
テ
我
等
ニ
シ
テ
木
ノ
本
末
ヲ
街

ヘ
テ
将
行
ム

ト
思
フ
ニ
、
汝
(
本
ヨ
リ
極
テ
物
痛
ク
云
フ
物
也
。
汝
ヂ
我

二
問
フ
事
有
リ
、

亦
、
我
レ
モ
、
誤
テ
云
フ
事
有
ラ
バ
、
互
二
口
開
キ
ナ
バ
、
落
テ
汝
が
身
命

(

損
ナ
「
レ
ナ
ム
、
何
」
卜
云
ヘ
バ
、
亀
答
テ
云
ク
、
「将
行
カ
ム
ト
宣

(
マ
我
レ

ロ
ヲ
縫
テ
更
二
云
フ
事
有
ラ
ジ
。
世
二
有
ル
者
ノ
、
身
思
(
ズ
ヤ
「
有
ル
」
。
鶴

ノ
、
「付
ヌ
ル
痢

「
失
セ
ヌ
物
也
、
汝
ヂ
猶
信
ゼ
ジ
ト
。
」
亀
ノ
云
(
ク
、
「猶
、

更
二
云
「
ジ
。
猶
将
行
ケ
」
卜
云
ヘ
バ
、
鶴
ニ
シ
テ
亀
二
木
ヲ
街

ヘ
シ
メ
テ
鶴

ニ
シ
テ
木
ノ
本
末
ヲ
街

ヘ
テ
高
ク
飛
ビ
行
ク
時
二
、
亀
、
池
ノ

ー
ガ
内

二
習
テ
、

未
ダ
見
モ
習
(
ヌ
所
ノ
山
川

・
硲
峯
ノ
色
々
二
目
出
キ
ヲ
見
テ
、
極
テ
感
二
堪

ヘ
ズ
シ
テ
、
「爰

「
何

コ
ソ
ト
」
云
フ
。
鶴
モ
亦
、
忘
テ
、
「此
ヤ
ト
」
云
フ
程

二
、
口
開
ニ
ケ
レ
バ
亀
落
テ
身
命
ヲ
失
ヒ
テ
ケ
リ
。

此
二
依
テ
、
物
痛
ク
云
ヒ
習
ヌ
ル
物
(
身
命
ヲ
モ
顧
ミ
ザ
ル
也
。
仏
ノ

「守

口
摂
意
身
莫
犯
」
等
ノ
文
(
此
レ
ヲ
説
給
ナ
ル
ベ
シ
。
亦
、
世
ノ
人

「不
信
ノ

亀

「
甲
破
」
卜
云
(
、
此
ノ
事
ヲ
云
フ
ソ
ト
語
り
伝

ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
二
号

概
観
し
た
。
次
に
関
係
す
る
日
本
の
資
料
を
検
討
し
た
い
。
ま
ず
、
「今
昔
物
語
集
」

を
提
示
す
る

(『新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
所
収
本
に
よ
り
、
一
部
表
記
を
改
め
た
)
。

最
初
に
注
目
さ
れ
る
の
は

「其
ノ
時
二
、

一
ノ
鶴
ノ
、
此
ノ
池
二
来
テ
喰
。
亀
出

来
テ
、
鶴
二
値
テ
相
語
テ
云
ク
、
「汝
卜
我
レ
ト
前
世
ノ
契
有
テ
鶴
亀
卜

一
双
二
名
ヲ

得
タ
リ
ト
、
仏
説
給

ヘ
リ
。
経
教
ニ
モ
万
ノ
物
ノ
醤
二
(
亀
鶴
ヲ
以
テ
醤

ヘ
タ
リ
。

而
ル
ニ
天
下
旱
勉
シ
テ
、
此
ノ
池
ノ
水
ヅ
失
セ
テ
、
我
が
命
チ
可
絶
シ
。
汝
ヂ
我
ヲ

助
ケ
ヨ
ト
。
」
」
と
あ
る
こ
と
で
、
「仏
説
」
の
有
無
は
不
詳
で
あ
る
が
、
鶴
と
亀
を

I

「今
昔
物
語
集
」
巻
第
五
の
二
十
四
話

「亀
、
不
信
鶴
教
落
地
破
甲
語
第
二
十
四
」

今
昔
、
天
竺
二
世
間
旱
勉
シ
テ
天
下
二
水
絶
テ
、
青
キ
草
葉
モ
無
キ
時
有
リ
。

其
ノ
時

ニ
ー
ノ
池
有
リ
。
其
ノ
池
ニ
ー
ノ
亀
住
ム
。
池
ノ
水
、
旱
失
テ
、
其
ノ

亀
死
ス
ペ
シ
。

其
ノ
時
二
、

一
ノ
鶴
ノ
、
此
ノ
池
二
来
テ
喰
。
亀
出
来
テ
、
鶴
二
値
テ
相
語

テ
云
ク
、
「汝
卜
我
レ
ト
前
世
ノ
契
有
テ
鶴
亀
卜

一
双
二
名
ヲ
得
タ
リ
ト
、
仏
説

給

ヘ
リ
。
経
教
ニ
モ
万
ノ
物
ノ
1　
二
(
亀
鶴
ヲ
以
テ
曹

ヘ
タ
リ
。
而
ル
ニ
天
下

旱
勉
シ
テ
、
此
ノ
池
ノ
水
ヅ
失
セ
テ
、
我
が
命
チ
絶
ユ
ペ
シ
。
汝
ヂ
我
ヲ
助
ケ

ヨ
ト
。
」

鶴
、
答
テ
云
ク
、
「汝
が
云
フ
所
ニ
ツ
無
シ
。
我
レ
理
ヲ
存
ゼ
リ
。
実
二
汝
が

命
、
明
日
二
過
グ
ペ
カ
ラ
ズ
、
極
テ
哀
レ
ニ
思
フ
。
我
レ
(
天
下
ヲ
高
ク
モ
下

ク
モ
飛
ビ
翔
ル
事
、
心
二
任
セ
タ
リ
。
春
(
天
下
ノ
草
木
ノ
花
葉
、
色
々
ニ
シ

テ
目
出
タ
キ
ヲ
見
ル
。
夏
(
農
業
ノ
種
種
二
生
ヒ
栄
エ
テ
様
々
ナ
ル
ヲ
見
ル
。

秋
(
山
々
ノ
荒
野
ノ
紅
葉
ノ
妙
ナ
ル
ヲ
見
ル
。
冬

(
霜
雪
ノ
寒
水
、
山
川

・
江

河
二
水
凍
テ
鏡
ノ
如
ク
ナ
ル
ヲ
見
ル
。
此
ノ
如
ク
四
季
二
随
テ
何
物
力
妙

二
目

出
カ
ラ
ザ
ル
物
(
有
ル
。
乃
至
極
楽
界
ノ
七
宝
ノ
池
ノ
自
然
ノ
荘
厳
ヲ
モ
我
レ

皆
見
ル
。
汝
(
只
此
ノ
小
池

一
が
内
ダ

ニ
難
知
シ
。
汝
ヲ
見
二
実
二
糸
惜
。
然

レ
バ
汝
が
云
(
ザ
ル
前

二
水
ノ
辺
二
将
行
ム
ト
思
フ
。
但
、
我
レ
汝
ヲ
背

二
負



対
と
す
る
思
想
は
、
先
に
あ
げ
た
米
帑
の
詩
と
共
通
し
て
い
る
。
さ
ら
に

「
一
ノ
鶴

ノ
」
と
鳥
の
数
を

一
羽
と
明
記
す
る
の
も
重
要
で
、
空
中
か
ら
の
四
季
の
景
観
の
美

し
さ
を
述
べ
る
鶴
の
言
葉
を
は
さ
ん
で
、
「
只
為
ス
ベ
キ
様
(
一
ノ
木
ヲ
汝
二
街

ヘ
シ

メ
テ
我
等
子
ビ
ア
木
ノ
本
末
ヲ
街
ヘ
テ
将
行
ム
ト
思
フ
ニ
)
と
鶴
が
提
案
す
る
運
搬

法
は
、
こ
の
ま
ま
素
直
に
理
解
す
れ
ば
、
ま
さ
に
米
董
の
詩
に
い
う

「以
竹
両
附
口
」

と
同
様
、

一
本
の
木
の
両
端
を
鶴
亀
が
そ
れ
ぞ
れ
く
わ
え
て
飛
行
す
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
亀
の

「極
テ
物
痛
ク
云
フ
」
性
格
を
懸
念
す
る
鶴
は
、
自
分
の
過
失
を
も
想
定

し

「亦
、
我
レ
モ
、
誤
テ
云
フ
事
有
ラ
バ
、
互
二
口
開
キ
ナ
バ
、
落
テ
汝
が
身
命

(

損
ナ
「
レ
ナ
ム
」
と
い
う
が
、
も
し
二
羽
の
鳥
で
運
ぶ
な
ら
、
た
と
え

一
羽
が
口
を

開
い
た
と
し
て
も
、
も
う

一
羽
が
く
わ
え
て
い
ら
れ
る
わ
け
で
、
こ
れ
も
鶴
亀

一
対

の
状
況
を
ふ
ま
え
た
上
で
の
発
言
と
と
れ
る
。
よ
っ
て
こ
こ
ま
で
の
『今
昔
物
語
集
』

の
表
現
は
、
鶴
が
亀
の
性
格
を
極
度
に
心
配
す
る
と
こ
ろ
な
ど

「根
本
説

一
切
有
部

毘
奈
耶
」
巻
第
二
十
八
に

一
脈
通
じ
る
も
の
が
あ
る
に
せ
よ
、
運
搬
方
法
に
着
目
す

れ
ば
、
仏
典
に
は
そ
の
類
例
を
見
ず
、
か
え
っ
て
宋
代
の
米
侑
の
詩
と
共
通
す
る
要

素
を
も
つ
の
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
鶴
が
く
ど
い
ほ
ど
亀
に
念
を
押
し
て
、
い
よ

い
よ
飛
び
た
た
ん
と
す
る
と
こ
ろ
で
、「鶴
子
ソ
テ
亀
二
木
ヲ
街
ヘ
シ
メ
テ
鶴
子
ビ
ア

木
ノ
本
末
ヲ
街

ヘ
テ
高
ク
飛
ビ
行
ク
時
二
」
と
記
述
す
る
の
は
、

一
つ
に
は
鶴

一
羽

と
思
っ
て
い
た
の
が
突
然
鶴
二
羽
と
な
り
運
搬
法
が

『
五
分
律
』
以
来
の
も
の
に
変

更
さ
れ
た
点
、
今

一
つ
は

「鶴
ニ
シ
テ
」
と
い
う
言
葉
を
短
い
文
章
の
中
で
あ
え
て

二
回
も
繰
り
返
す
と
い
う
点
で
、
誠
に
不
自
然
な
印
象
を
読
者
に
与
え
る
の
で
あ
る
。

逆
に
、
こ
れ
を
不
自
然
と
思
わ
な
い
読
者
は
、
実
は
既
に

『
五
分
律
』
系
統
の
説
話

「亀
が
空
を
飛
ぶ
話
」
の
生
成
と
展
開

や
伝
承
を
知
っ
て
お
り
、
こ
の
説
話
は
二
羽
の
鳥
が
棒
の
両
端
を
く
わ
え
、
中
央
を

く
わ
え
た
亀
を
運
搬
す
る
も
の
と
い
う
観
念
が
心
理
の
奥
底
が
で
き
あ
が
っ
て
い
て
、

だ
か
ら
鶴
の
最
初
の
提
案
の
言
葉

「只
為
ベ
キ
様
「
I
ノ
木
ヲ
汝
二
街

ヘ
シ
メ
テ
我

等
ニ
シ
テ
木
ノ
本
末
ヲ
街

ヘ
テ
将
行
ム
ト
思
フ
ニ
」
の

「我
等
ニ
シ
テ
」
を
、
物
語

の
冒
頭
で

「
一
ノ
亀
」
「
一
ノ
鶴
」
と
明
記
し
て
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鶴
二
羽
と

無
意
識
に
解
釈
し
て
し
ま
う
か
ら
、
運
搬
法
に
変
更
が
あ
っ
た
と
も
思
わ
な
い
し
、

「鶴
ニ
シ
テ
」
の
繰
り
返
し
に
も
こ
だ
わ
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

急
に

『
五
分
律
』
系
統
の
話
形
に
変
化
し
た

「今
昔
物
語
集
」
が
、
し
か
し
、
亀

の
落
下
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
「
五
分
律
」
系
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
地
上
か
ら
の
声

に
亀
が
反
応
し
た
と
い
う
状
況
を
採
用
せ
ず
、
見
慣
れ
ぬ
景
観
に
感
勁
し
た
亀
が
思

わ
ず

「爰

「
何

コ
ソ
ト
」
と
鶴
に
問
い
か
け
、
鶴
も
自
ら
の
危
惧
を
忘
れ
て

「此
ヤ

ト
」
と
答
え
た
こ
と
に
よ
る
と
す
る
の
は
、
か
え
っ
て

「
旧
雑
醤
喩
経
」
の

「尨
不

黙
声
聞
此
何
等
。
如
是
不
止
鵠
便
応
之
。
」
と
類
似
し
た
表
現
を
と
り
、
す
な
わ
ち

『
五
分
律
』
系
の
運
搬
法
で
は
亀
の
落
下
に
鶴
の
発
言
は
必
要
で
な
く
、
鶴
の
責
任
は

問
わ
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
の
に
、
「
五
分
律
」
系
の
話
形
に
急
変
し
た
か
に
見
え
た

「今
昔
物
語
集
」
が
、
さ
ら
に

一
転
、
鶴
も
同
時
に
口
を
開
い
た
こ
と
に
し
て
、
亀
落

下
の
責
任
の

一
端
を
担
わ
せ
て
い
る
。
あ
き
ら
か
に
こ
こ
に
は
話
型
の
混
淆
が
認
め

ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

四

こ
う
し
た

「今
昔
物
語
集
」
の
特
異
性
の
由
来
を
考
察
す
る
前
に
、
日
本
に
お
け

二
〇
三



二
〇
四

「吾
が
身
を
思
は
ぬ
人
や
有
る
。
只
卿
等
が
言
に
相
違
せ
じ
」
と
。
即
ち
雁
云
は

く
、
「汝

一
つ
の
木
に
咋
ひ
着
き
て
、
彼
の
池
に
至
る
ま
で
口
を
開
か
ざ
れ
。
設

ひ
途
中
に
人
有
り
て
打
ち
罵
る
と
雖
も
、
汝
努
力
口
を
開
き
て
答

へ
ざ
れ
。
吾

等
木
の
左
右
の
端
を
咋

へ
て
、
急
ち
に
速
か
に
将
て
去
ら
む
」
と
。

時
に
、
約
了
り
て
将
て
行
く
。
即
ち

一
つ
の
市
を
過
ぐ
る
間
、
数
十
人
の
童

子
有
り
。
亀
を
見
て
咲
ひ
罵
る
。
其
の
声
甚
だ
喧
し
。
時
に
亀
、
忍
び
ず
し
て

罵
り
返
す
。
偽
り
て
木
を
離
れ
て
、
童
子
の
中
に
落
ち
て
打
ち
殺
さ
れ
ぬ
。

即
ち
此
の
曹

へ
を
以
て
衆
生
を
誠
む
。
亀
と
は
衆
生
な
り
。
木
と
は
教
法
な

り
。
二
つ
の
雁
と
は
仏
と
菩
薩
と
な
り
。
彼
の
池
と
は
万
徳
円
満
の
浄
土
な
り
。

此
の
池
と
は
娑
婆
な
り
。
市
と
は
天
界
な
り
。
童
子
と
は
天
子

・
外
道
な
り
。

口
を
開
く
と
は
、
聴
聞
の
庭
に
善
根
を
語
り
し
瑚
に
、
雑
言
を
作
す
な
り
。
死

と
は
永
く
悪
道
に
堕
つ
る
な
り
。
努
力
之
を
信
ぜ
よ
。

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
二
号

る
こ
の
説
話
の
他
の
用
例
を
確
認
し
て
お
く
。
ま
ず
は

「注
好
選
」
を
掲
げ
る

(新

日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
読
み
下
し
文
に
よ
る
)
。

題
名
に

「双
雁
」
、
冒
頭
に
も

「
二
つ
の
雁
」
と
鳥
の
数
を
明
記
し
、
亀
が
言
葉
の

端
々
で

「卿
等
」
「君
達
」
と
呼
び
か
け
、
雁
は
自
ら
を
何
度
も

「吾
等
」
と
称
し
て

い
る
こ
と
、
亀
が
地
上
の
笑
い
声
に
反
応
し
て
墜
落
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
何
よ

り
も
、
「汝

一
つ
の
木
に
咋
ひ
着
き
て
」
「吾
等
木
の
左
右
の
端
を
咋

へ
て
」
と
あ
る

こ
と
に
よ
り
、
「今
昔
」
と
は
反
対
に
む
し
ろ
く
ど
い
ほ
ど

「
五
分
律
」
系
の
説
話
で

あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
ま
ぎ
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
「今
昔
物
語
集
」
と

「注
好
選
」
と
の
密
接
な
関
係
を
指
摘
さ
れ
た
先
駆
的
研
究
者
で
あ
る
今
野
達
氏
は

「現
段
階
で
は
、
注
好
選
を
今
昔
の
直
接
の
取
材
源
、
つ
ま
り
出
典
と
推
断
し
て
お
き

「注
好
選
」
下

「双
雁
は
渇
せ
る
亀
を
将
て
去
る
第
十
」

昔
、
二
つ
の
雁
有
り
。
旧
き
池
の
辺
に
芹
の
根
を
喰
ふ
。
時
に
池
の
中
よ
り

一
つ
の
亀
出
で
来
り
て
、
雁
に
語
り
て
云
は
く
、
「吾
年
来
此
の
池
の
主
と
し
て

居
住
す
る
間
、
縁
尽
き
処
淡
で
て
、
漸
く
帰
す
る
所
無
し
。
卿
等
若
し
恩
有
ら

ば
、
吾
を
水
香
ば
し
く
深
く
、
食
に
飽
く
べ
き
処
に
将
て
行
け
。
其
の
由
は
、

吾
諏
く
行
く
に
能
は
ず
。
卿
達
は
世
界
を
広
く
見
る
が
故
な
り
」
と
。
時
に
雁

答

へ
て
云
は
く
、
「汝
が
言
ふ
所
、
尤
も
然
な
り
。
吾
が
往
還
の
道
に
最
も
吉
祥

の
処
有
り
。
所
以
は
、
北
は
峨
々
た
る
洽
海
遠
か
ら
ず
、
西
は
砂
々
た
る
長
き

尾
聳
き
連
れ
り
。
其
の
北
の
山
の
峡
よ
り
三
里
許
南
に
、
方

一
町
の
池
有
り
。

山
の
水
は
北
よ
り
恒
に
加
は
り
、
海
沢
は
東
よ
り
潜
り
融
れ
り
。
池
の
近
き
辺

は
、
四
季
に
林
あ
り
て
、
花
を
開
き
て
菓
を
結
ぶ
。
都
て
極
め
た
る
噫
き
物
の

住
む
処
な
り
、
色
好
み
の
遊
び
地
な
り
。
亦
、
敵
の
恐
り
無
く
し
て
、
永
く
飢

渇
の
愁

へ
を
離
れ
た
り
。
吾
が
大
祖
父
往
還
の
次
に
此
の
処
を
見
て
、
讃
め
て

云
は
く
、
「左
青
竜
、
右
白
虎
。
後
玄
武
、
前
朱
雀
、
相
称

へ
る
勝
地
な
り
」
者
。

汝
実
な
ら
ば
将
て
行
か
む
。
而
も
彼
の
池
に
主
無
し
」
と
。

時
に
亀
手
を
摺
り
、
膝
を
屈
め
て
云
は
く
、
「吾
を
君
達
早
く
将
て
行
け
」
と
。

即
ち
雁
、
亀
に
語
り
て
云
は
く
、
「吾
は
飛
び
て
道
を
行
く
。
汝
は
昆
ふ
て
道
を

行
く
。
進
退
事
毎
に
然
り
。
能
く
吾
等
が
言
に
随
は
む
や
」
と
。
亀
云
は
く
、



文
的
同
話
の
中
に
、
同
文
度
に
お
い
て
な
お

I
考
す
べ
き
若
干
の
問
題
は
残
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
注
好
選
が
今
昔
の
出
典
た
る
こ
と
を
疑
わ
せ
る
も
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
今
昔
が
注
好
選
以
外
の
資
料
を
参
酌
し
た
と
見
る
方
向
で
解
決
で
き

る
性
格
の
も
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
る

(6)O

　

こ
こ
で
素
朴
な
疑
問
と
し
て
、
「今
昔
」
は

他
の
説
話
で
は

「注
好
選
」
を
ほ
と
ん
ど
転
載
す
る
形
で
利
用
し
て
い
る
の
に
、
何

故
、
折
角

「注
好
選
」
下
巻
に
あ
る

「双
雁
と
亀
」
の
説
話
は
そ
の
ま
ま
利
用
し
な

い
の
か
と
不
思
議
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
特
に
、
「今
昔
」
当
該
話
の
前
後
の
説
話

は
「注
好
選
」
と
ほ
ぼ
同
文
で
と
り
わ
け

一
致
度
が
高
く
、
何
故
当
該
話
だ
け
が

「注

好
選
」
と
大
き
く
相
違
す
る
の
か
理
由
が
わ
か
ら
な
い
。
「注
好
選
」
を
見
て
い
な
が

ら
、
あ
え
て

「注
好
選
以
外
の
資
料
を
参
酌
」
し
て
説
話
を
改
変
し
た
と
す
れ
ば
、

そ
こ
に

「今
昔
」
編
者
の
意
図
が
反
映
し
て
い
る
と
仮
定
し
て
、
あ
れ
こ
れ
と

「編

者
の
意
図
」
を
忖
度
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

「今
昔
」
編
者
像
か
ら
す
る
と
、
彼
は
依
拠
資
料
に
対
し
て
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
改
変
を

施
す
傾
向
に
は
な
く
、
や
は
り

「今
昔
」
は
現
存

「注
好
選
」
を
直
接
参
照
し
た
の

で
は
な
く
、
「注
好
選
」
と
類
似
す
る
説
話
を
含
ん
だ
同
様
の
資
料
を
見
て
い
る
の
で

は
な
い
か
、
そ
し
て
当
該
話
は
そ
こ
か
ら
取
材
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
う
し
た
資
料
は
今
の
と
こ
ろ
報
告
さ
れ
て
お
ら
ず
、
あ

く
ま
で
も
想
像
の
域
を
出
な
い
。

次
に
文
永
・弘
安
頃
の
成
立
と
い
わ
れ
る
古
辞
書

「塵
袋
」
を
示
す

(「覆
刻
日
本

「亀
が
空
を
飛
ぶ
話
」
の
生
成
と
展
開

た
い
」
と
す
る

一
方
、
「注
好
選
的
テ
キ
ス
ト
」
「注
好
選
的
本
文
」
『注
好
選
の
ご
と

　　

古
典
全
集
』
所
収
本
の
影
印
に
よ
る
。
『塵
添
垣
嚢
抄
』
巻
第
二
は
同
文
)

き
簡
便
な
テ
キ
ス
ト
」
等
の
微
妙
な
表
現
も
使
わ
れ
る
と
共
に
、
「十
二
話
以
外
の
同

ま
ず
題
名
か
ら
し
て

『今
昔
物
語
集
』
の
そ
れ

(「亀
不
信
鶴
教
落
地
破
甲
語
」
)

と
の
類
似
が
注
意
さ
れ
る
が
、
不
思
議
な
こ
と
に

「今
昔
」
は
末
尾
に

「世
ノ
人
、

不
信
ノ
亀

(
甲
破
卜
云
「
、
此
ノ
事
ヲ
云
フ
ソ
ト
語
り
伝

ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」
と
あ
る
以

外
に
、
本
文
中
に
は

「亀
落
テ
身
命
ヲ
失
ヒ
テ
ケ
リ
」
と
あ
る
だ
け
で
、
甲
羅
に
つ

い
て
は
何
も
言
及
が
な
い
。
「塵
袋
」
を
見
る
に

「信
ナ
キ
亀

「
甲
ワ
ル
」
と
い
う
言

葉
は
当
時

一
種
の
こ
と
わ
ざ
と
し
て
流
通
し
て
い
た
ご
と
く
で
、
全
国
に
流
布
す
る

昔
話

「雁
と
亀
」
で
も
亀
甲
模
様
の
由
来
譚
を
と
る
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
、
「今
昔

物
語
集
」
の
説
話
に
つ
い
て
、
池
上
洵

一
氏
は

「そ
の
時
点
に
お
け
る
伝
承
者

(同

二
〇
五

て

信
ナ
キ
亀

(
甲
ワ
ル
ト
云
フ
如
何

過
去
世
二
釈
迦
如
来
卜
提
婆
達
多
ト

ー
所
ニ
ム
マ
レ
ア
ヒ
給
ト
キ
、
釈
迦
(
雁

ニ
ム
マ
レ
給
フ
。
達
多
(
亀
ト
ナ
レ
リ
。
旧
好
年
ヒ
サ
シ
カ
リ
キ
。
或
ル
時
ヒ

テ
リ
シ
テ
此
ノ
カ
メ
ノ
ス
ム
池
ノ
水
ミ
ナ
カ
(
キ
ツ
キ
ヌ
。
亀
是
ヲ
ク
(
ヘ
テ

(
ツ
サ
ス
(
、
ワ
レ
エ
タ
ヲ
フ
ク
ム
テ
ト
ヒ
テ
水
ノ
ユ
タ
カ
ナ
ル
ト

コ
ロ
ヘ
ウ

ツ
ラ
ン
、
ア
ナ
カ
シ
コ
、
ク
チ
ア
ク
ヘ
カ
ラ
ス
ト
云
フ
。
カ
メ
悦
テ
承
諾
シ
テ

雁
ノ
ヲ
シ
ヘ
ノ
マ
ヽ
ス
ル
ニ
、
ト
フ
時
キ
、
人
是
ヲ
見
テ
ア
ヤ
シ
ミ
ワ
ラ
フ
事

限
リ
ナ
シ
。
カ
メ
イ
カ
リ
テ
是
ヲ
ノ
ル
ニ
、
ク
(
ヘ
タ
ル
所

(
ナ
レ
テ
ヲ
チ
ヌ

レ
(
、
甲
ワ
レ
テ
死
ヌ
ト
云
ヘ
(
、
信
ナ
キ
カ
メ
甲
ワ
ル
。
コ
レ
ヨ
リ
(
シ
マ

ル
歎
。

一
切
有
部
根
本
毘
奈
耶
二
見
エ
タ
リ
。



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
二
号

時
に
説
話
の
筆
録
者
)
は
、
お
そ
ら
く

「珠
林
」
巻
四
六
に
淵
源
す
る
仏
典
説
話
を

自
己
に
親
し
い
民
間
伝
承
の
話
型
と
融
合
さ
せ
つ
つ
受
容
し
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ

て
お
ら
れ
る

(7
)O

　

亀
甲
の
由
来
譚
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
敦
煌
本
の

「詠
神
亀
」

や
米
作
の

「擬
古
」
詩
の
存
在
を
考
慮
す
れ
ば
、
既
に
中
国
に
お
い
て
こ
の
説
話
は

僅
諺
の
よ
う
な
形
で
流
布
し
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
く
、
日
本
の

「民
間
伝

承
」
が
そ
う
し
た
も
の
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
る
。

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は

「塵
袋
」
の
話
型
で
、
雁
と
亀
を
そ
れ
ぞ
れ
釈
迦
と
提
婆

の
前
生
に
比
定
す
る
の
は

「
五
分
律
」
の
設
定
だ
が

(「塵
袋
」
の
末
尾
に
い
う

「
一

切
有
部
根
本
毘
奈
耶
」
(「根
本
説

一
切
有
部
毘
奈
耶
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。)
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
難
陀
と
閑
陀
と
す
る
)
、
「
五
分
律
」
や

「注
好
選
」
の
よ
う
に

「
二
雁
」

と
は
ど
こ
に
も
記
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
釈
迦
・提
婆
に
対
応
す
る
こ
と
か
ら
、
雁

一
羽
・

亀

一
匹
と
解
釈
せ
ら
れ
、
ま
た
運
搬
法
も

「亀
是
ヲ
ク
(
ヘ
テ
(
ツ
サ
ス
(
、
ワ
レ

エ
タ
ヲ
フ
ク
ム
テ
ト
ヒ
テ
)
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
予
見
な
く
読
め
ば
、

一
本
の
棒

の
両
端
を
雁
と
亀
が
そ
れ
ぞ
れ
く
わ
え
て
飛
行
す
る
図
が
想
像
で
き
、
こ
れ
は
ま
さ

に

「鶴
ニ
シ
テ
」
と
唐
突
に
記
す
ま
で
の

『今
昔
物
語
集
』
前
半
部
や
米
作
の

「擬

古
」
詩
と

一
致
し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
日
本
の
三
種
の
資
料
を
概
観
し
て
、
改
め
て

「今
昔
物
語

集
」
の
複
数
の
話
型
が
混
淆
し
た
表
現
の
特
異
性
を
考
え
る
時
、
逸
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
は
、
増
田
良
介
氏
の
論
考
で
あ
ろ
う
(8)Q

　

こ
う
し
た
説
話
構
成
上
の
ほ
こ

ろ
び
に
着
目
し
、
「今
昔
物
語
集
」
の
説
話
生
成
の
経
緯
を
考
察
し
た
同
氏
は
、
「「今

昔
」
の
前
の
段
階
に
あ
っ
た
」
も
の
と
し
て

「
一
羽
の
鶴
と

一
匹
の
亀
が
棒
の
両
端

二
〇
六

を
そ
れ
ぞ
れ
く
わ
え
て
空
中
旅
行
す
る
」
と
い
う
説
話
の
存
在
を
想
定
さ
れ
、
「「今

昔
」
の
直
接
の
依
拠
資
料
に
あ
っ
た
の
は
、
二
羽
型
で
は
な
く

一
羽
棒
型
の
話
だ
っ

た
可
能
性
が
強
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
と
さ
れ
た
。
次
に
、
『今
昔
』
は
唐
突
に

「鶴
ニ
シ
テ
」
と

「
五
分
律
」
系
の
話
型
に
転
換
さ
せ
て
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
落
下

の
原
因
は
地
上
の
声
に
亀
の
み
が
応
じ
て
口
を
開
い
た
た
め
と
す
る

「
五
分
律
」
型

を
と
ら
ず
、
鶴
亀
双
方
の
問
答
に
よ
る
と
い
う

「
旧
雑
1　
喩
経
」
系
の
型
式
に
戻
る

と
こ
ろ
に
、
増
田
氏
は

「鶴
と
亀
を
対
等
な

一
対
と
し
て
扱
お
う
と
い
う
姿
勢
」
(氏

の
い
わ
ゆ
る

「鶴
亀

一
対
志
向
」)
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
他
、
自
然
景
観

の
描
写
に
お
け
る

「今
昔
」
と

「注
好
選
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
も
重
要
だ

が
、
こ
こ
で
は
ふ
れ
な
い
。

筆
者
の
見
解
を
述
べ
る
と
、
増
田
氏
が
予
見
し
た

「
一
羽
棒
型
」
説
話
が
、
そ
れ

が
氏
の
い
う
よ
う
に

「『法
苑
珠
林
』
の
二
つ
の
話
の
接
合
に
よ
っ
て
」
で
き
あ
が
っ

た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
さ
て
お
き
、ま
さ
し
く
存
在
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、

本
稿
で
指
摘
し
た
宋
代
中
国
書
家
米
帑
の

「擬
古
」
詩
に
よ
り
保
証
さ
れ
た
と
考
え

る
。
た
だ
し
、
同
氏
は

「
一
羽
棒
型
」
説
話
の
形
成
者
と
し
て
、
「「法
苑
珠
林
」
な

ど
か
ら
い
く
つ
か
の
話
を
選
ん
で
和
訳
し
、
「注
好
選
」
の
よ
う
な
説
話
集
を
編
纂
し

よ
う
と
し
て
い
る
人
物
」
と
、
本
邦
の
人
間
を
想
定
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、

こ
れ
も
米
帑
の
詩
に
よ
り
、
既
に
中
国
に
お
い
て
「鶴
亀

一
対
志
向
」
を
も
っ
た

「
一

羽
棒
型
」
説
話
が
展
開
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
く
、
そ
れ
が
何

ら
か
の
形
で
我
が
国
に
舶
載
さ
れ
、
直
接
、
あ
る
い
は
何
度
か
の
書
承
を
経
た
後
、

『今
昔
物
語
集
』
編
者
の
目
に
ふ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。



松
村
恒
氏
の
浩
潮
な
書
誌
研
究
が
示
さ
れ
、
基
本
と
な
る
文
献
は
出
そ
ろ
っ
た
感
が

あ
る

(12)O

　

パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
の
諸
本
を
収
集
し
、
ジ
ャ
ー
タ
カ
や
漢
訳

・
梵
文

・

西
蔵
語
訳
の
仏
教
経
典
等
と
細
か
く
比
較
検
討
す
れ
ば
、
こ
の
説
話
の
展
開
が
う
か

が
え
る
と
共
に
、
各
種
文
献
間
の
関
連
の
度
合
い
を
明
ら
か
に
す
る
端
緒
に
も
な
り

う
る
と
思
わ
れ
る
が
、
如
何
せ
ん
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
に
限
っ
て
も
、
そ
の
諸
本
関

係
は
複
雑
で
到
底
梵
文
を
解
さ
ぬ
筆
者
が
う
か
つ
に
手
出
し
す
る
領
域
で
は
な
い
。

と
は
い
え
、
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
の
本
文
を
提
示
せ
ね
ば
以
下
の
論
述
が

一
歩
も
進

ま
ぬ
た
め
、
以
下
に
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
の
四
つ
の
主
な
系
統
を
示
し
、
手
元
に
入

手
で
き
た
邦
訳

・
英
訳

・
中
国
語
訳
な
ど
を
利
用
し
て
本
文
を
提
示
す
る

(13)O

　

あ
く

ま
で
も
便
宜
上
の
措
置
で
あ
る
。

五

つ
と
に
南
方
熊
楠
は
日
本
各
地
に
残
る

「亀
の
甲
の
由
来
」
と
総
称
さ
れ
る
昔
話

の
典
拠
に
関
す
る
考
察
を
発
表
し
て
、
「
旧
雑
醤
喩
経
」
や

「
五
分
律
」
以
下
、
漢
訳

経
典
の
指
摘
に
及
ん
で
い
る

亘

さ
ら
に
南
方
は
こ
の
話
の
淵
源
が
古
代
イ
ン
ド
の

寓
話
集
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
(y
g
E
R
a
)
や
ジ
ャ
ー
タ
カ
9
g
r
)
に
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
同
様
の
指
摘
は
周

一
良
氏
も
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
源

流
は
、
ペ
ン
フ
ア
イ

(T
h
e
o
d
o
r

　

B
e
n
fe
y

　

18
0
9
4
8
8
D

の
研
究
に
あ
る
よ
う
だ

(
10
)
o

　

パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
は
紀
元
二
世
紀
頃
か
ら
四
世
紀
初
め
に
か
け
て
そ
の
原
型

が
成
立
し
、
本
文
の
成
長
と
変
化
を
伴
い
つ
つ
六
世
紀
以
後
に
現
在
の
姿
と
な
り
、

漸
次
ア
ジ
ア
の
各
地
に
広
く
流
伝
し
て
多
種
の
伝
本
を
残
し
て
い
る
。
八
世
紀
に
は

ア
ラ
ビ
ア
語
に
翻
訳
さ
れ
、
十

一
世
紀
に
は
こ
の
ア
ラ
ビ
ア
語
か
ら
ギ
リ
シ
ャ
語
に

　　

I

　

タ
ン
ト
ラ
ー
キ
ヤ
ー
イ
カ
系

(T
a
n
tra
k
h
y
a
y
ik
a
j

訳
さ
れ
、
十
三
世
紀
に
は

ヘ
ブ
ラ
イ
語

・
ス
ペ
イ
ン
語
訳
も
作
ら
れ
た
。

ヘ
ブ
ラ
イ

　　　

パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
の
原
本
に
最
も
近
い
と
さ
れ
る
伝
本

(筆
者
に
は
六
世
紀
以

語
訳
を
基
に
し
た
ラ
テ
ン
語
訳

(
コ

ー七
〇
年
頃
)
は
、
そ
の
ド
イ
ツ
語
訳

(
一
四

　　

前
と
し
か
い
え
な
い
。
注

(11
)
参
照
)
。
テ
キ
ス
ト
は
後
で
詳
し
く
ふ
れ
る
ク
ロ
ッ

ハ
三
年
)
に
よ
っ
て
広
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
普
及
し
た
と
い
う
。
ワ
ー
グ
ナ
ー
{回
i
}Q
)

　　

ケ
氏

(M
arijk
e

　

J
o

　

K
lo
k
k
e
j
の
論
文
に
掲
載
さ
れ
た
英
訳
を
転
記
さ
せ
て
い
た
だ

の
楽
劇
で
名
高
い
(
ン
ス

ー
ザ
ッ
ク
ス

(H
an
s

　

S
ach
s
j
や
ラ

ー
フ
ォ

ン
テ
ー

ヌ

　　

く

(
a
)
(14)Q

　

ま
た
、
こ
の
系
統
に
は
ジ
ャ
イ
ナ
教
徒
に
よ
る
と
さ
れ
る
二
種
の
伝

9
自
ぼ
r
圃I
巨
罵
)
の
「寓
話
」
(I
E
a
)
も
、
そ
こ
か
ら
多
く
の
材
料
を
得

　　

本

(九
〇
〇
か
ら

一
一
〇
〇
年
頃
と
さ
れ
る
小
本
と

一
一
九
九
年
の
広
本
)
が
あ
る

て
い
る

(u
)o

　

ま
た
、
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
と
他
の
文
献

(例
え
ば
ジ
ャ
ー
タ
カ
や
イ

　　

が
、
小
本

ltex
tu
s

　

sim
p
licioO

の
テ
キ
ス
ト
は
注

(11
)
の
田
中
於
菟
弥

・
上
村

ソ
ッ
プ
物
語
)
と
が
如
何
な
る
文
献
学
的
交
渉
を
経
過
し
て
い
る
か
は
興
味
深
く
重

　

勝
彦
両
氏
訳

「パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
」
に
よ
り

(b
)
、
広
本

ttex
tu
s

　

o
m
atio
r)
の

要
な
問
題
で
あ
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

テ
キ
ス
ト
は
リ
ー
ダ
ー

W　
W

　

R
y
d
eO

の
英
訳
本
に
よ
り
、
季
羨
林
氏
訳

「五
巻

近
年
、
「亀
の
飛
行
譚
」
に
関
し
て
、
こ
の
説
話
を
掲
載
す
る
諸
文
献
を
博
捜
し
た

　　

書
」
(15)
を
参
照
し
た

(
c
)
。

「亀
が
空
を
飛
ぶ
話
」
の
生
成
と
展
開

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

二
〇
七



二
〇
八

(七
五
〇
年
頃
)
が
現
存
し
、
こ
の
ア
ラ
ビ
ア
語
訳
本
の
題
名
を

「
カ
リ
ー
ラ
と
デ
ィ

ム
ナ
」
と
言
う
。
こ
れ
は
十

一
世
紀
の
ギ
リ
シ
ャ
語
訳
や
十
三
世
紀
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語

訳

・
ス
ペ
イ
ン
語
訳
の
そ
れ
ぞ
れ
の
底
本
と
な
り
、

ヘ
ブ
ラ
イ
語
訳
を
基
に
し
た
ラ

テ
ン
語
訳

(
一
二
七
〇
年
頃
)
、
さ
ら
に
そ
の
ド
イ
ツ
語
訳

(
一
四
八
三
年
)
に
よ
り

広
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
普
及
し
た
と
い
う
。
要
す
る
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
流
布
し
た
パ

ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
の
お
お
も
と
に
位
置
す
る
の
が

「
カ
リ
ー
ラ
と
デ
ィ
ム
ナ
」
で
あ

る

{18
}。

次
に
、
以
上
の
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
の
代
表
的
な
四
つ
の
系
統
の
本
文
の
関
係
を

検
討
す
る
が
、
そ
の
前
に
、
こ
の
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
釈
迦

の
本
生
譚
ジ
ャ
ー
タ
カ
を
紹
介
し
て
お
く
。
両
者
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
に
複
雑
な
成
立
事
情
が
介
在
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
と
も
か
く
も
、
ジ
ャ
ー

タ
カ
が
先
行
し
て
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
に
利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ

と
の
み
述
べ
て
お
き
7
Jataka
N
o2
15
K
acchapaJ
ataka
の
翻
訳
を
引
用
す
る
s
}o

以
上
、
四
種
の
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
と
ジ
ャ
ー
タ
カ
の
引
用
に
当
た
っ
て
は
、
煩

を
恐
れ
、
古
態
本
と
さ
れ
る
タ
ン
ト
ラ
ー
キ
ヤ
ー
イ
カ

(1
11n
trak
h
y
ay
ik
aj
l

a
の

み
を
こ
こ
に
提
示
し
、
他
の
諸
本
の
本
文
は
本
稿
末
尾
に
付
し
随
時
参
照
す
る
こ
と

と
す
る
。

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
二
号

n

　

ブ
リ
(
ツ
ト
ガ
タ
ー
系

IB
rh
a
tka
th
a
j

散
逸
し
た
グ
ナ
ー
デ
ィ
の
大
説
話
集

「ブ
リ
「
ツ
ト
ガ
タ
ー
」
の
要
約
本
二
種
の

内
、
十

一
世
紀
の
ソ
ー
マ
デ
ー
ヴ
ア
に
よ
る

「
カ
タ
ー
サ
リ
ッ
ト
サ
ー
ガ
ラ
」
(K
a
　

th
asan
tsag
ara
)
の
英
訳
本

(16)
を
用
い
る
。

Ⅲ

　

南
イ
ン
ド
系

(S
o
u
th
e
m

　

P
a
n
c
a
t
a
n
t
r
a
3

「
ヒ
ト
ー
パ
デ
ィ
ー
シ
ャ
」
m
itopadesaj
を
も
っ
て
こ
の
系
統
の
代
表
と
す
る

に
は
問
題
が
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
自
体
重
要
な
伝
本
で
あ
り
、
他
の
伝
本
に
適
当
な
訳

本
が
な
い
の
で
ま
ず
は
こ
れ
を
提
出
す
る
。
田
中
於
菟
弥

・
上
村
勝
彦
両
氏
訳

「パ

ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
」
の
解
説
に
よ
れ
ば

「ネ
パ
ー
ル
本
と
そ
の
原
形
の
系
統
に
属
し
、

他
の
資
料
を
も
含
め
て
、
全
く
趣
を
異
に
す
る
ベ
ン
ガ
ル
地
方
に
流
布
し
た
伝
本
で

あ
る
。
作
者
ナ
ー
ラ
ー
ヤ
ナ

(九
〇
〇
-
九
五
〇
頃
)
は
、
「パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
」

の
五
巻
を
四
巻
に
改
編
し
て
面
目
を

I
新
し
、
新
た
に

一
七
篇
の
挿
話
を
加
え
て
い

る
。
」
と
さ
れ
る

(17
)o

Ⅳ

　

パ
ー
ラ
ヴ
ィ
ー
訳
本
系

(i
一ila　
w
a　D
im
n
a
)

田
中
於
菟
弥

・
上
村
勝
彦
両
氏
訳

「パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
」
の
解
説
に
よ
れ
ば
、

「西
北
イ
ン
ド
に
伝
わ
っ
た

「パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
」
の

一
伝
本
を
基
に
し
て
、
イ
ラ

ン
王
ア
ヌ
シ
ル
バ
ン

(六
世
紀
サ
サ
ン
朝
の
名
君
ホ
ス
ロ
ー

一
世

(在
位
五
三

一
-

五
七
八
)
の
こ
と
I
引
用
者
注
)
は
、
宮
廷
医
ブ
ル
ソ
ー
エ
(F
a
oQ)
(ア
ラ
ビ
ア

語
読
み
で
バ
ル
サ
ワ
イ
ヒ
ー
引
用
者
注
)
に
命
じ
て
、
五
五
〇
年
頃
こ
れ
を
中
期
ぺ

　　

l

a

　

タ
ン
ト
ラ
ー
キ
ヤ
ー
イ
カ
系

IT
a
n
tra
k
h
y
a
y
ika
5

A
to
rto
is
e
n
a
m
e
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K
a
m
b
u
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riv
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o

 

g
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e
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V
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S
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T
h
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o

 

a
t

 

a
n

 

u
n
f
a
v
o
u
r
a
b
l
e

 

tu
m

 

o
f

ル
シ
ャ
語
の
パ
ー
ラ
ヴ
ィ
ー
語
に
翻
訳
さ
せ
た
」
と
あ
る
。
こ
の
パ
ー
ラ
ヴ
ィ
ー
語

訳
本
は
散
逸
し
た
が
、
そ
の
古
代
シ
リ
ア
語
訳

(五
七
〇
年
頃
)
と
ア
ラ
ビ
ア
語
訳



tim
e

 

a

 

tw
e
lv
e

 

y
e
a
r

 

l
o
n
g

 

r
a
i
n
l
e
s
s

 

p
e
r
i
o
d

 

s
e
t

 

h

 

T
h
e
r
e
u
p
o
n

 

b
o
th
o
f
th
e
m

t
h
o
u
g
h
t

 

y
T
h
e

 

w
a
te
r

 

o
f

 

t
h
i
s

 

l
a
k
e

 

h
a
s

 

d
im
in
is
h
e
d
o

 

」
e
t

 

u
s

 

g
o

 

t
o

 

a
n
o
t
h
e
r

l
a
k
e
o

 

B
u
t

 

l
e
t

 

u
s

 

s
a
y

 

fa
r
e
w
e
ll

 

t
o

 

o
u
r

 

d
e
a
r

 

fr
i
e
n
d

 

K
a
m
b
u
g
riv
a

 

w
h
o
h
a
s
d
w
e
lt

(亙
q
S
)
for
 
a

 

l
o
n
g

 

tim
e
s

 

A
n
d

 

w
h
e
n

 

i
t

 

h
a
d

 

t
h
u
s

 

h
a
p
p
e
n
e
d

 

t
h
e

 

t
o
r
t
o
i
s
e

a
d
d
l 
e
sse
d
th
e
m
2
″W
h
y

 

d
o

 

y
o
u

 

s
a
y

 

g
o
o
d
b
y
e

 

t
o

 

m
e
t

 

P
ray
j
fy
o
u

 

l
o
v
e

 

m
eo

p
l
e
a
s
e

 

s
a
v
e

 

m
e

 

a
I
s
o

 

fr
o
m

 

t
h
e
s
e

 

jaw
s

 

o
f

 

d
e
a
t
h

 

b
e
c
a
u
s
e

 

f
o
r

 

y
o
u

 

i
t

 

m
eans

o
n
ly
in
s
u
fiic
ie
n
c
y
o
f
f0
0
d
in
th
is
la
k
e
w
h
ic
h
c
o
n
ta
in
s
v
e
ry
little
w
a
te
15

 

b
u
t

f
o
r

 

m
e

 

i
t

 

m
eans

 

d
e
a
t
h
o

 

Y
o
u

 

s
h
o
u
l
d

 

c
o
n
s
i
d
e
r

 

t
h
is
o

 

W
h
ich

 

o
f

 

t
h
e

 

tw
o
IS

w
orse

 

2

 

b
e
i
n
g

 

w
ith
0
耳
&
乱
o
り
ぴ
QF
如
1
9
0u
t
fl ie
n
d
s
4

 

T
h
e

 

tw
o

 

o
f

 

th
e
m

s
a
i
d

 

i
″
Y
o
u

 

h
a
v
e

 

s
p
o
k
e
n

 

propery

 

y
o
u

 

a
re

 

r
i
g
h
t
o

 

B
u
t

 

d
o

 

y
o
u

 

k
n
o
w

 

t
h
e

r
i
g
h
t

 

tim
e
F

 

B
y

 

a
n

 

m
eans

 

l
e
t

 

u
s

 

t
a
k
e

 

y
o
u

 

aw
ay
 
H
o
w
e
v
e
15

 

y
o
u

 

s
h
o
u
l
d

 

n
o
t

o
u
t

 

o
f

 

f
o
r
g
e
t
f
u
l
n
e
s
s

 

s
a
y

 

a
n
y
t
h
in
g
 
S
e
t

 

y
o
u
r

 

t
e
e
t
h

 

i
n

 

t
h
e

 

m
id
d
le

 

o
f

 

t
h
i
s

stick
J
M
ter

 

w
e

 

h
a
v
e

 

t
h
u
s

 

r
a
i
s
e
d

 

y
o
u

 

w
ith

 

i
t
s

 

h
e
l
p

 

a
s

 

i
t

 

w
eR

 

w
e

 

w
ill

c
a
r
r
y

 

y
o
u

 

a
l
l

 

t
h
e

 

6
0

 

y
o
ja
n
a
s

 

t
o

 

a

 

la
r
g
e

 

l
a
k
e
 

T
h
e
r
e

 

w
e

 

w
111

 

1
1v
e

 

h
a
p
p
ily
s

W
h
e
n

 

t
h
i
s

 

w
as

 

d
o
n
e

 

a
n
d

 

t
h
e

 

p
e
o
p
l
e

 

saw

 

h
im

 

b
e
i
n
g

 

can
 ie
d

 

o
v
e
r

 

a

 

c
it
y

n
e
a
r

 

t
h
a
t

 

l
a
k
e
o

 

t
h
e
y

 

a
l
l

 

a
p
p
r
o
a
c
h
e
d

 

t
a
l
k
i
n
g

 

i
n

 

c
o
n
fu
sio
n
’
M
V
h
a
t

 

i
s

 

t
h
is

t
h
a
t

 

h
a
s

 

t
h
e

 

s
i
z
e

 

o
f

 

a

 

w
h
e
e
1
0
f 
a
 

rta
r
r
ia
g
e

 

a
n
d

 

i
s

 

b
e
i
n
g

 

c
a
n
i
e
d

 

t
h
r
o
u
g
h

 

t
h
e

a
ir4

 

A
n
d

 

a
f
t
e
r

 

h
e

 

h
a
d

 

h
e
a
r
d

 

th
4

 

t
h
e

 

t
o
r
t
o
i
s
e

 

w
h
o
s
e

 

e
n
d

 

h
a
d

 

a
p
p
r
o
a
c
h
e
d

l
e
t

 

g
o

 

o
f

 

t
h
e

 

s
t
i
c
k

 

a
n
d

 

s
a
i
d

 

2
1

 

am

 

a

 

t
o
r
t
o
i
s
e

 

i

 

o
u
t

 

o
f

 

t
h
o
u
g
h
t
l
e
s
s
n
e
s
s

 

t
h
e

p
e
o
p
l
e

 

h
e
r
e

 

t
a
l
k

 

r
u
b
b
is
h
s

 

A
t

 

t
h
e

 

sam
e

 

t
i
l

w
o
r
d
S

 

h
e

 

d
l
 o
p
p
e
d

 

o
f
f

 

t
h
e

 

t
h
i
n
g

 

t
h
a
t

 

h
e
l
d

 

h
im

 

a
n
d

 

f
e
I
I

 

o
n

 

t
h 

Q
9
0
仁
口
F
S
a

「亀
が
空
を
飛
ぶ
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の
生
成
と
展
開
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h
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0
f

 

f
h
e
n
d
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w
h
o

 

w
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h

f
o
r

 

t
h
e

 

g
o
o
d

 

e
t
c
 

t
e
n
d

 

o
f

 

t
h
e

 

t
r
a
n
s
l
a
t
i
o
n
)
・

総
じ
て
説
話
の
話
型
と
し
て
は
、
I

・
H

・
m

　
ia

　

Jatak
a
共
に
二
羽
の
雁
と

一
匹
の
亀
が
登
場
し
、
鳥
が
棒
の
両
端
を
、
亀
が
棒
の
中
央
を
く
わ
え
る
、
ま
ぎ
れ

も
な
く
お
な
じ
み
の
二
羽
棒
型
で
あ
る
こ
と
は
共
通
す
る
。
ど
う
や
ら
、
こ
れ
が
書

承
さ
れ
た

「亀
飛
行
譚
」
の
基
本
型
式
で
あ
る
ら
し
い
。
す
る
と
、
例
え
ば
漢
訳
経

典
の

「
旧
雑
醤
喩
経
」
(三
世
紀
初
頃
の
成
立
か
)
な
ど
は
記
述
量
が
少
な
く

一
見
プ

リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
形
を
し
て
い
る
が
、
鳥
が
直
接
亀
を
街
え
た
り
、
鳥
と
亀
の
問
答
に

よ
り
亀
が
落
下
す
る
な
ど
と
い
う
設
定
は
、
決
し
て

一
般
的
な
も
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
特
殊
な
例
外
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
反
対
に

「
五
分
律
」
は
、
亀
を
調
達
の

前
生
に
比
定
し
た
り
、
末
尾
の

「悪
言
」
を
戒
め
る
偶
文
を
除
け
ば
、
話
型
は
ほ
ぼ

111n
trak
hy
ay
ik
a
に

一
致
す
る
点
、
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
の
古
態
を
あ
る
程
度
忠
実

に
継
承
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

冒
頭
部
分
で
、
l

a
l
b
l

c
Ⅱ
は
、
共
通
し
て
亀
と
二
羽
の
雁
に
そ
れ
ぞ
れ
に

カ
ン
ブ
グ
リ
ー
ヴ
ア
、
ヴ
ィ
カ
タ

ー
サ
ン
カ
タ
と
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
る

(l
c

の
英
訳
本
は
意
訳
)
。
し
か
し
、
降
雨
が
な
い
期
間
を
十
二
年
と
明
記
す
る
の
は
l

a
l
c
の
み
で
、
さ
ら
に
、
二
羽
の
鳥
が
親
友
の
亀
に
別
れ
を
述
べ
る
場
面
で
、
亀

が
鳥
た
ち
に

「ど
う
し
て
別
れ
を
告
げ
る
の
か
。
私
の
こ
と
が
好
き
な
ら
ど
う
か
助

け
て
く
れ
云
々
」
と
懇
願
す
る
台
詞
も
l

a
l

c
の
み
に
共
通
し
、
若
干
l

c
の
ほ

二
〇
九
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う
が
長
く
な
っ
て
い
る
。
I
の
系
統
の
成
立
の
順
は
l
a
l
b
f

c
で
あ
る
と
い
う

か
ら
、
こ
こ
ま
で
で
ひ
と
ま
ず
次
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
。
l

c
の
広
本

(’Qx
’S

oO
l
oり)
と
は
l
a
に
対
し
て

「広
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
l
b
の
小
本

rtex
tu
s

sim
p
licio
O

を
増
補
し
た
も
の
で
は
な
い
。
逆
に
l
b
の
小
本
は
l

c
の
広
本
を
略

し
た
も
の
で
は
な
く
、
l

a
を
略
し
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。

つ
ま
り
l
b
l

c

そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
に
l
a
に
加
工
し
て
成
立
し
た
か
に
見
え
る
。
し
か
し
、
読
み
進

む
と
こ
と
は
そ
う
単
純
で
な
い
。
l

a
で
は
、
亀
の
懇
望
を
否
み
難
く
、
鳥
の
ほ
う

か
ら
亀
の
運
搬
法
を
提
案
し
、
飛
行
中
の
注
意
事
項
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
I

b
l

c
は
共
に
亀
の
ほ
う
か
ら
自
ら
の
運
搬
法
を
提
示
し
、
口
を
喋
む
と
約
束
し
て

い
る
。
こ
の
点
に
注
意
し
て
諸
資
料
を
分
類
す
る
と
、鳥
か
ら
提
案
す
る
の
は
l
a
u

Ⅳ
と

y
g
r
、
亀
か
ら
提
案
す
る
の
は
l
b
l
c
Ⅲ
で
あ
る
。
運
搬
法
の
提
案
を
ど

ち
ら
か
ら
す
る
か
は
、
説
話
の
構
造
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
か
ら
、先
の
考
察
で
は
I

a
と
l
b
l

c
の
間
に
は
何
ら
か
の
直
接
的
な
関
係
も
予
想
さ
れ
た
が
、
こ
の
よ
う

な
無
視
で
き
な
い
相
違
点
も
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
l

a
を
省
略
・増
補
し
て
l
b
l

c
が
成
立
す
る
と
い
う
よ
う
な
直
線
的
な
関
係
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
か
え
っ

て
、
l
a
と
H
を
比
べ
る
に
、
両
者
は
説
話
の
基
本
構
造
を
同
じ
く
し
、
H
に
は
I

a
に
還
元
で
き
な
い
情
報
は
何
も
な
い
こ
と
か
ら
、
l
a
を
抄
出
す
る
と
H
の
よ
う

な
形
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
い
え
る
。
ま
た
、
l

a
と
y
g
r

は
共
に
鳥
か
ら
提
案

し
て
い
る
か
ら
、
両
者
の
古
態
性
を
鑑
み
て
、
鳥
か
ら
の
提
案
が
こ
の
説
話
の
最
初

の
設
定
で
あ
っ
た
ろ
う
と
も
推
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
再
び
漢
訳
経
典
を
想
起
す
る
と
、

『
旧
雑
醤
喩
経
』
は

「随
従
求
哀
乞
相
済
度
。
鶴
啄
街
之
飛
過
都
邑
上
」
と
あ
り
、
亀

ニ

ー
○

が
救
助
を
求
め
た
の
は
確
か
だ
が
、
具
体
的
に
そ
の
方
法
を
提
示
し
た
の
が
ど
ち
ら

か
に
つ
い
て
は
定
か
で
な
い
。
「
五
分
律
」
で
は

「
二
雁
作
是
議
。
(中
略
)
議
已
語

亀
言
」
と
あ
る
か
ら
、
鳥
か
ら
提
案
し
た
の
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ
に
反
し
て

「根

本
説

一
切
有
部
毘
奈
耶
」
で
は

「簸
日
汝
等
当
可
将
我
共
去
。
劾
日
若
為
将
去
。
旭

曰
汝
等
共
街

一
杖
。
我
咬
中
央
共
至
清
池
。」
と
、
亀
の
ほ
う
か
ら
運
搬
の
依
頼
と
方

法
の
提
示
を
行
っ
て
い
る
。
「
五
分
律
」
は
現
存
す
る
律
の
中
で
は
最
も
古
い
と
さ

れ
、
そ
の
成
立
年
代
は

「阿
育
王
以
後
、
紀
元
迄
の
間
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
{21}o

f

「根
本
説

一
切
有
部
毘
奈
耶
」
に
つ
い
て
は
、
「本
律
は
十
誦
律
を
基
本
と
し
て
増
長

し
た
る
も
の
な
る
こ
と
は
内
容
比
較
上
よ
り
拒
み
得
な
い
」
(仏
書
解
説
大
辞
典
)
と

さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
成
立
年
代
は

『十
誦
律
』
の
成
立
年
代
と
さ
れ
る
三
世
紀

中
頃
a
)
以
降
で
、
干
潟
龍
祥
氏
は
こ
れ
に
収
め
ら
れ
た
本
生
経
類
は

「
五
分
律
」
に

遅
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
(23)。
こ
の
こ
と
は
、
鳥
か
ら
提
案
す
る
形
が
こ
の
説
話

の
最
初
の
設
定
で
あ
っ
た
ろ
う
と
の
、
先
の
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
諸
本
の
比
較
で
得

ら
れ
た
推
定
と
も
合
致
し
て
首
肯
で
き
る
し
、
逆
に

「鳥
か
ら
の
提
案
」
か
ら

「亀

か
ら
の
提
案
」
に
変
化
し
た
時
期

(
こ
れ
は
従
来
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
l
b
l
c

の
成
立
年
代
の
上
限
で
も
あ
る
)
を

「根
本
説

一
切
有
部
毘
奈
耶
」
の
成
立
以
前
に

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
の
説
話
の
新
古
と
、
そ
れ
に
対
応
す

る
漢
訳
経
典

(も
ち
ろ
ん
そ
の
底
本
と
な
っ
た
梵
本
)
の
説
話
の
新
古
と
は
連
勁
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

次
に
落
下
の
原
因
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
お
こ
う
。
I

・
H

　
tE
l

　

a
　J
a
t
a
k
a

共
に
、
亀
は
地
上
の
声
に
応
答
し
て
落
下
し
て
お
り
、
鳥
と
亀
の
問
答
に
よ
り
亀
が



み
な
ら
ず

「;
回
」
や

「ぼ
ヨ
ー品
O」
と
も
訳
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
{24}O

　

よ
っ
て
訳

本
に
お
け
る
鳥
名
の
相
違
は
こ
れ
を
諸
本
の
違
い
と
し
て
は
取
り
上
げ
な
い
こ
と
に

し
た
。

落
下
し
、
地
上
の
人
間
は
登
場
し
な
い

「旧
雑
曹
喩
経
」
の
特
異
性
が
ま
た
し
て
も

浮
か
び
上
が
る
。
地
上
の
声
の
内
容
に
つ
い
て
、
l

a

rsize

　

o
f

　

a

　

w
h
e
e
l

　

o
f

　

a

cam
ag
e
j
l
b

「車
輪
み
た
い
な
も
の
」
l
c
「cartlik
e

　

ob
je
ctj
は
ほ
ぽ
同
様
の

こ
と
を
い
っ
て
お
り
、
H

「昨

亀
」
の

「道
1　
衝
牛
糞
」
も
こ
の
変
奏
で
あ
る
)
。
そ
れ
に
対
し
て
、
Ⅲ
が
地
上
の
人

間
を

「牛
飼
達
」
と
特
定
し
、
彼
等
の
亀
を
食
べ
る
算
段
を
聞
い
て
、
亀
が
そ
れ
に

反
発
し
た
と
い
う
の
は
異
色
の
設
定
で
。
後
に
挙
げ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

・
ム
ン
ド
ウ

の
浮
彫
に
牛
が
見
ら
れ
る
こ
と
と
関
係
す
る
か
と
も
推
定
さ
れ
て
い
る
。
Ⅳ
で
地
上

の
人
が
亀
の
姿
を
誤
解
し
て

「さ
ら
わ
れ
て
い
く
と
こ
ろ
だ
」
と
す
る
の
は
、
ま
さ

に

「根
本
説

一
切
有
部
毘
奈
耶
」
の

「仁
等
観
彼
二
劾
共
楡

一
随
」
に
対
応
す
る
点

注
目
さ
れ
る
。
同
様
の
こ
と
は
、
y
a
r

の

「村
の
子
供
た
ち
が
見
て

「
二
羽
の
ガ

チ
ョ
ウ
が
カ
メ
を
棒
で
運
ん
で
行
く
ぞ
」
と
言
っ
た
。
カ
メ
は

「友
だ
ち
が
わ
た
し

を
つ
れ
て
行
こ
う
と
、
そ
こ
に
い
る
お
ま
え
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
な
ん
だ
と
い
う
の

だ

(後
略
)
」
」
と
い
う
記
述
と
、
「
五
分
律
」
の

「諸
小
児
見
皆
言
。
雁
街
亀
去
。
雁

街
亀
去
。
亀
即
騏
言
。
何
預
汝
事
。
」
と
の
対
応
関
係
に
も
見
ら
れ
、
y
g
r

と

「
五

分
律
」
が
こ
の
説
話
の
古
層
に
位
置
す
る
資
料
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
す
る
も

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
や
ジ
ャ
ー
タ
カ
の
訳
本
中
、
鳥
の
名
前
は

「Q
g
s
」
「白
鳥
」
「9
乱
Qa
」
「家
鴨
」
「ガ
チ
ョ
ウ
」
な
ど
と
一
定
し
な
い
。
諸

本
の
原
語
本
文
に
当
た
っ
て
い
な
い
の
で
確
実
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
I
こ
れ
は

「g
∃
s
」
と
い
う
単
語
の
訳
語
の
よ
う
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
辞
書
で
は

「{}&
s
」
の

「亀
が
空
を
飛
ぶ
話
」
の
生
成
と
展
開

六

こ
こ
で
、
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
と
イ
ソ
ッ
プ
物
語

IA
e
so
p

　

F
ab
le
s)
の
関
係
に

つ
い
て
言
及
す
る
必
要
が
あ
る
。
辻
直
四
郎
氏
は

「t
{・
の
中
に
は
少
数
な
が
ら
、
い

わ
ゆ
る
イ
ー
ソ
ッ
プ
の
寓
話
と
の
共
通
起
源
を
想
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
物
語
が
あ
る
」

と
さ
れ
つ
つ
、
「し
か
し
P
tO
の
寓
話
お
よ
び
イ
ー
ソ
ッ
プ
寓
話
は
個
々
に
発
生
・移

植
の
歴
史
を
も
ち
、
一
括
し
て
起
源
の
地
を
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
、

そ
の
直
接
関
係
に
つ
い
て
は
懐
疑
的
で
あ
る
s
)。

一
方
、
本
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る

「亀
飛
行
譚
」
に
お
い
て
も
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
と
著
し
い
同
文
性
を
示
す
ジ
ャ
ー
タ

カ
と
、
イ
ソ
ッ
プ
物
語
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
干
潟
龍
祥
氏
は

「イ
ソ
ッ
プ
物
語
の

構
成
要
素
の
ど
の
部
門
に
も
、
ジ
ャ
ー
タ
カ
か
ら
取
入
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
、
ま

た
そ
の
影
響
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
の
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
し

て
両
者
の
密
接
な
関
係
を
示
唆
し
、
「現
在
の
イ
ソ
ッ
プ
物
語
の
中
で
恐
ら
く
は

ジ
ャ
ー
タ
カ
か
ら
来
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
も
の
の
著
し
い
も
の
を
挙
げ

て
お
く
」
と
十
二
例
の
説
話
題
目
を
列
挙
さ
れ
、
そ
の
中
に
イ
ソ
ッ
プ
の

「鷲
と
亀
」

と
ジ
ャ
ー
タ
カ
ニ
ー
五

「雁
と
亀
」
が
並
置
さ
れ
て
い
る
(26)o

　

コ
ー
ウ
ェ
ル
に
よ
る

ジ
ャ
ー
タ
カ
の
英
訳
テ
キ
ス
ト
の
脚
注
に
も
同
様
の
言
及
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
古
く

ベ
ン
フ
ア
イ
の
指
摘
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

二

一

一
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一
二

イ
ソ
ッ
プ
物
語
に
も
、
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
と
同
様
の
複
雑
な
伝
本
関
係
が
あ
り
、

そ
の
沿
革
に
つ
い
て
筆
者
は
近
年
の
小
堀
桂

一
郎

・
松
村
恒

・
中
務
哲
郎
の
各
氏
の

一
連
の
ご
論
考

9
)
を
参
照
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
と

「亀
飛
行
譚
」
に
関
し
て

は
ベ
ン
フ
ァ
イ
以
来
の
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ

(
こ
の
場
合
は
ジ
ャ
ー
タ
カ
と
ほ
ぼ
同

義
)
と
イ
ソ
ッ
プ
物
語
と
の

「著
し
い
」
関
係
の
認
定
に
疑
問
を
抱
い
て
い
る
。

近
代
の
イ
ソ
ッ
プ
研
究
の
成
果
、な
か
ん
ず
く
ペ
リ
ー
tB
X
　

P
e
rry
J
8
9
2
　1
9
6
8
j

が
諸
資
料
を
収
集
編
纂
し
た
イ
ソ
ッ
プ
物
語
集
の
中
で
そ
の
中
核
を
な
し
、
散
文
に

よ
る
イ
ソ
ッ
プ
集
成
の
源
流
と
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
「ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
校
訂
本
」

(ア
ウ
グ
ス
タ
ー
ナ
稿
本
と
も
)
と
称
さ
れ
る

一
群
の
写
本
で
、
そ
の
代
表
的
な
古
写

本
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
は
バ
イ
エ
ル
ン
国
立
図
書
館
に
蔵
さ
れ
る

A
u
g
u
sta
n
u
s

　

M
o
n
a
c　

e
n
sis
5
6
4
で
あ
る
。
こ
の
写
本
は

一
三
、
四
世
紀
の
も
の
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
祖
本

は

I
、
二
世
紀
に
遡
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
は
さ
ら
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
孫
弟
子

に
あ
た
る
学
者
デ
メ
ト
リ
オ
ス

(前
三
五
〇
頃
-
二
八
〇
頃
)
が
編
纂
し
た
と
い
う

『イ
ソ
ッ
プ
集
成
』
に
連
な
る
と
想
像
さ
れ
る
。
イ
ソ
ッ
プ
自
身
に
つ
い
て
は
、
ヘ
ロ

ド
ト
ス
の

「
歴
史
」
巻
一
丁

コ
ニ
四
や
デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
・
ラ
エ
ル
テ
ィ
オ
ス
の

「ギ

リ
シ
ャ
哲
学
者
列
伝
」

　

一
・
七
二
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
前
六

一
〇
年
か
ら
六
〇
〇
年

頃
に
生
ま
れ
、
女
流
詩
人
サ
ッ
ポ
ー
と
同
時
期
に
活
躍
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

ア
リ
ス
ト
パ
ネ
ス
の

『平
和
』
(前
四
ニ

ー
上
演
)
や

「鳥
」
(前
四

一
四
上
演
)
、
プ

ラ
ト
ン
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
も
イ
ソ
ッ
プ
と
彼
の
寓
話
の
存
在
に
言
及
し
て
い
る
か

ら
、
「プ
ラ
ト
ン
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
著
述
を
行
っ
た
前
四
世
紀
に
は
、
イ
ソ
ッ
プ

の
名
は
す
で
に
寓
話
作
家
の
代
名
詞
に
な
っ
て
い
た
」
と
さ
れ
る
(28)o

　

本
稿
の
目
的

図3　 イン ドネシア・ムン ドウの浮彫。 画面右手上部に二羽の烏が足で棒を掴んでいる。 左手では二人

が弓を構えている。 ( 『世界美術大全集　 東洋編』 第十二巻ニー五頁、二○○一年小学館) 第七章
参照



語
に
訳
さ
れ

一
四
八
三
年
頃
に
は
仏
訳
が
な
さ
れ
、
こ
の
仏
訳
を
底
本
と
し
て
さ
ら

に
英
訳
さ
れ
た
の
が
、
こ
れ
ま
た
西
洋
世
界
に
広
く
流
布
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム

・
カ
ク

ス
ト
ン

(だ

の
回
{§
}
の
刊
行
本
で
あ
る

(30)。
以
下
に
、
イ
ソ
ッ
プ
物
語
の
代
表

と
し
て
、
現
在
流
布
し
て
い
る
ア
ウ
グ
ス
タ
ー
ナ
稿
本
の
邦
訳
と
、
中
世
に
流
布
し

た
シ
ュ
タ
イ
ン
ヘ
ー
ヴ
ェ
ル
本
由
来
の
カ
ク
ス
ト
ン
英
訳
本
の
邦
訳
の
二
種
を
提
示

す
る
。

に
於
い
て
は
、
イ
ソ
ッ
プ
の
実
在
性
や
当
該
説
話

「亀
と
鷲
」
が
彼
の
真
作
か
ど
う

か
は
当
面
の
問
題
で
な
く
、
少
な
く
と
も
前
四
世
紀
に
は
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
が
著
名
で

あ
っ
た
こ
と

(ジ
ャ
ー
タ
カ
の
発
生
よ
り
古
い
の
で
は
な
い
か
)
、
「亀
と
鷲
」
は
イ

ソ
ッ
プ
諸
本
の
中
で
も

「
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
校
訂
本
」
に
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
イ

ソ
ッ
プ
寓
話
の
最
古
層
に
属
す
る
と
思
わ
れ
、
事
実
、
紀
元
八
〇
年
頃
の
バ
ブ
リ
オ

ス

(イ
ソ
ッ
プ
寓
話
の
古
資
料
の
一
つ
)
に
も
引
か
れ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
こ
の

説
話
が
遅
く
と
も
紀
元
前
に
は
成
立
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
(ジ
ャ
ー
タ
カ
や
「
五

分
律
」
と
同
時
代
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
に
先
行
す
る
)
を
確
認
す
れ
ば
こ
と
足
り
る
。

ア
ウ
グ
ス
タ
ー
ナ
稿
本
は
シ
ャ
ン
ブ
リ

(E
　
U
h
am
bry
)
の
校
訂
と
仏
訳
を
経

て
、
現
代
流
布
し
て
い
る
イ
ソ
ッ
プ
物
語
は
多
く
こ
の
シ
ャ
ン
ブ
リ
版
を
底
本
と
し

て
い
る
が
、
中
世
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
広
く
流
布
し
た
の
は
、
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
タ
イ
ン

ヘ
ー
ヴ
ェ
ル

tS
tein
h
ow
el)
が

一
四
七
六
年
あ
る
い
は
七
七
年
に
編
纂
刊
行
し
た

と
さ
れ
る
イ
ソ
ッ
プ
物
語
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は

「十
五
世
紀
ま
で
の
西
欧
に
流
布
し

て
い
た
各
種
の
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
集
を
集
大
成
し
、
編
者
独
自
の
見
地
か
ら
編
纂

・
構

成
し
た
大
部
な
も
の
」
(小
堀
氏
桂

一
郎
氏

「イ
ソ
ッ
プ
寓
話
」
一
四
六
頁
)
で
、
室

町
末
期
の
天
草
で
刊
行
さ
れ
た
「
イ
ン
ポ
の
『
ブ
ラ
ス
』
(天
草
本
伊
曽
保
物
語
)
や
、

江
戸
期
に
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
版
行
さ
れ
た

「伊
曽
保
物
語
」
な
ど
の
邦
訳
本

の
底
本
は
こ
の
系
統
の
も
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
(29
)。
こ
の
シ
ュ
タ
イ

ン
ヘ
ー
ヴ
ェ
ル
本
の
中
に
、
ペ
リ
ー
に
よ
れ
ば

一
世
紀
後
半
と
い
わ
れ
る
バ
ブ
リ
ウ

ス
に
由
来
す
る
ア
ヴ
ィ
ア
ヌ
ス
集

(紀
元
三
八
〇
年
頃
)
の
抄
出
が
収
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
中
に

「亀
と
鷲
」
の
説
話
が
あ
る
。
シ
ュ
タ
イ
ン
ヘ
ー
ヴ
ェ
ル
本
は
各
国

「亀
が
空
を
飛
ぶ
話
」
の
生
成
と
展
開

ウ
ィ
リ
ア
ム

ー
カ
ク
ス
ト
ン
版

『
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
集
』

ア
ヴ
ィ
ア
ヌ
ス
抄

　

第
二
話

　

亀
と
鳥
た
ち

分
不
相
応
に
背
伸
び
し
よ
う
と
す
る
者
は
か
な
ら
ず
不
運
に
見
舞
わ
れ
る
。
次
の

寓
話
で
明
ら
か
な
よ
う
に
。
亀
が
鳥
た
ち
に
言
っ
た
。
「私
を
こ
の
地
上
か
ら
空
中
高

く
持
ち
上
げ
て
く
れ
た
ら
、
あ
な
た
が
た
を
宝
石
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
こ
ろ

へ
ご
案

内
し
ま
す
」
す
る
と
鷲
が
亀
を
つ
か
ん
で
、
地
上
が
見
え
な
い
ほ
ど
高
い
と
こ
ろ

へ

二

一
三

ア
ウ
グ
ス
タ
ー
ナ
稿
本

『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
二
三
〇

　

亀
と
鷲

鷲
が
飛
ん
で
い
る
の
を
見
た
亀
が
、
自
分
も
飛
び
た
い
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
鷲
を

訪
ね
、
何
な
り
と
お
礼
は
す
る
か
ら
教
え
て
ほ
し
い
、
と
頼
ん
だ
。
そ
れ
は
無
理
だ

と
言
っ
て
も
、
し
つ
こ
く
せ
が
む
の
で
、
鷲
は
亀
を
つ
か
む
と
、
空
高
く
舞
い
あ
が

り
、
岩
の
上
で
放
し
た
。
亀
は
そ
こ
に
落
下
し
て
、
割
れ
て
死
ん
だ
。
人
間
の
場
合

で
も
、
張
り
合
う
心
か
ら
わ
が
身
を
損
な
う
人
が
多
い
、
と
い
う
こ
と
を
こ
の
話
は

説
き
明
か
し
て
い
る
。



ニ

ー
四

い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
勿
論
、
こ
の
説
話
を
比
較
し
た
だ
け
の
文
字
通
り
の
管

見
で
断
定
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
両
者
が
関
係
す
る
と
い
う
は
、
い
さ
さ
か

性
急
に
推
進
さ
れ
た

「物
語
イ
ン
ド
起
源
説
」
1
)
に
よ
る
過
剰
な
期
待
が
生
ん
だ
幻

想
の
産
物
で
は
あ
る
ま
い
か
と
も
想
像
さ
れ
る
。

な
お
、
イ
ソ
ッ
プ
物
語
に
関
係
す
る
資
料
と
し
て
筆
者
が
注
目
す
る
の
は
、
次
の

よ
う
な
プ
リ
ニ
ウ
ス

「博
物
誌
」
第
十
巻
の
記
述
で
あ
る

(32
)O

　

亀
を
空
中
か
ら
落
と

し
て
そ
の
甲
羅
を
割
り
肉
を
食
べ
る
と
い
う
あ
る
種
の
鷲
の
行
勁
が
、
イ
ソ
ッ
プ
物

語
に
所
収
さ
れ
た
ご
と
き
寓
話
の
材
料
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か

(詩
人
の
ア

イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
は
落
下
す
る
亀
の
直
撃
を
受
け
て
死
ん
だ
と
い
う
!

)
。

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
二
号

運
ん
だ
。
そ
し
て
亀
に
こ
う
言
っ
た
。
「さ
あ
、
お
ま
え
が
約
束
し
た
宝
石
を
見
せ
て

く
れ
」
し
か
し
亀
に
は
地
上
が
見
え
な
か
っ
た
の
で
、
鷲
は
だ
ま
さ
れ
た
と
知
っ
て
、
。

鈎
爪
で
亀
の
腹
を
ぐ
さ
り
と
刺
し
て
、
殺
し
て
し
ま
っ
た
。

実
際
、
名
声
や
栄
誉
を
得
よ
う
と
思
う
者
は
、
た
い
へ
ん
な
苦
労
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
高
く
登
っ
た
は
よ
い
が
、
後
で
不
名
誉
で
惨
め
な

死
に
方
を
す
る
よ
り
も
、
低
い
所
に
い
る
ほ
う
が
ま
し
で
あ
り
、
安
全
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
世
間
で
言
う
よ
う
に
、
背
伸
び
を
す
れ
ば
こ
け
る
の
だ
。

二
種
の
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
の
う
ち
、
前
者
で
は
、
亀
を
つ
か
ん
だ
鷲
が
空
中
で
亀
を

放
し
て
墜
落
死
さ
せ
る
理
由
に
つ
い
て
は
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
後
者
で
は
、

亀
が
嘘
を
つ
い
た
こ
と
に
対
す
る
報
復
と
し
て
鷲
は
亀
を
刺
し
殺
し
て
い
る
。
確
か

に
前
者
の
ほ
う
が
素
朴
な
形
で
あ
り
、
後
者
に
は
構
成
上
の
修
飾
が
加
え
ら
れ
て
い

る
と
見
受
け
ら
れ
る
が
、
要
す
る
に
ど
ち
ら
も
、
空
高
く
飛
ぶ
鷲
に
並
ぽ
う
と
し
た

亀
の
無
謀
な
野
心
が
亀
自
身
の
身
を
滅
ぼ
し
た
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
が
む
し
ゃ
ら

な
向
上
心
や
分
不
相
応
な
思
い
上
が
り

へ
の
戒
め
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ

の
イ
ソ
ッ
プ
物
語
二
種
と
既
に
検
討
し
た
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
や
ジ
ャ
ー
タ
カ
は
「著

し
い
」
類
似
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
繰
り
返
す
ま
で
も
な
く
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト

ラ
や
ジ
ャ
ー
タ
カ
の

「亀
飛
行
譚
」
の
狙
い
は
無
用
な
お
し
ゃ
べ
り
を
戒
め
る
こ
と

に
あ
り
、
亀
が
思
い
上
が
っ
て
飛
行
を
希
望
す
る
と
い
う
設
定
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。

ま
た
そ
の
運
搬
法
は
判
で
押
し
た
よ
う
に

「
二
羽
棒
型
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る

と
、
こ
れ
ら
と
右
の
イ
ソ
ッ
プ
物
語
と
の
間
に
は
文
献
学
的
関
係
は
何
も
見
ら
れ
な

七

二
羽
棒
型
の
亀
飛
行
譚
は
、
仏
教
美
術
に
も
広
く
そ
の
材
料
を
提
供
し
、
イ
ン
ド

プ
リ
ニ
ウ
ス

『博
物
誌
』
第
十
巻
よ
り

第
三
の
種
類
に
属
す
る
も
の
は
モ
ル
プ
ノ
ス
で
、
ホ
メ
ロ
ス
は
ま
た
そ
れ
を
薄
黒

い
ワ
シ
と
も
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
大
き
さ
も
力
も
二
番
目
で
あ
り
、
湖
水
の
ほ
と

り
に
住
ん
で
い
る
。
(中
略
)
そ
れ
は
カ
メ
を
高
い
と
こ
ろ

へ
運
ん
で
行
っ
て
落
と
し

て
甲
を
割
る
と
い
う
巧
妙
な
工
夫
の
才
を
も
っ
て
い
る
。
物
語
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し

た
偶
然
の
出
来
事
が
詩
人
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
の
死
を
惹
き
起
こ
し
た
と
い
う
。
彼
は

運
命
の
女
神
た
ち
に
よ
っ
て
予
言
さ
れ
て
い
た
こ
の
種
の
災
難
を
避
け
よ
う
と
し
て
、

疑
う
こ
と
な
く
青
天
井
に
頼
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。



ク
ロ
ツ
ケ
氏
は
、
そ
れ
ま
で
に
報
告
さ
れ
て
き
た

「亀
飛
行
譚
」
の
美
術
作
例
の

文
献
掲
載
写
真
や
自
身
撮
影
に
よ
る
も
の
を
も
と
に
。
明
快
な
線
描
画
を
作
成
し
て

紹
介
さ
れ

(図
4
)、
併
せ
て
三
種
類
の
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ

(y
g
g
g
口ぼ
)
の

テ
キ
ス
ト
を
提
示
し
て
、
地
域
ご
と
の
図
像
の
相
違
が
、
そ
の
地
域
に
流
布
し
た
テ

キ
ス
ト
の
相
違
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
様
式
の
展
開
相
を
跡
づ

け
ら
れ
た
。
同
氏
が
報
告
さ
れ
た
こ
の
説
話
の
美
術
作
例
と
そ
こ
に
登
場
す
る
動
物
・

人
間
の
数
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
現
時
点
で
判
明
し

て
い
る
イ
ン
ド
と
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
作
例
を
ほ
ぼ
総
覧
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

雁
2
亀
1
男
2

(雁
は
足
で
棒
を
掴
む
)

(東
ジ
ャ
ワ
)

8

　

ジ
ャ
ゴ

(9
乱
こ
祠
O
一
四
世
紀
中
頃
)

(雁
が
棒
の
中
央
を
街
え
、
二
匹
の
亀
が
棒
の
両
端
を
街
え
る
)

雁
1
亀
2
狗
2

雁
2
亀
―
男
6

か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
か
け
て
造
形
美
術
の
遺
例
が
残
さ
れ
て
い
る
。古
く
は
フ
ー
シ
ェ

　　

6

　

ム
ン
ド
ウ

tC
a
n
d
i

　

M
e
n
d
u
t
八
〇
〇
年
)

IA
lfr
e
d

 

F
o
u
ch
e
O

の
指
摘
に
始
ま
り

(琴

近
年
日
本
で
は
湯
山
明
氏
の

一
連
の
御

論
考
が
あ
る
(34)o現
在
の
段
階
で
最
も
浩
潮
な
も
の
は
マ
リ
ケ
ーク
ロ
ツ
ケ
氏
W
arijke

　　

7

　

ソ
ジ
ワ
ン
(9
乱
函
ot
~
九
世
紀
中
頃
)

J
　

K
lo
k
k
e
j
の
も
の
で
あ
ろ
う

(35)心

(男
の
内
二
人
は
弓
を
構
え
る
。雁
は
足
で
棒
を
掴
む
)

(北
イ
ン
ド
)

I

　

マ
ト
ゥ
ラ
　

tM
ath
u
ra
二

・
三
世
紀
)

2

　

ブ
ダ
ガ
ヤ
ー

tB
o
d
h

　

G
ay
a
五
〇
〇
年
)

3

　

ナ
ー
ラ
ン
ダ
ー

m
alan
da
九
世
紀
)

(南
イ
ン
ド
)

4

　

ア
ラ
ン
プ
ー
ル

IA
lam
p
u
r
七

・
八
世
紀
)

5

　

ペ
ラ
ガ
メ

(15e
llag
am
e
一
二
か
ら

一
四
世
紀
)

(中
央
ジ
ャ
ワ
)

「亀
が
空
を
飛
ぶ
話
」
の
生
成
と
展
開

ク
ロ
ッ
ケ
氏
は
こ
れ
ら
の
図
像
に
対
応
す
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
次
の
三
点
を
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

A

　

t
h
e

　

S
a
n
s
k
r
i
t

　

l
l
ln
t
r
a
k
h
y
a
y
ik
a
o

　

b
o
o
k
」

　

e
m
b
o
x
e
d

　

s
t
o
r
y

　

1
1

B

　

t
h
e

　

S
a
n
s
k
r
i
t

　

l
lln
tra
p
ak
h
y
a14

　

b
0
0
k
」

　

e
m
b
o
x
e
d

　

s
t
o
r
y

　

3

c

　

t
h
e

　

O
ld

　

J
a
v
a
n
e
s
e

　

l
l
l
n
t
r
i

　

K
a
m
a
n
d
a
k
4

　

e
m
b
o
x
e
d

　

s
t
o
r
y

　

3

雁
O
亀
1
男
2

雁
2
亀
1
男
2

雁
2
亀
1
男
2

雁
2
亀
1
狗
1

雁
2
亀
1
狗
1

A
は
本
稿
五
章
で
引
用
し
た
l
a
の
こ
と
で
、
古
い
形
の
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
の

一
つ
。
北
イ
ン
ド
に
起
源
を
も
つ
と
さ
れ
、
パ
ー
ジ
語
の
「亀
本
生
」
(P
a
h
　

K
a
c
c
h
a
p
a

J
a
t
a
k
a

n
o
　

2
15
j
は
同
じ
話
で
あ
る
。
英
訳
文
を
見
る
に
、
二
羽
の
雁
と

一
匹
の
亀

が
登
場
し
、
雁
か
ら
の
提
案
で
、
亀
が
棒
の
中
央
を
街
え
、
雁
が
棒
の
両
端
を
街
え

ニ

ー
五

雁
1
亀
2
狗
2

(同
8
)

雁
1
亀
2
狗
1

(同
8
)

雁
1
亀
2
狗
2

(同
8
)

パ
ナ
ト
ラ
ン

4R
ln
ato
ra
n
I
三
四
七
年
)

ガ
ム
バ
ル
(9
乱
{9
ヨ
ぼ
『
』
四
世
紀
後
半
)

パ
ナ
ト
ラ
ン

IP
an
ato
ra
n
I
四

一
五
年
)

911 10



ニ

ー
六

て
運
び
、
地
上
の
声
に
応
じ
て
亀
が
落
下
す
る
こ
と
な
ど
、
既
に
検
討
し
た
通
り
で

あ
る
。

B
は
、
ク
ロ
ッ
ケ
氏
が
知
る
限
り
、
地
上
の
人
間
の
代
わ
り
に
狗

G
ack
alsj

　

ta

登
場
す
る
唯

一
の
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
と
い
う
こ
と
で
、
南
イ
ン
ド
に
流
布
し
た
テ

キ
ス
ト
で
あ
る
と
い
う
。
現
在
ケ
ラ
ラ
大
学
の
東
洋
文
書
館
に
保
管
さ
れ
、

一
七
〇

一
年
の
書
写
奥
書
を
持
つ
。
こ
の
系
統
の
古
い
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
テ
キ
ス
ト
が
、
夕

ミ
ー
ル
や
タ
イ

ニ
フ
オ
ス
・
古
ジ
ャ
ワ
の
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
の
源
泉
に
な
っ
た
と

い
う
。
英
訳
文
を
見
る
に
、
二
雁

一
亀
が
登
場
し
、
こ
こ
で
も
雁
か
ら
の
提
案
で
、

亀
が
棒
の
中
央
、
雁
が
そ
の
両
端
を
街
え
て
運
ぶ
の
は
A
と
同
じ
で
あ
る
が
、
地
上

に
は
人
間
の
代
わ
り
に
狗
の
夫
妻
が
見
て
い
て

「」
o
ok

　

a
t

　

t
h
a
t

　

c
r
a
z
y

　

to
rto
ise
」
と

声
を
か
け
、
そ
の
声
に
反
発
し
た
亀
は
落
下
し
狗
に
食
わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
設
定

が
ユ
ニ
ー
ク
で
、
狗
の
登
場
は
少
な
く
と
も
漢
訳
経
典
や
日
本
の
用
例
に
は
全
く
見

ら
れ
な
い
型
式
で
あ
る
。

c
は
、

一
八
五
九
年
に
B
lo
e
m
e
n

　

W
aan
d
ers
に
よ
り
紹
介
さ
れ
て
以
来
、
「お
よ

そ
百
年
に
わ
た
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
者
を
悩
ま
せ
て
き
た
」
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、

そ
れ
が
当
時
知
ら
れ
て
い
た
、
ど
の
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
と
も
際
だ
っ
た
相
違
を
示

し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

一
九
五
七
4
1　
A
rt0
1a
に
よ
り
B
が
再
発
見
さ
れ
て
、
そ
れ

が
c
を
始
め
と
し
て
タ
ミ
ー
ル
や
ク
イ

ニ
フ
オ
ス
の
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
に
原
形
態

を
提
供
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
B
と
C
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
、

亀
の
飛
行
譚
を
例
に
取
れ
ば
、
人
間
の
代
わ
り
に
狗
が
登
場
す
る
こ
と
、
雁
の
飛
来

し
た
場
所
が
共
通
す
る
こ
と
、
な
ど
の
諸
要
素
に
よ
り
判
断
で
き
る
。
ラ
イ
デ
ン
大

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
二
号

図4　 南イ ン ド ・ベラガメ と東ジャ ワ ・ ジャゴの浮彫。 地上の狗に注意。 ( ク ロッケ氏による トレース

図。 MarUke　 J.　 Klokke,　 “The　 Tortoise　 and　 the　 Geese　 :　 A　 Comparison　 of　 a　 Numberof　 lndian　 and

Javanese　 Literary　 and　 Sculpturalversions　 ofthe　 Story”,　 in　 Lokesh　 Chandraed. , TheArtandCul-

tureofSouth-EastAsia,New　 Delhi:lntemational　 Academy　 oflndian　 Culture　 and　 Aditya　 Prakashan,

1991, pp, 195)

8.CandiJago, mid・14thcentぽy, aaer authorls photograph

5. Bellagame c. 121h to mid-141h cenluries, afler Anand et al. s.a. : pl. 18



学
図
書
館
所
蔵
の
二
種
類
の
写
本

(〇
り・
き
回

と
〇
n　
18
j
73
j
を
利
用
し
て
作
成

さ
れ
た
ク
ロ
ツ
ケ
氏
の
英
訳
文
を
見
る
に
、
そ
れ
ぞ
れ
名
前
を
持
つ
夫
婦
者
の
二
雁

二
亀
が
登
場
し
、
雁
の
方
か
ら
移
勁
の
提
案
と
移
動
法
の
提
示
が
あ
り
、
二
匹
の
亀

は
棒
の
中
央
を
衡
え
、
二
羽
の
雁
は
棒
の
両
端
を
衡
え
て
飛
行
す
る
。
そ
れ
を
地
上

で
見
か
け
て
声
を
か
け
た
の
は
、
B
と
同
じ
く
二
匹
の
狗
の
夫
婦

(彼
等
も
名
前
が

あ
る
)
で
あ
る
が
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
で
は
彼
等
は
亀
達
の
こ
と
を

「T
h
e
y

　

a
r
e

　

d
r
i
e
d

cow
　

d
u
n
g
d
h
e

　

a
b
o
d
e

　

o
f
d
u
n
g
　

b
eetle
sj
(糞
転
が
し
の
家
で
あ
る
乾
い
た
牛
の
糞
)

と
誤
解
し
て
い
る
。
「牛
糞
」
と
す
る
の
は
敦
煌
本

『詠
神
亀
』
と
の
み

一
致
し
。
両

者
の
直
接
的
関
係
は
想
定
し
に
く
い
と
は
い
え
興
味
深
い
現
象
で
あ
る
。

さ
て
、
ク
ロ
ツ
ケ
氏
が
紹
介
さ
れ
た
作
例
と
テ
キ
ス
ト
を
通
覧
す
る
に
、
ま
ず
目

に
付
く
の
は
、
地
上
の
人
間
の
代
わ
り
に
狗
が
登
場
す
る
作
例
が
あ
る
こ
と
だ
。
し

か
も
そ
れ
は
人
間
が
登
場
す
る
作
例
と
混
在
す
る
こ
と
な
く
、
作
例
地
域
は
き
れ
い

に
二
つ
に
分
か
れ
る
。
即
ち
。
北
イ
ン
ド
と
中
央
ジ
ャ
ワ
の
作
例
は
、
こ
れ
ま
で
検

討
し
て
き
た
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
諸
本
と
同
じ
く
、
二
羽
の
雁
と

一
匹
の
亀
に
よ
る

「
二
羽
棒
型
」
で
狗
は
登
場
し
な
い
が
、
南
イ
ン
ド
と
東
ジ
ャ
ワ
の
作
例
に
は
狗
が
登

場
し
、
さ
ら
に
南
イ
ン
ド
で
は

一
匹
の
狗
で
あ
る
が
、
東
ジ
ャ
ワ
で
は
二
匹
の
狗
と

な
っ
て
い
る
。

狗
が
登
場
す
る
作
例
に
対
応
す
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
B
は
、
パ
ン
チ
ャ

タ
ン
ト
ラ
諸
本
中
唯

一
狗
が
登
場
し
、
し
か
も
南
イ
ン
ド
に
流
布
し
た
テ
キ
ス
ト
と

し
て
、
南
イ
ン
ド
の
作
例
が
依
拠
し
た
テ
キ
ス
ト
と
の
濃
厚
な
関
係
が
想
定
で
き
る

の
だ
が
、
し
か
し
ク
ロ
ッ
ケ
氏
も
注
意
す
る
よ
う
に
、
テ
キ
ス
ト
B
で
は
狗
の
夫
婦

「亀
が
空
を
飛
ぶ
話
」
の
生
成
と
展
開

二
匹
が
登
場
す
る
が
、
南
イ
ン
ド
の
作
例
で
は
狗
は

一
匹
し
か
お
ら
ず
、
テ
キ
ス
ト

と
作
例
が
必
ず
し
も
正
確
に
対
応
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
同
様
の
状
況
は
、
B

か
ら
派
生
し
て
東
南
ア
ジ
ア
に
流
布
し
た
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
と
思
わ
れ
る
テ
キ
ス

ト
C
と
東
ジ
ャ
ワ
の
作
例
の
間
に
も
認
め
ら
れ
、
テ
キ
ス
ト
C
で
は
亀
も
夫
婦
者
と

な
り
二
雁
二
亀
二
狗
が
登
場
す
る
が
、
東
ジ
ャ
ワ
の
作
例
で
は
、
な
ん
と
雁
は

一
匹

し
か
お
ら
ず
、
そ
の
雁
が
棒
の
中
央
を
街
え
、
亀
の
夫
婦
が
そ
れ
ぞ
れ
棒
の
両
端
を

街
え
る
と
い
う
、
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
諸
本
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
誠
に
予
想
外
の

移
勁
法
を
取
っ
て
い
る
。
テ
キ
ス
ト
C
に
は
亀
が
棒
の
中
央
を
街
え
る
他
の
パ
ン
チ
ャ

タ
ン
ト
ラ
と
同
様
の
運
搬
法
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
誤
解
し
た
結
果
の
表
現

と
は
思
え
ず
、
彫
刻
作
家
が
テ
キ
ス
ト
C
を
甚
だ
し
く
逸
脱
し
て
想
像
力
を
発
揮
し

た
と
い
う
よ
り
も
、
さ
ら
に
別
の
テ
キ
ス
ト
の
存
在
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
と
作
例
の
関
係
か
ら
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
北

イ
ン
ド
で
は
テ
キ
ス
ト
A
の
よ
う
な
通
例
の
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
を
も
と
に
彫
刻
の

制
作
が
行
わ
れ
、
そ
の
系
統
の
テ
キ
ス
ト
は
遅
く
と
も
九
世
紀
の
初
頭
ま
で
に
は
中

央
ジ
ャ
ワ
に
伝
播
し
、
か
の
地
の
美
術
制
作
に
利
用
さ
れ
た
。

一
方
、
南
イ
ン
ド
に

於
い
て
加
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
の
改
変
は
、
美
術
作
例
の
年

代
比
定
に
従
え
ば
七

・
八
世
紀
ま
で
に
は
完
了
し
て
お
り
、
そ
れ
が
十
五
世
紀
初
頭

ま
で
に
は
東
ジ
ャ
ワ
に
伝
播
し
、
伝
播
の
過
程
で
さ
ら
に
変
化
し
た
テ
キ
ス
ト
が
、

東
ジ
ャ
ワ
の
美
術
制
作
に
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
ク
ロ
ツ
ケ
氏
は
、
南
イ
ン

ド
文
献
の
さ
ら
な
る
調
査
が
十
四

・
十
五
世
紀
の
古
ジ
ャ
ワ
の
文
学
と
考
古
の
研
究

に
寄
与
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
期
待
を
表
明
し
て
お
ら
れ
る
。

ニ

ー
七



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
二
号

と
こ
ろ
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

・
ム
ン
ド
ウ

tC
an
di

　

M
en
d
u
t)
の
作
例

(図
3
)

は
、
日
本
で
も
鮮
明
な
写
真
が
公
刊
さ
れ
て
お
り
屁
)、
最
も
参
照
し
や
す
い
も
の
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
、
そ
の
図
像
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
き
た
い
。
画
面
中
央
上
部
に

は
二
羽
の
雁
が
飛
行
し
亀
を
運
ん
で
い
る
。
亀
は
棒
の
中
央
を
街
え
て
い
る
が
、
雁

は
棒
の
両
端
を
街
え
る
の
で
は
な
く
足
で
掴
ん
で
飛
ん
で
い
る
。
同
じ
く
中
央
ジ
ャ

ワ
の
ソ
ジ
ワ
ン
の
作
例
に
も
同
様
の
表
現
が
見
ら
れ
る
が
、
足
で
棒
を
掴
む
と
い
う

設
定
は
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
諸
本
に
は
な
く

(テ
キ
ス
ト
B

・
C
も
嘴
で
街
え
る
と

明
記
す
る
)
、
こ
れ
ら
の
作
例
が
依
拠
し
た
テ
キ
ス
ト
に
は
正
確
な
棒
の
持
ち
方
が
明

示
さ
れ
て
お
ら
ず
彫
刻
家
の
想
像
に
委
ね
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
ク
ロ
ッ
ケ
氏
は

述
べ
て
い
る
。
画
面
中
央
下
部
で
三
人
の
人
間
が
群
が
り
何
か
を
地
面
に
押
さ
え
つ

け
て
い
る
の
は
、
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
の
記
述
に
よ
り
、
落
下
し
た
亀
を
解
体
し
よ

う
と
す
る
場
面
だ
と
想
像
が
つ
く
が
、
画
面
向
か
っ
て
左
手
に
弓
を
構
え
た
男
が
二

人
お
り
、
そ
の
手
前
に
牛
が
彫
ら
れ
て
い
る
の
は
何
に
基
づ
い
た
表
現
な
の
か
不
審

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
フ
ォ
ー
ゲ
ル
氏

(J　
R

　

V
og
e
lj
は

「牛
飼
達
」
が
登
場

す
る

「
ヒ
ト
ー
パ
デ
ィ
ー
シ
ャ
」
の
影
響
を
示
唆
し
て
い
る
が

云
)、
そ
の
場
合
の
テ

キ
ス
ト
の
伝
承
経
路
は
不
明
で
、
「
ヒ
ト
ー
パ
デ
ィ
ー
シ
ャ
」
に
は
人
が
亀
を
弓
で
射

る
と
い
う
設
定
は
な
い
。

二

一
八

ら
奇
想
天
外
な

「博
物
学
1　
」
の

一
つ
が
、
十
七
世
紀
の
ア
タ
ナ
シ
ウ
ス
ー
キ
ル

ヒ
ャ
ー

fA
th
a
n
a
siu
s

　

K
irch
e
O

編
纂
に
よ
り
、

一
六
六
七
年
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

で
出
版
さ
れ
た

「
シ
ナ
図
説
誌
」
(略
称
C
h
in
a

　

IIlu
stra
ta
)
で
あ
る
。
キ
ル
ヒ
ャ
ー

に
つ
い
て
は
、
日
本
で
も
彼
の
生
涯
と
著
作
の
概
要
を
紹
介
す
る
本
が
翻
訳
さ
れ
筆

者
も
そ
れ
に
接
し
た

i
)。
キ
ル
ヒ
ャ
ー
は

一
六
〇
二
年
ド
イ
ツ
に
生
ま
れ
ジ
ェ
ス

イ
ッ
ト
教
団
に
入
り
、
各
地
を
遍
歴
し
た
後

二
(
三
五
年
に
は
ロ
ー
マ
に
行
き
、
以

後

一
六
八
〇
年
に
同
地
で
亡
く
な
る
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
出
た
こ
と
は
な
い
。
彼
は

典
型
的
な
ル
ネ
サ
ン
ス
の
万
能
学
者
の
一
人
で
、
様
々
な
学
芸
諸
分
野
に
手
を
染
め

四
十
種
近
く
の
著
作
を
も
の
し
た
と
い
う
。
中
で
も

「
シ
ナ
図
説
誌
」
は
中
国

・
イ

ン
ド

ー
チ
ベ
ッ
ト

ー
ネ
パ
ー
ル
ー
モ
ン
ゴ
ル
な
ど
の
地
域
に
つ
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
初
め
て
広
く
資
料
を
集
め
た
包
括
的
な
記
述
と
し
て
、
出
版
さ
れ
て
数
十
年
間
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
東
洋
観
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
睦
津
龍
彦
氏
の
言
葉
を
借
り

れ
ば
、
「
一
種
の
万
能
の
学
者
で
あ
り
、
旺
盛
な
百
科
全
書
的
ア
マ
チ
ュ
ア
精
神
の
持

ち
主
で
あ
っ
て
、
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
後
期
の
も
っ
と
も
特
徴
的
な
知
識
人
の
ひ
と
り
」

と
い
う
こ
と
に
な
る

S
)。

そ
の

「
シ
ナ
図
説
誌
」
も
各
地
で
翻
訳
さ
れ
る
な
ど
の
流
布
を
見
た
も
の
の

(心て

し
か
し
、
キ
ル
ヒ
ャ
ー
自
身
は
中
国
を
実
見
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
す
べ

て
伝
聞
に
基
づ
い
た
情
報
を
彼
自
身
の
百
科
学
的
体
系
に
よ
ひ
編
纂
し
た
も
の
で
、

本
書
出
版
の
前
後
に
実
際
の
見
聞
に
基
づ
く
中
国
関
係
の
書
物
が
次
々
と
刊
行
さ
れ

た
た
め
、
「
シ
ナ
図
説
誌
」
は

「全
体
と
し
て
荒
唐
無
稽
の
、
無
益
な
地
誌
に
成
り
下

が
っ
た
」
の
で
あ
る

{41}O

八

近
年
の
荒
俣
宏
氏
ら
の
精
力
的
活
動
に
よ
っ
て
、
中
世
か
ら
近
世
の
西
洋
に
お
け

る
博
物
学
が
展
開
し
た
魅
力
的
な
世
界
が
日
本
に
紹
介
さ
れ
て
は
や
久
し
い
。
そ
れ



料
を
利
用
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
し
た
資
料
は
い
ま
だ
管
見
に
入
っ
て
い
な
い

(
45
)
Q

　

な
お

「緑
毛
」
は
中
野
氏
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
甲
羅
に
ふ
さ
ふ
さ
と
緑
藻
を

生
や
し
た
亀
の
こ
と
で
、
中
国
で
は
現
在
も
縁
起
の
良
い
も
の
と
し
て
珍
重
さ
れ
て

る

I
。
も
う

一
つ
、
「
シ
ナ
図
説
誌
」
に
見
ら
れ
る
奇
妙
な

「漢
字
」
表
現
は
、
武

田
雅
哉
氏
も
つ
と
に
注
目
さ
れ
て
お
り
(47)、

　

こ
の

「亀
」
文
字
の
ご
と
き
を
み
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
説
話
を
背
景
に
も
つ
も
の
が
他
に
も
隠
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ

る

a
)。

最
後
に
、
本
稿
の
考
察
の
結
果
を
時
系
列
に
そ
っ
て
ま
と
め
て
お
く
。
二
本
の
棒

の
両
端
を
雁
が
街
え
、
そ
の
中
央
を
亀
が
街
え
て
運
ば
れ
て
い
く
と
い
う

「亀
飛
行

譚
」
は
少
な
く
と
も
紀
元
前
に
は
イ
ン
ド
北
部
で
成
立
し
て
い
た
。
そ
れ
は
釈
迦
の

前
生
譚
や
お
し
ゃ
べ
り
を
戒
め
る
教
訓
tと
し
て
、
紀
元
前
後
に
は
ジ
ャ
ー
タ
カ
に
、

少
し
遅
れ
て
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
の
原
型
に
収
録
さ
れ
、
さ
ら
に
律
経
典
や
曹
喩
経

典
に
流
用
さ
れ
た
も
の
が
漢
訳
さ
れ
て
七
世
紀
の
中
国
に
将
来
さ
れ
た
。
こ
の
説
話

の
構
造
に
お
け
る

「二
羽
棒
型
」
か
ら

「
一
羽
棒
型
」
(「今
昔
物
語
集
」
や
日
本
の

昔
話
な
ど
)

　

へ
の
変
化
は
、
従
来
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な

「
五
分
律
」
所
収
話
の
誤

解
や
日
本
の
民
間
伝
承
に
よ
り
生
じ
た
も
の
で
は
な
く
、
六
朝
以
前
か
ら

「鶴
亀

一

対
志
向
」
を
持
っ
て
い
た
中
国
に
お
い
て
既
に
、
「鶴

(鵠
)
」
「亀
」
が
登
場
す
る

「旧
雑
薯
喩
経
」
や

『法
苑
珠
林
』
に
も
と
づ
き
、
「鶴
亀

一
羽
棒
型
」
の
説
話
が
形

成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
宋
代
米
帑
に
詩
に
よ
り
確
認
し
た
。
日
本

へ
は

「
二
羽
棒

型
」
と

「
一
羽
棒
型
」
の
説
話
は
並
ん
で
流
布
し
て
い
た
ら
し
く
、
「注
好
選
」
は
前

者
を
、
『今
昔
物
語
集
』
「塵
袋
」
は
後
者
の
系
譜
に
属
し
、
昔
話
に
は
両
系
が
見
ら

ニ

ー
九

さ
て
、
読
者
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
興
味
深
い
著
作
を
多
数
刊
行
さ
れ
て
い
る
中

国
文
学
者
の
中
野
美
代
子
氏
は
こ
の

「
シ
ナ
図
説
誌
」
に
注
目
さ
れ
、
特
に
そ
こ
に

収
め
ら
れ
た
奇
妙
な
図
像
に
つ
い
て
考
察
を
廻
ら
し
て
お
ら
れ
る
(42)。
筆
者
が
驚
い

た
の
は
、
そ
の
中
に

「飛
翔
す
る
亀
」
の
図
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

(図

5
・6
)
。
画
面
中
央
上
部
に
は

一
匹
の
亀
が
四
肢
を
伸
ば
し
て
空
中
を
滑
空
し
て
お

り
、
そ
の
横
に
つ
た
な
い
漢
字
で

「緑
毛
」
と
あ
る
。
画
面
中
央
下
部
に
は
大
き
な

亀
が

一
匹
地
を
は
っ
て
お
り
、
そ
の
上
方
に
漢
字
の

「亀
」
に
似
た
文
字
が
書
か
れ

て
い
る
。
こ
の
図
に
つ
い
て
中
野
氏
は

「
こ
の
緑
毛
亀
が
空
中
を
飛
翔
す
る
俗
説
が

あ
る
な
ど
と
は
、
ど
こ
に
も
1　
い
て
い
な
い
。
い
っ
た
い
キ
ル
ヒ
ャ
ー
は
、
ど
こ
か

ら
空
飛
ぶ
亀
の
ネ
タ
を
仕
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。」
と
述
べ
ら
れ
た

(9
.
中
野
氏

は
何
も
言
及
さ
れ
な
い
が
、
画
面
を
よ
く
見
る
と

「飛
翔
」
中
の
亀
の
左
右
に
確
か

に

一
羽
ず
つ
鳥
が
飛
ん
で
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
さ
ら
に
画
面
下
部
に
書
か
れ

た
漢
字
の

「亀
」
に
似
た
奇
妙
な
文
字
の
左
右
に
も
、
や
は
り
鳥
の
よ
う
な
も
の
が

一
羽
づ
つ
書
か
れ
て
い
る
で
は
な
い
か

a
)。
差
し
渡
さ
れ
た
棒
こ
そ
な
い
も
の
の
、

ど
う
や
ら
こ
の
図
の
背
景
に
は
イ
ン
ド
伝
来
の

「亀
飛
行
譚
」
が
控
え
て
い
る
よ
う

だ
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
は
そ
の
ア
ラ
ビ
ア
語
訳
を
源
流
と

し
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
国
語
に
翻
訳
さ
れ
て
お
り
、

ヘ
ブ
ラ
イ
語
訳
や
ラ
テ
ン
語
訳
を

経
て
一
四
八
三
年
の
ド
イ
ツ
語
訳
以
降
欧
州
に
広
汎
に
流
布
し
て
い
た
か
ら
、

一
六

六
七
年
刊
行
の

「
シ
ナ
図
説
誌
」
に
そ
の
説
話
が
描
か
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

そ
れ
で
は
、
キ
ル
ヒ
ャ
ー
は
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
の
説
話
を
念
頭
に
置
い
て
直
接
こ

の
図
を
制
作
し
た
の
か
と
い
う
と
、
お
そ
ら
く
そ
う
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
先
行
資

「亀
が
空
を
飛
ぶ
話
」
の
生
成
と
展
開



図5 アムステルダム版 『シナ図説誌j の 「亀飛行図」。画面下の大亀の上に傍書された 「亀」 字に注意。

( ゴ ドウィ ン著川島昭夫氏訳『キルヒャーの世界図鑑一よみがえる普遍の夢』、一九八六年工作舎)
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図6　 アン トワープ版 『シナ図説誌』 (実際にはこれもアムステルダムで刊行されたという) の 「亀飛

行図」 と 「古代漢字書体」。 大亀の上の傍奮が無いこ とに注意。 (荒俣宏氏 『バロッ ク科学の驚

異』 ファ ンタスティ ッ ク ・ダズン 1〇、 一九九一年リブロポー ト)
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付
載
資
料

(
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
諸
本
と
ジ
ャ
ー
タ
カ
)

l
b

(小
本
、
田
中
於
菟
弥

・
上
村
勝
彦
両
氏
訳

『
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
』
)

第

一
三
話

　

亀
と
二
羽
の
白
鳥

あ
る
池
に
カ
ン
ブ
グ
リ
ー
ヴ
ア
と
い
う
亀
が
い
た
。
彼
に
は
サ
ン
カ
タ
と
ヴ
ィ
カ

タ
と
い
う
二
羽
の
白
鳥
の
友
達
が
い
て
、
こ
の
上
な
く
仲
が
よ
か
っ
た
。
二
羽
の
白

鳥
は
彼
と

一
緒
に
池
の
岸
に
坐
っ
て
、
多
く
の
聖
仙
た
ち
の
話
を
語
り
、
夕
暮
時
に

自
分
の
巣
に
帰
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
時
が
経
っ
た
が
、
あ
る
時
、
雨
が
降
ら
な

か
っ
た
た
め
に
、
池
は
次
第
に
乾
燥
し
た
。
そ
こ
で
こ
の
不
運
に
苦
し
ん
だ
二
羽
の

白
鳥
が
亀
に
言
っ
た
。
「ね
え
君
、
こ
の
池
は
泥
だ
け
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
君
は

一

体
ど
う
な
る
ん
だ
。
僕
た
ち
の
心
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
だ
よ
」
そ
れ
を
聞
い
て
カ
ン

ブ
グ
リ
ー
ヴ
ア
が
言
っ
た
。
「あ
あ
、
水
が
な
く
て
は
、
も
う
生
き
て
い
ら
れ
な
い

よ
。
だ
が
な
に
か
方
法
を
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
。。こ
ん
な
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。

不
遇
の
時
に
も
勇
気
を
す
て
ぬ
も
の
は
、
常
に
勇
気
に
よ
っ
てヽ
脱
出
の
道
に
達
す

る
。あ

た
か
も
海
上
に
お
い
て
難
破
し
て
も
、
船
乗
り
が
渡
渉
せ
ん
と
す
る
如
く
。

さ
ら
に
ま
た
、

智
者
は
常
に
友
の
た
め
縁
者
の
た
め
に
、
不
幸
が
生
じ
て
も
努
め
て
力
を
つ
く
す
。

こ
は
マ
ヌ
の
言
で
あ
る
。

そ
れ
故
な
に
か
堅
い
綱
か
軽
い
木
片
を
も
っ
て
き
て
、
沢
山
の
水
を
湛
え
た
池
を

探
し
て
く
れ
給
え
。
そ
う
し
た
ら
、
私
は
そ
の
木
片
の
真
中
を
歯
で
く
わ
え
て
い
る

か
ら
、
君
た
ち
は
そ
の
木
片
の
先
端
の
部
分
を
つ
か
ま
え
て
、
私
と

一
緒
に
そ
の
池

ニ

ニ

ー

れ
る
。

一
方
、
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
は
盛
ん
に
翻
訳
さ
れ
て
ア
ラ
ビ
ア
や
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
に
流
布
し
、
「亀
飛
行
譚
」
は
(
ン
ス
ーザ
ッ
ク
ス
や
ラ
ー
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
の
愛
用

す
る
と
こ
ろ
と
も
な
り
、
十
七
世
紀
中
頃
の
キ
ル
ヒ
ャ
ー
の

「
シ
ナ
図
説
誌
」
に
も

姿
を
見
せ
る
。
し
か
し
、
時
に

「亀
飛
行
譚
」
の

「類
話
」
と
し
て
指
摘
さ
れ
る

「
イ

ソ
ッ
プ
物
語
」
の

「鷲
と
亀
」
は
、
そ
の
本
文
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
説
話
の
主
旨

な
ら
び
に
構
造
の
相
違
か
ら
、
文
献
学
的
交
渉
は
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
イ
ン
ド

南
部
や
東
南
ア
ジ
ア
へ
も
や
は
り
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
と
共
に
持
ち
込
ま
れ
、
各
地

の
仏
教
遺
跡
の
題
材
と
な
っ
て
い
る
が
、
各
地
に
流
行
し
た
独
自
の
パ
ン
チ
ャ
タ
ン

ト
ラ
の
言
説
を
反
映
し
て
独
特
の
図
像
を
示
す
も
の
も
あ
る
。

以
上
、
敦
煌
資
料
の
考
証
に
端
を
発
し
て
、
「亀
飛
行
譚
」
の
展
開
を
諸
先
達
に
導

か
れ
つ
つ
追
い
か
け
て
み
る
と
、
こ
の
説
話
が
か
く
も
広
汎
な
地
域

へ
伝
播
し
て
い

る
こ
と
に
改
め
て
驚
き
を
覚
え
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
説
話
を
持
ち
運
び
、
記
し
、

訳
し
、
改
編
し
、
出
版
し
、
読
み
、
語
り
、
描
き
、
眺
め
、
彫
っ
て
き
た
人
間
の
長

い
数
奇
な
営
み
に
心
打
た
れ
る
の
で
あ
る
。

「亀
が
空
を
飛
ぶ
話
」
の
生
成
と
展
開

(付
記
)
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
西
域
文
献
写
真
の
閲
覧
を
お
許
し
下
さ
い
ま
し
た

羽
田
記
念
館
当
局
と
、
資
料

・
参
考
文
献
を
ご
教
示

・
ご
恵
与
下
さ
い
ま
し

た
青
木
自
由
治

・
落
合
俊
典

・
肥
塚
隆

・
松
村
恒

・
宮
治
昭
の
各
先
生
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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に
運
ん
で
く
れ
給
え
」
二
羽
の
白
鳥
は
言
っ
た
。
「よ
し
、
そ
の
通
り
に
し
て
や
ろ

う
。
だ
が
、
君
は
沈
黙
の
戒
を
守
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
さ
も
な
い
と
君
は
木
片
か
ら
落

ち
て
し
ま
う
か
ら
な
」
そ
の
通
り
に
事
が
遅
ん
で
い
っ
た
時
、
カ
ン
ブ
グ
リ
ー
ヴ
ア

は
、
下
に
あ
る

一
つ
の
町
を
見
た
。
町
の
人
々
は
そ
ん
な
風
に

(亀
が
)
運
ば
れ
て

い
く
の
を
見
て
驚
い
て
言
っ
た
。
「や
あ
、
車
輪
み
た
い
な
も
の
が
、
二
羽
の
鳥
に
運

ば
れ
て
い
る
ぞ
、
見
て
ご
ら
ん
、
見
て
ご
ら
ん
」
彼
ら
の
叫
び
声
を
聞
く
と
、
カ
ン

ブ
グ
リ
ー
ヴ
ア
は
言
っ
た
。
「何
で
そ
ん
な
に
わ
め
く
の
だ
」
と
、
言
い
つ
つ
言
葉
半

ば
で
落
ち
、
そ
し
て
町
の
人
々
に
粉
砕
さ
れ
た
。

「だ
か
ら
私
は
言
う
の
で
す
。
こ
の
世
で
、
幸
運
を
願
う
友
達
の
言
葉
に
従
わ
ぬ
も

の
は
、
愚
か
な
亀
の
如
く
に
木
片
か
ら
落
ち
て
死
ぬ
、
と
。
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な
い
じ
や
な
い
か
」
と
言
い
ま
し
た
。
亀
は
次
の
よ
う
に
申
し
ま
し
た
。
「君
達
の
嘴

で
一
本
の
棒
切
を
く
わ
え
、
そ
れ
に
僕
も
口
で
ぶ
ら
下
る
わ
け
だ
。
そ
う
す
れ
ば
君

達
の
嘴
の
力
で
僕
だ
っ
て
空
路
を
行
く
こ
と
が
出
来
る
よ
」
。
白
鳥
は
、
「そ
の
方
法

は
可
能
だ
。
し
か
し
、
(中
略
)
そ
れ
に
僕
達
が
君
を
運
ん
で
い
る
の
を
見
れ
ば
、
人

間
共
が
何
か
言
う
に
き
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
聞
い
て
君
が
受
け
答
え
を
す
れ
ば
、

そ
の
時
は
君
の
最
後
だ
。
だ
か
ら
君
は
ど
う
あ
っ
て
も
こ
こ
に
い
た
方
が
い
い
よ
」
。

亀
は
、
「僕
が
馬
鹿
だ
と
で
も
言
う
の
か
い
。
僕
は
何
も
言
っ
た
り
は
し
な
い
よ
」
と

言
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
亀
の
言
っ
た
こ
と
が
実
行
に
移
さ
れ
ま
し
た
が
、
白
鳥
の
く

わ
え
て
い
る
棒
切
れ
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
飛
ん
で
い
る
亀
を
見
る
と
、
牛
飼
達
は
皆
後

か
ら
追
い
駈
け
て
来
て
次
の
よ
う
に
言
い
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
あ
る
者
は
、
「亀
を
こ

こ
で
煮
て
食
お
う
ぜ
」
と
言
い
、
あ
る
者
は
、
「家

へ
持
っ
て
帰
っ
た
方
が
い
い
ぜ
」

と
言
い
ま
し
た
。
亀
は
怒
っ
て
前
の
決
心
を
忘
れ
、
「お
前
達
は
灰
で
も
食
え
」
と
言

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
言
っ
た
瞬
間
、
亀
は
落
ち
て
牛
飼
達
に
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
私
は
、
「善
か
れ
と
願
う
友
の
語
に
、
云
々
」
と
申
し
上

げ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

二

二
四

え
ま
し
た
。
そ
し
て
亀
に
、
「あ
な
た
の
上
に
平
和
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
で
は
さ
よ

う
な
ら
」
と
暇
乞
い
を
し
ま
し
た
。
す
る
と
亀
は
、
「滅
水
し
て
い
く
の
は
。
私
の
よ

う
な
も
の
に
も
堪
え
難
い
こ
と
で
す
。
永
が
な
く
て
は
生
き
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

か
ら
。
な
に
か
い
い
方
法
を
考
え
て
、
私
も

一
緒
に
連
れ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

頼
み
ま
し
た
。
「僕
た
ち
が
あ
な
た
を
連
れ
て
い
く
途
中
、
だ
れ
か
が
あ
な
た
を
見
て

言
葉
を
か
け
て
も
、決
し
て
返
事
を
し
な
い
と
い
う
条
件
を
承
諾
し
て
く
だ
さ
れ
ば
、

お
連
れ
し
て
も
い
い
で
す
が
」
「分
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
今
お
っ
し
や
っ
た
の
は
ど

ん
な
方
法
で
す
か
」
「あ
な
た
が
棒
切
れ
の
真
中
を
口
に
く
わ
え
、
僕
た
ち
は
そ
れ
ぞ

れ
両
端
を
口
に
く
わ
え
る
ん
で
す
」
亀
は
な
る
ほ
ど
と
感
心
し
ま
し
た
。
二
羽
の
家

鴨
は
亀
を
連
れ
て
飛
び
立
ち
ま
し
た
。
は
た
せ
る
か
な
、
そ
れ
を
見
た
人
び
と
は
。

口
々
に
言
い
ま
し
た
。
「見
給
え
、
あ
の
奇
妙
な
さ
ま
、
二
羽
の
家
鴨
の
あ
い
だ
に
亀

が
ぶ
ら
下
が
っ
て
、
さ
ら
わ
れ
て
い
く
と
こ
ろ
だ
」
「く
や
し
い
だ
ろ
う
」
亀
は
思
わ

ず
口
答
え
し
ま
し
た
。
そ
の
拍
子
に
地
面
に
転
が
り
お
ち
て
死
ん
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。

Ⅳ

　

『
カ
リ
ー
ラ
と
デ
ィ
ム
ナ
』
(菊
池
淑
子
氏
訳

『
カ
リ
ー
ラ
と
デ
ィ
ム
ナ

　

ア
ラ

ビ
ア
の
寓
話
』
(
平
凡
社
東
洋
文
庫
三
三

一
)

あ
る
泉
に
、
二
羽
の
家
鴨
と
亀
が
棲
ん
で
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
み
ん
な
仲
の
い
い

友
達
だ
っ
た
ん
で
す
。
あ
る
と
き
泉
の
水
が
ほ
と
ん
ど
涸
れ
っ
き
そ
う
に
な
り
ま
し

た
。
二
羽
の
家
鴨
は
、
泉
を
捨
て
て
何
処
か
他
所
に
移
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

ジ
ャ
ー
タ
カ

G
Ja
ta
k
a

　

n
o
2
1
y
中
村
元
氏
監
修
・補
註
、
前
田
専
学
氏
訳
註
『
ジ
ャ
ー

タ
カ
全
集
3
』

一
九
八
二
年
春
秋
社
)

こ
れ
は
、
師
が
ジ
ュ
ー
タ
林
に
滞
在
し
て
お
ら
れ
た
と
き
、
コ
ー
カ
ー
リ
カ
に
つ

い
て
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

「
マ
「
I
タ
ッ
カ
ー
リ
前
生
物
語
」
に

お
い
て
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
と
き
、
師
は
、
「修
行
僧
た
ち
よ
、
コ
ー
カ
ー
リ
カ
が
話
を
し
た
た
め
に
破
滅



め
!
」
と
言
い
た
く
な
り
、
ガ
チ
ョ
ウ
た
ち
が
速
い
速
度
で
バ
ー
ラ
ー
ナ
シ
ー
の
町

に
あ
る
王
宮
の
上
空
に
さ
し
か
か
っ
た
と
き
、
か
ん
で
い
た
棒
を
放
し
て
、
広
々
と

し
た
中
庭
へ
落
ち
二

一
つ
に
割
れ
て
し
ま
っ
た
。
「カ
メ
が
広
々
し
た
中
庭
へ
落
ち
て

二
つ
に
割
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
ひ
と
騒
ぎ
が
お
こ
っ
た
。
王
は
ボ
ー
デ
ィ
サ
ッ
ク
を

つ
れ
、
大
臣
た
ち
を
従
え
て
そ
の
場
所
に
や
っ
て
き
て
、
カ
メ
を
見
て
、
ボ
ー
デ
ィ

サ
ッ
タ
に
た
ず
ね
た
。
「賢
老
よ
。
い
っ
た
い
ど
う
し
て
こ
い
つ
は
落
ち
た
の
か
?
」

〔ボ
ー
デ
ィ
サ
ッ
ク
は
、〕
「わ
た
し
は
王
に
忠
告
し
た
い
と
長
い
あ
い
だ
願
っ
て
、
方

法
を
考
え
て
き
た
。
こ
の
カ
メ
は
ガ
チ
ョ
ウ
た
ち
と
親
し
く
な
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

か
れ
ら
は

「
こ
い
つ
を
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
つ
れ
て
行
っ
て
や
ろ
う
」
と
棒
を
か
ま
せ
て
空

中
に
飛
び
あ
が
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
、
カ
メ
は
だ
れ
か
の
こ
の
言
葉
を
聞

い
て
、
だ
ま
っ
て
い
ら
れ
な
く
な
り
、
な
に
か
言
お
う
と
し
て
棒
を
離
し
て
し
ま
っ

た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
こ
で
空
か
ら
落
ち
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
に
相
違
な
い
」
と
考

え
て
、
「大
王
よ
、
あ
ま
り
に
鼓
舌
で
、
際
限
な
く
し
や
べ
る
も
の
ど
も
は
、
こ
う
い

う
苦
し
み
に
あ
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
っ
て
、
つ
ぎ
の
詩
を
と
な
え
た
。

カ
メ
は
言
葉
を
発
し
て
、

自
分
自
身
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
。

棒
に
し
っ
か
り
つ
か
ま
っ
て
い
た
の
に
、

自
ら
の
言
葉
で
殺
さ
れ
た
。

こ
れ
を
見
て
、

人
々
の
な
か
で
努
力
の
最
も
す
ぐ
れ
た
も
の
よ
、

よ
い
言
葉
を
語
る
べ
き
で
あ
る
。

二
二
五

し
た
の
は
い
ま
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
前
生
に
お
い
て
も
破
滅
し
た
の
だ
」
と

言
っ
て
過
去
の
こ
と
を
話
さ
れ
た
。

む
か
し
、
パ
ー
ラ
ー
ナ
シ
ー
で
ブ
ラ
フ
マ
ダ
ッ
タ
王
が
国
を
治
め
て
い
た
と
き
、

ボ
ー
デ
ィ
サ
ッ
ク
は
大
臣
の
家
に
生
ま
れ
、
成
人
し
て
王
の
聖
事
と
俗
事
の
顧
問
官

と
な
っ
た
。
さ
て
、
こ
の
王
は
た
い

へ
ん
お
し
ゃ
べ
り
で
あ
っ
た
。
か
れ
が
し
ゃ
べ

り
出
す
と
、
他
の
人
々
が
口
を
は
さ
む
機
会
が
な
か
っ
た
。
ボ
ー
デ
ィ
サ
ッ
ク
は
、

か
れ
の
こ
う
し
た
お
し
ゃ
べ
り
を
や
め
さ
せ
る
方
法
は
な
い
も
の
か
と
考
え
て
い
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
方
の
あ
る
池
に
カ
メ
が
住
ん
で
い
た
。
二
羽

の
若
い
ガ
チ
ョ
ウ
が
え
さ
を
求
め
て
飛
ん
で
き
て
、
か
れ
と
知
り
合
い
に
な
っ
た
。

か
れ
ら
は
た
い
へ
ん
親
し
く
な
り
、
あ
る
日
、
〔
二
羽
は
〕
カ
メ
に
言
っ
た
。
「カ
メ

さ
ん
。
わ
た
し
た
ち
の
住
居
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
チ
ッ
タ
ク
ー
タ
山
腹
の
カ
ン
テ
ャ
ナ
(黄

金
)
の
洞
穴
に
あ
っ
て
、
と
て
も
よ
い
所
で
す
よ
。
あ
な
た
も
わ
た
し
た
ち
と

一
緒

に
来
ま
せ
ん
か
?
・
」
「わ
た
し
は
ど
う
し
た
ら
行
け
る
で
し
ょ
う
?

」
「わ
た
し
た

ち
が
あ
な
た
を
つ
か
ん
で
行
き
ま
し
ょ
う
。
も
し
あ
な
た
が
口
を
つ
ぐ
ん
で
、
だ
れ

に
も
な
に
も
し
ゃ
べ
ら
な
い
で
い
ら
れ
る
の
な
ら
ば
ね
」
「
つ
ぐ
ん
で
い
ま
す
と
も
。

わ
た
し
を

つ
か
ん
で
つ
れ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
」

か
れ
ら
は

「よ
ろ
し
い
」
と
言
っ
て
、

一
本
の
棒
を
カ
メ
に
か
ま
せ
て
、
自
分
た

ち
は
そ
の
両
端
を
か
ん
で
空
中
に
飛
び
あ
が
っ
た
。
カ
メ
が
こ
の
よ
う
に
ガ
チ
ョ
ウ

た
ち
に
つ
れ
ら
れ
て
行
く
の
を
村
の
子
供
た
ち
が
見
て
、
「
二
羽
の
ガ
チ
ョ
ウ
が
カ
メ

を
棒
で
遅
ん
で
行
く
ぞ
」
と
言
っ
た
。
カ
メ
は
、
「友
だ
ち
が
わ
た
し
を
つ
れ
て
行
こ

う
と
、
そ
こ
に
い
る
お
ま
え
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
な
ん
だ
と
い
う
の
だ
、
悪
童
ど
も

「亀
が
空
を
飛
ぶ
話
」
の
生
成
と
展
開



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
二
号

あ
ま
り
長
く
語
る
べ
き
で
は
な
い
。

あ
な
た
は
見
て
い
る
。

し
ゃ
べ
り
す
ぎ
て
、
カ
メ
が
不
幸
に
お
ち
い
っ
た
の
を
。

王
は
、
「わ
た
し
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
だ
な
」
と
気
づ
い
て
、
「賢
老
よ
、
わ

た
し
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
す
ね
」
と
言
っ
た
。
ボ
ー
デ
ィ
サ
ッ
ク
は
、
「大
王

よ
、
あ
な
た
の
こ
と
で
あ
れ
、
だ
れ
か
ほ
か
の
人
の
こ
と
で
あ
れ
、
度
を
こ
え
て
し
ゃ

べ
る
も
の
は
こ
の
よ
う
な
不
幸
に
お
ち
い
る
の
で
す
」
と
説
明
し
た
。
王
は
そ
れ
以

来

〔言
葉
を
〕
つ
つ
し
ん
で
、
あ
ま
り
し
ゃ
べ
ら
な
く
な
っ
た
。
師
は
こ
の
話
を
さ

れ
て
、
〔過
去
の
〕
前
生
を

〔現
在
に
〕
あ
て
は
め
ら
れ
た
。
「そ
の
と
き
の
カ
メ
は

コ
ー
カ
ー
リ
カ
で
あ
り
、
二
羽
の
若
い
ガ
チ
ョ
ウ
は
二
人
の
大
長
老
で
あ
り
、
王
は

ア
ー
ナ
ン
ダ
で
あ
り
、
賢
い
大
臣
は
実
に
わ
た
く
し
で
あ
っ
た
」
と
。

二
二
六

に
は
見
あ
た
ら
な
い
。

(4
)
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
増
田
良
介
氏

「今
昔
物
語
集
巻
五
第
二
四
一亀
、
鶴
の
教
を

信
ぜ
す
し
て
地
に
落
ち
甲
を
破
る
語
」
(「
別
冊

　

行
動
と
文
化
」
二
、

一
九
九
四
年
六

月
)
の
注

(11
)
を
参
照
。
こ
こ
で
は
増
田
氏
が

「
旧
雑
醤
喩
経
」
を
引
用
し
た

「法

苑
珠
林
」
に
つ
け
ら
れ
た
点
に
従
う
。
な
お
同
じ
説
話
を
扱
わ
れ
た
池
上
洵

一
氏
の

「中
世
説
話
文
学
-
そ
の
新
し
き
表
現
-
」
(『国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
五
八
巻

一
二

号
、

一
九
九
三
年

一
二
月
)
で
は
大
正
蔵
の
点
に
よ
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
、
増
田
氏

の
解
釈
と
相
違
す
る
部
分
が
生
じ
て
い
る
。

(5
)
「書
道
全
集
15
」
(昭
和
四

一
年
平
凡
社
)
に
よ
る
。
「全
宋
詩
」
巻

一
〇
七
七

(北
京

大
学
出
版
社
)
に
も
所
収
。
米
帑
に
つ
い
て
は
、
「書
論
」
第

一
一
号

(
一
九
七
七
年
)

に

「特
集

　

米
希
と
英
光
堂
帖
」
が
あ
る
が
、
提
出
詩
の
典
拠
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ

な
い
。
中
田
勇
次
郎
氏

「米
帑
」
(
二
玄
社

一
九
八
二
年
)
は
未
見
。

(6
)
今
野
達
氏

「東
寺
観
智
院
本

「注
好
選
」
管
見
-
今
昔
研
究
の
視
角
か
ら
I
」
(「国
語

国
文
」
第
五
二
巻
第
二
号
、
昭
和
五
八
年
二
月
)
。

(7
)
池
上
氏
前
掲
注

(4
)
論
文

(8
)
増
田
氏
前
掲
注

(4
)
論
文
。
こ
れ
は
、
通
常
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な

一
言
半
句
か
ら
、

説
話
編
者
の
微
細
な
心
理
の
動
向
を
追
跡
し
よ
う
と
す
る
好
論
で
新
鮮
な
驚
き
を
覚
え

る
が
、
「
五
分
律
」
の
曖
昧
性
か
ら

一
羽
棒
型
の
説
話
が
生
じ
た
と
さ
れ
る
な
ど
、
首

肯
で
き
な
い
点
も
あ
る
。
「
五
分
律
」
で
は
二
ヵ
所
に
わ
た
り

「
二
雁
」
と
明
記
し
て

お
り
、
ど
の
よ
う
に

「曖
昧
」
な
の
か
俯
に
落
ち
な
い

(も
っ
と
も
こ
れ
は
筆
者
が
無

意
識
の
う
ち
に
二
羽
型
の
予
見
に
染
ま
っ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
)
。

筆
者
は
む
し
ろ

「
旧
雑
1　
喩
経
」
に
注
目
す
る
。
こ
の
経
で
は
鳥
の
数
を
明
記
せ

ず
、
運
搬
法
も

「鵠
啄
街
之
」
と
あ
る
か
ら
、
自
然
に
読
め
ば
、
鳥
が
直
接
亀
を
衝
え

て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
ま
た
落
下
の
原
因
も
、
い
く
ら
亀
が
し
つ
こ
く
話
し
か
け
た

と
は
い
え
、
鶴
が
そ
れ
に
答
え
た
た
め
で
あ
り
。
落
下
の
責
任
が
折
半
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
話
に
、
鳥
と
亀
が

I
本
の
棒
を
街
え
あ
う
と
い
う
要
素
を
加
味
す
れ
ば
、
即
米
荊

が
詠
ん
だ
詩
と
同
型
の
説
話
に
な
る

(米
帑
の
詩
に
い
う

「報
汝
慎
勿
語
」
は
、
そ
の

内
容
が

一
羽
棒
型
で
あ
る
以
上
、
鶴
亀
ど
ち
ら
の
発
言
と
も
と
れ
、
落
下
の
原
因
を
亀

に
押
し
つ
け

一
方
的
に
亀
の
落
ち
度
を
強
調
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
て
い
な
い
)。

も
う

一
つ
、
「
旧
雑
費
喩
経
」
の
鳥
名

「鵠
」
に
つ
い
て
、
「世
説
新
語
」
に
付
注
し

た
梁
の
劉
峻

(劉
孝
標
)
の

「弁
命
論
」
(『文
選
』
巻
第
五
十
四
)
に
は

「朝
秀
晨

註

(1
)
そ
の
沿
革
に
つ
い
て
は
、
落
合
俊
典
氏

「羽
田
亨
稿

《
敦
煌
秘
笈
目
録
》
簡
介
」
(都

春
文
氏
主
編

「敦
煌
文
献
論
集
」
所
収
、
二
〇
〇

一
年
遼
寧
人
民
出
版
社
)
に
詳
し
い
。

(2
)
徐
俊
氏
纂
輯

「敦
煌
詩
集
残
巻
輯
考
」
(
二
〇
〇
〇
年
、
中
華
書
局
刊
)
に
よ
り
、
「法

蔵
敦
煌
西
域
文
献
」
6

(
一
九
九
八
年
上
海
古
籍
出
版
社
)
の
ニ

ー
○
頁
影
印
で
確
認

し
た
。

(3
)
周

一
良
氏

「蹟
敦
煌
写
本
海
中
有
神
亀
」
。
初
出
は

「現
代
仏
学
」
第

一
巻
第
五
期

一

九
五

一
年
。
後
に
同
氏

「唐
代
密
宗
」
(上
海
遠
東
出
版
社
、
一
九
九
六
年
)
に
所
収
。

本
稿
で
の
引
用
は
後
者
に
よ
る
。
な
お
、
項
楚
氏

「敦
煌
詩
歌
導
論
」
(
二
〇
〇

一
年
、

巴
蜀
書
社
)

　

一
一
六
頁
に
も

「詠
神
亀
」
と
周
氏
論
文
の
紹
介
が
あ
り
、
同
氏

「魏
晋

南
北
朝
史
論
集
」
(中
華
書
局

一
九
六
三
年
十
二
月
第

一
版
)
に
収
入
と
あ
る
が
、
手

元
の
周

一
良
氏
著

「魏
晋
南
北
朝
史
論
集
」
(北
京
大
学
出
版
社

一
九
九
七
年
三
月
)



終
、
亀
鵠
千
歳
、
年
之
殊
也
」
と
あ
り
、
そ
の
李
善
注
に

「養
生
要
日
、
亀
鵠
寿
千
百

之
数
、
性
寿
之
物
也
」
と
あ
る
が
、
同
じ
く

「文
選
」
巻
第
二
十

一
郭
景
純
の

「遊
仙

詩
」
に
あ
る

「借
問
蜂
蜷
輩
、
寧
知
亀
鶴
年
」
の
李
善
注
に
は

「養
生
要
論
日
、
亀
鶴

寿
有
千
百
之
数
、
性
寿
之
物
也
」
と
あ
り
、
ど
ち
ら
の
本
文
に
対
し
て
も
、
李
善
は

『養
生
要
論
』
の
同

一
箇
所
を
引
用
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
「鵠
」
と

「鶴
」
が
入
れ
替

わ
っ
て
い
る
。
ま
た

「荘
子
」
「庚
桑
楚
」
の

「越
雛
不
能
伏
鵠
卵
、
魯
難
固
能
矣
」

に
対
し
て
唐
陸
徳
明
の

「釈
文
」
は

「鵠
本
亦
作
鶴
」
と
す
る
。
白
川
静
氏

「字
統
」

三
二
三
頁
に
は
、
買
誼
の

「惜
誓
」
の
記
述
に
よ
り

「ま
た
鴻
鵠
の
千
歳
な
る
も
の

は
、
そ
の
色
純
白
、
胎
産
で
あ
る
と
す
る
な
ど
、
霊
鳥
と
し
て
扱
わ
れ
る
」
と
す
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「鵠
」
と

「鶴
」
に
は
、
色
が
白
い
長
寿
の
霊
鳥
で
あ
る
な
ど

の
共
通
項
が
あ
り
、

一
方
、
六
朝
以
来
、
長
寿
の
象
徴
と
し
て

「亀
鶴
」
と
併
称
す
る

習
慣
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も

「法
苑
珠
林
」
が
編
集
さ
れ
た
唐
の

時
代
に
は

「鵠
」
か
ら

「鶴
」
へ
と
容
易
に
転
換
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
「
旧
雑
普
喩
経
」
を
引
用
す
る

「法
苑
珠
林
」
の
み
が

「鶴
」
と
す
る
背
景
に
、

そ
う
し
た
状
況
を
想
定
し
た
い
。
よ
っ
て
、
話
型
の
類
似
・
「鵠
」
「鶴
」
の
互
換
性
の

二
点
よ
り
、
「
一
羽
棒
型
」
「鶴
亀

一
対
志
向
」
の
説
話
の
原
拠
に

「
旧
雑
讐
喩
経
」
を

措
定
し
て
お
く
。

(9
)
南
方
熊
楠
氏

「亀
の
甲
」
(「
民
俗
学
」
二
巻
九
号
昭
和
五
年
九
月
、
「南
方
熊
楠
全
集

4
」
所
収
)
。
日
本
の
昔
話
と
は
例
え
ば
次
の
ご
と
く
で
、
亀
甲
紋
の
由
来
譚
で
あ
る

こ
と
と
、
雁

一
羽
亀

一
匹
の
い
わ
ゆ
る

「
一
羽
棒
型
」
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
日
本
の
昔
話
す
べ
て
が

「
一
羽
棒
型
」
な
の
で
は
な
く
、
「
二
羽
棒
型
」
の

用
例
も
多
数
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

へ
て
ゐ
た
藁
し
べ
を
つ
い
離
し
た
為
に
、
空
か
ら
墜
ち
て
岩
の
上
で
背
中
を
打
っ

て
、
大
切
な
甲
を
ち
ん
ぢ
に
割
っ
て
し
ま
っ
た
。
天
の
御
使
ひ
は
驚
い
て
降
り
て

来
て
、
そ
こ
に
あ
っ
た
葛
を
と
っ
て
ぐ
る
ぐ
る
と
結
は

へ
っ
け
た
。
そ
れ
か
ら

後
、
亀
の
甲
は
、
あ
ん
な
に
深
山
の
継
ぎ
目
が
残
る
こ
と
に
な

っ
た
の
だ
さ
う

だ
。
(「
日
本
昔
話
集
成
」
巻

一

「六
四

　

雁
と
亀
」
角
川
書
店
昭
和
二
五
年
刊
)

雁
と
亀

　

昔
々
、
亀
の
背
中
の
甲
は
二
枚
板
の
や
う
に
つ
る
つ
る
し
て
ゐ
た
。
と

こ
ろ
が
亀
は
毎
日
水
か
ら
出
て
岩
の
上
に
あ
が
り
、
お
天
道
様
を
拝
ん
で
、
空

へ

昇
っ
て
見
た
い
と
念
じ
た
。
お
天
道
様
も
か
は
い
さ
う
に
思
っ
て
、
御
使
ひ
を
下

さ
れ
た
。
そ
の
御
使
ひ
の
い
ふ
に
は
、
こ
れ
こ
れ
亀
よ
、
お
前
の
願
ひ
を
か
な

へ

て
連
れ
て
行
っ
て
や
る
か
ら
、
天
に
昇
っ
て
私
が
よ
し
と
い
ふ
ま
で
は
、
決
し
て

目
を
開
い
て
は
な
ら
ぬ
ぞ
と
い
っ
て
、
一
本
の
藁
し
べ
を
く
は

へ
さ
せ
、
亀
を
ぷ

ら
下
げ
て
天
に
向
っ
て
飛
ん
で
行
っ
た
。
そ
れ
だ
の
に
亀
は
大
切
な
言
ひ
っ
け
を

忘
れ
て
、
中
途
で
ち
よ
っ
と
目
を
あ
け
て
見
た
も
の
だ
か
ら
、
目
が
ま
は
っ
て
咬

「亀
が
空
を
飛
ぶ
話
」
の
生
成
と
展
開

(10
j　

T
h
eo(lor
B
enfey
J
i
n
tschatan
tn
l
lfu
nfB
uch
er
indiscer
FabelnJ
viarchc4

　

u
n
d
E
r
　

zah
lu
n
g
e
n
iau
s
d
e
m
S
an
sk
ritu
b
e
rs
e
tztm
itE
in
leitu
xlg
u
n
d
A
n
m
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u
n
g
ea

　

H
ild
e
s
h
e
im
i

G
e
o
r
g
e

　

0
1m
S

　

1
9
6
6

　

上
記
は
参
考
文
献
1　
誌
を
付
加
し
た
復
刻
版
で
、
原
本
初
版

は

一
八
五
九
年
刊
。
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
と
各
種
説
話
の
関
連
を
指
摘
し
た
先
駆
的
研

究
と
し
て
知
ら
れ
る
。
ま
た
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
の
本
文
校
訂
の
分
野
で
は
、
ヘ
ル
テ

ル

G
o
h
a
n
n
e
s

　

H
erte
D

の

一
連
の
業
績
が
顕
著
で
あ
る

(注

(11
)
・注

(12
)
参
照
)

(11
)
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
の
成
立
問
題
な
ら
び
に
諸
本
の
状
況
は
、
辻
直
四
郎
氏

「サ
ン
ス

グ
リ
ッ
ド
文
学
史
」
(岩
波
全
1　
二
七
七
、
岩
波
書
店

一
九
七
三
年
)

　

一
五
七
頁
か
ら

一
六
七
頁
、
田
中
於
菟
弥

・
上
村
勝
彦
両
氏

「パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
」
(ア
ジ
ア
の
民

話
12
、
大
日
本
絵
画
昭
和
五
五
年
)
の

「解
説
」
を
参
照
す
る
に
、
前
者
は

「今
か
り

に
H
g

(゙パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
の
古
態
を
残
す
と
い
う
111n
trakh
yay
ik
a　
引
用
者
注
)

の
制
作
年
代
を
お
よ
そ
3
0
0A
O

　

I)・
と
仮
定
し
う
る
な
ら
ば
、
U
g
P
tM
P
tO
の
原
形
-

引
用
者
注
)
の
年
代
は
こ
れ
よ
り
若
干
古
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
、
後
者
は

「
「タ
ン
ト
ラ
ー
キ
ヤ
ー
イ
カ
」
の
年
代
を
二
世
紀
頃
と
仮
定
す
れ
ば
、
原
本
の
成
立
年

代
は
こ
れ
よ
り
や
や
古
い
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
さ
れ
て
、
U
r　P
to
の
成
立
を
お
よ
そ

二
・
三
世
紀
と
み
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
後
者
は
続
け
て

「従
っ
て
原
本
の
成

立
は
西
紀

一
世
紀
頃
か
ら
六
世
紀
頃
の
間
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
、
U
r　P
to
の
成

立
時
期
に
五
百
年
も
の
幅
を
持
た
せ
て
お
り
困
惑
を
覚
え
る
。
H
g
・
の
成
立
に
し
て

も
、
パ
ー
ラ
ヴ
ィ
ー
語

(中
期
ペ
ル
シ
ャ
語
)
に
訳
さ
れ
た
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
が
出

現
す
る
五
七
〇
年
頃
以
前
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
、
そ
れ

が
ど
の
く
ら
い
さ
か
の
ぼ
る
も
の
か
、
明
確
な
記
述
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

(
ン
ス
・
ザ
ッ
ク
ス
は
そ
の
作
品

「寓
話
集
」
(
一
五
四
八
年
)
の
中
に
本
話
を
引

く
こ
と
が
、
松
村
恒
氏

rA
n
alecta

　

ln
d
ica
」
(「親
和
女
子
大
学
研
究
論
叢
」
第
二
八

号
、
一
九
九
五
年
二
月
)
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
翻
訳
を
見
る
に
二
羽
の
鷹
と

I

匹
の
亀
が
登
場
し
、
運
搬
法
は
明
記
さ
れ
な
い
が
、
「君
の
口
で
棒
を
衡
え
な
さ
い
」

二
二
七



二
二
八

(14
)
M
arijk
e

　

J
o

　

K
IokkeJ
T
he

　

l
b
r
t
o
i
s
e

　

a
n
d

　

t
h
e

　

G
e
e
s
e
2
A

　

C
o
m
p
a
ris
o
n

　

o
f
a

　

N
u
m
b
e
r

o
f
ln
d
ia
n
a
n
d
J
av
a
n
e
se
」
ite
ra
ry
a
n
d
S
c
u
lp
tu
a
lv
e
rs
io
n
s
o
f
th
e
S
to
ry
s
in
」
o
k
e
sh

C
h
a
n
d
r
a
e
d
o

　

T
h
e
A
r
t
a
n
d
C
u
ltu
r
e
o
f
S
o
u
th
　E
a
s
t

　

A
s
14

　

N
e
w

　

D
e
lh
121n
te
m
a
tio
n
al

A
c
a
d
e
m
y
o
f
ln
d
ia
n
C
u
ltu
re
a
n
d
A
d
ity
a
P
ra
k
a
s
h
a
n
o

　

1
9
9
」

　

p
p
　
1
8
1
4
9
8
に
よ
る
。

llln
trak
h
y
ay
ik
a
の
本
文
に
つ
い
て
ク
ロ
ッ
ケ
氏
は
、
次
の
ヘ
ル
テ
ル
の
校
訂
本
に

拠
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
H
erte1J
　
1
9
1
5
T
h
e
R
ln
c
h
a
ta
n
tra
ia
c
0
11e
c
tio
n
o
f
a
n
c
ie
n
t

H
in
d
u

　

t
a
l
e
s

　

in

　

i
t
s

　

0
1
d
e
s
t

　

r
e
c
e
n
s
i
o
n
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t
h
e

　

K
ash
m
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e
n
t
i
t
l
e
d

　

l
l
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t
r
a
k
h
y
a
y
i
k
a
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C
a
m
b
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g
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M
a
ssach
u
se
tts
iH
arva
rd

　

U
n
iv
e
r
s
ity

　

PressJ
915

　

1H
a
r
v
a
r
d

　

O
r
ie
n
ta
l

S
e
r
i
e
s

　

1
4
0一

(15
)
A
o
　

W

　

R
y
d
e
x5

　

T
h
e

　

R
ln
c
h
a
ta
n
tr
a
o

　

T
h
e

　

U
n
iv
e
r
s
ity

　

o
f

　

C
h
ic
a
g
o

　

P
r
e
s
S

　

19
2
5
0
中

国
語
訳
は

「季
羨
林
文
集
」
第
十
六
巻

(
一
九
九
六
年
江
西
教
育
出
版
社
)
所
収
。

(16
)
C
o
H
o
n
　

5

　

N
o

　

M
J
enzeG

　

T
h
e
O
c
e
2
n

　

o
f

　

S
toS

　

v
o
」
V

　

1
2
n
d

　

rev
X
t

　

」
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1
9
2
6

　

1

　

r
e
p
r

　

D
e
l　h
h
　

M
o
tial

　

B
a
n
a
r
s
id
a
s
s
3

(17
)
本
文
は
金
倉
円
照

・
北
川
秀
則
両
氏

「
ヒ
ト
ー
パ
デ
ー
シ
ャ

　

処
世
の
教
え
」
(岩
波

文
庫
、

一
九
六
八
年
岩
波
書
店
)
に
よ
る
。

(18
)
引
用
す
る
本
文
は
、
菊
池
淑
子
氏
訳

「
カ
リ
ー
ラ
と
デ
ィ
ム
ナ

　

ア
ラ
ビ
ア
の
寓
話
」

第

一
章

「亀
と
二
羽
の
家
鴨
」
(東
洋
文
庫
三
三

一
、
昭
和
五
三
年
平
凡
社
)

(19
)
干
潟
龍
祥
氏

「ジ
ャ
ー
タ
カ
概
観
」
補
訂
版

(パ
ド
マ
叢
書
2
、

一
九
七
二
年
、
鈴
木

学
術
財
団
)

　

一
六
六
頁
を
参
照
し
た
。
ま
た
同
じ
く
干
潟
龍
祥
氏
の

「改
訂
増
補

　

本

生
経
類
の
思
想
史
的
研
究
」
(昭
和
二
九
年
東
洋
文
庫
初
版
刊
、
昭
和
五
三
年
山
喜
房

仏
書
林
改
訂
増
補
版
刊
)

　

一
四
頁
で
は
、
バ
ル
(
ツ
ト

tB
h
arh
u
O

の
欄
楯
に
浮
彫

さ
れ
た
本
生
譚
な
ど
か
ら
、
「従
っ
て
本
生
談
の
初
め
に
出
来
た
の
は
、
大
凡
世
紀
前

三
世
紀
終
り
頃
」
と
さ
れ
、
「少
く
も
同
二
世
紀
初
頃
に
は
、
相
当
沢
山
の
本
生
談
が

出
来
て
居
た
」
と
さ
れ
る
。
干
潟
氏
は

「根
本
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
」
の
成
立
を
二
世

紀
中
頃
か
ら
四
世
紀
初
め
と
み
て
お
ら
れ
る

(「ジ
ャ
ー
タ
カ
概
観
」

　

一
六
六
頁
)
か

ら
、
ジ
ャ
ー
タ
カ
が
先
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
当
時
流
布
し
て
い
た
民
間
説
話

を
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
に
取
り
込
ん
だ
可
能
性
も
あ
る
か
ら
、
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
が
直

接
ジ
ャ
ー
タ
カ
を
引
用
し
た
か
ど
う
か
は
断
定
で
き
な
い
。

(20
)
引
用
す
る
本
文
は
、
中
村
元
氏
監
修
・補
註
、
前
田
専
学
氏
訳
註

「ジ
ャ
ー
タ
カ
全
集

3
」
(
一
九
八
二
年
春
秋
社
)
所
収
の
も
の
に
よ
る
。
そ
の
他
の
邦
訳
と
し
て
、
「南
伝

大
蔵
経
」
十
巻
小
部
経
典
八
所
収

「
ニ

ー
五

　

亀
本
生
物
語
」
が
あ
る
。
英
訳
は

M
・

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
二
号

と
あ
る
か
ら

「
二
羽
棒
型
」
と
思
わ
れ
、
か
つ
地
上
の
声
に
応
じ
て
亀
が
口
を
開
き
落

下
す
る
の
で
、
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
の
古
い
形
態
と
さ
れ
9　
1
11n
trak
h
y
ay
ik
a
(後
掲

注

(13
)
の
ク
ロ
ッ
ケ
氏
論
文
所
載
の
英
訳
文
に
よ
る
)
と
共
通
す
る
。
た
だ
し
細
か

く
見
る
と
、
「寓
話
集
」
で
は
地
上
の
人
は

「見
ろ
よ
、
自
慢
げ
に
亀
が
あ
そ
こ
の
空

中
を
飛
ん
で
い
る
ぞ
」
と
い
う
の
に
対
し
4　
111n
trak
h
y
ayik
a
で
は

「あ
の
空
中
を
運

ば
れ
て
ゆ
く
車
輪
の
よ
う
な
も
の
は
何
だ
」
と
地
上
の
人
が
疑
問
を
呈
し
、
亀
が

「私

は
亀
だ
」
と
答
え
て
落
下
す
る
点
が
異
な
っ
て
い
る
。
地
上
の
人
の
誤
解
に
対
し

「私

は
亀
だ
」
と
反
応
す
る
の
は
漢
訳
経
典
に
は
見
ら
れ
ず
、
敦
煌
本

「詠
神
亀
」
に

一
致

す
る
点
興
味
深
い
。

(竹
一)
松
村
恒
氏

「A
n
ale
cta

　

ln
dica
」
(『親
和
女
子
大
学
研
究
論
叢
』
第
二
五
号
、

一
九
九

二
年
二
月
)
。
同
氏

「A
n
ale
cta

　

ln
dica
」
(「親
和
女
子
大
学
研
究
論
叢
」
第
二
六
号
、

一
九
九
三
年
二
月
)
に
は

「カ
メ
の
空
中
飛
行
」
西
蔵
文
テ
ク
ス
ト
が
掲
載
さ
れ
、
「意

外
に
も
通
常
考
え
ら
れ
て
い
る
学
説
と
は
逆
に
、
漢
文
の
方
が
却
っ
て
西
蔵
文
よ
り
も

膨
ら
ん
で
い
る
事
実
が
認
め
ら
れ
た
」
と
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。
同
氏

「A
n
alecta

ln
d
ica
」
(「親
和
女
子
大
学
研
究
論
叢
」
第
二
八
号
、

一
九
九
五
年
二
月
)
に
は
ノ
ー

ス

(H
g
∃
S

x
R
9
)
の

「
ド
ー

ニ
の
人
倫
の
道
」
(T
h
e

　

M
o
ra
n

　

P
h
ilo
s
o
p
h
i
e

　

o
f

D
oniJ
5705
所
収
の

「カ
メ
の
空
中
飛
行
」
が
翻
訳
さ
れ
て
い
る

(田
中
由
美
子
氏

と
共
訳
)
。
文
飾
が
多
い
が
典
型
的
な

「
二
羽
棒
型
」
(
二
羽
の
鳥
と

一
匹
の
亀
が
登
場

し
運
搬
法
を
明
記
)
で
、
地
上
の
人
間
で
な
く
他
の
鳥
た
ち
が
か
ら
か
う
点
は
特
異
で

あ
る
。
同
氏

「A
n
ale
cta

　

ln
d
ica」
(「親
和
女
子
大
学
研
究
論
叢
」
第
三
二
号
、

一
九

九
九
年
二
月
)
で
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
の

「注
好
選
」
や
湯
山
明
氏
の
研
究

(後
掲
注

(34
)
)
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
が
あ
る
。
そ
の
他
、
松
村
氏
は

「世
界
を
駆
け

巡
る
物
語
I
東
西
交
渉
の

一
側
面
I
」
(「親
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

一
三
、

一
九
九

一
年
三

月
)
、
『プ
リ
ン
ス
通
信
』
第
二
二
六
号

(
一
九
九
九
年
五
月
)
・
第
二
六
六
号

(
二
〇

〇
〇
年

一
月
)
な
ど
で
、
こ
の
説
話
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
ら
れ
る
。

(13
)
諸
本
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
注

(u
)
・
(12
)
に
挙
げ
た
、
辻
直
四
郎
氏

「サ
ン
ス

グ
リ
ッ
ド
文
学
史
」
・
田
中
於
菟
弥

・
上
村
勝
彦
両
氏

「パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
」
・
松
村

恒
氏

「A
n
ale
cta

　

ln
dica
j
(「親
和
女
子
大
学
研
究
論
叢
」
第
二
五
号
、

一
九
九
二
年

二
月
)
を
参
考
に
し
、
な
か
ん
ず
く

「パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
」
の

「解
説
」
と
、
そ
れ

が
依
拠
し
て
い
る

エ
ジ
ャ
ト
ン

(E　

E
d
g
e
rto
n
)
の

「パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
系
統
図
」

(同
書
口
絵
写
真
)
に
よ
る
。



(30
)
そ
の
邦
訳
に
は
、
伊
藤
正
義
氏
訳
注

『
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
集
』
(
一
九
九
五
年
岩
波
ブ
ッ

ク
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
)
が
あ
り
、
引
用
は
こ
れ
に
よ
る
。

(31
)
「物
語
イ
ン
ド
起
源
説
」
に
つ
い
て
は
、
松
村
恒
氏

「A
n
alecta

　

ln
d
ica
」
(「神
戸
親
和

女
子
大
学
研
究
論
叢
」
第
二
四
号
、

一
九
九

一
年
)
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

(32
)
中
野
定
雄
氏
他
訳

「プ
リ
ニ
ウ
ス
の
博
物
誌
」
(
一
九
八
六
年
。
雄
山
閣
)
に
よ
る
。

(33
)
フ
ー
シ
ェ
著
門
脇
輝
夫
氏
訳

「仏
陀
の
前
生
」
(
一
九
九
三
年
東
方
出
版
、
原
著
は

一

九

一
九
年
刊
)
。

(34
)
筆
者
が
直
接
参
照
し
た
湯
山
明
氏
の
論
文
は
、
「仏
教
説
話
文
学
研
究
覚
書

(1
)
「注

好
選
」
下
巻
第
十
話

「
双
雁
は
渇
せ
る
亀
を
将
て
去
る
」
雑
録
」
「仏
教
説
話
文
学
党

宿

(2
)
「注
好
選
」
下
巻
第
十
話

「
双
雁
は
渇
せ
る
亀
を
将
て
去
る
」
試
訳
」
(「創

価
大
学
国
際
仏
教
学
高
等
研
究
所
年
報
」
創
刊
号
、
平
成
九
年
)
、
「仏
教
説
話
文
学
研

究
覚
書

(3
)
(「創
価
大
学
国
際
仏
教
学
高
等
研
究
所
年
報
」
第
二
号
、

一
九
九
九

年
)
、
「T
h
e

　

K
a
c
c
h
a
p
a
　Jatak
a
in
B
as4
e
lie
f
a
t
th
e
C
an
d
iM
e
n
d
u
t
in
C
e
n
tra
IJav
a
J

(「前
田
恵
学
頌
寿
記
念

　

仏
教
文
化
学
論
集
」
所
収
、
平
成
三
年
山
熹
房
仏
書
林
)。

そ
の
他
参
照
し
得
な
か
っ
た
論
文
に
つ
い
て
は
、
「仏
教
説
話
文
学
研
究
覚
書

(1
)
」

の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(35
)
前
掲
注

(14
)
参
照
。

(36
)
肥
塚
隆
氏
責
任
編
集

「世
界
美
術
大
全
集

　

東
洋
編
」
第
十
二
巻

(
二
〇
〇

一
年
小
学

館
)
ニ

ー
五
頁
。
肥
塚
氏
が
同
書

「解
説
」
で
言
及
さ
れ
た

「最
近
の
研
究
」
と
は
、

本
1　
で
紹
介
し
た
ク
ロ
ッ
ケ
氏
の
も
の
で
あ
る
。

(37
)
前
掲
注
「24
ご
　R
　

V
o
g
e
」

　

T
h
e

　

G
o
o
s
e

　

in

　

l
n
d
i
a
n

　

」
it
e
r
a
t
u
r
e

　

a
n
d

　

A
4

　

4
5
p

(38
)
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
著
川
島
昭
夫
氏
訳

「
キ
ル
ヒ
ャ
ー
の
世
界
図
鑑
-
よ
み
が
え
る
普
遍
の

夢
」
(
一
九
八
六
年
工
作
舎
)。
同
書
に
は
、
荒
俣
宏
氏

・
渋
沢
龍
彦
氏

・
中
野
美
代
子

氏
の
論
考
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
松
村
恒
氏

「
A

・
キ
ル
ヒ
ャ
ー

「図
解
中

国
」
所
載
の
梵
語
字
母
表
」
(「印
度
学
仏
教
学
研
究
」
第
四
〇
巻
第

一
号
、
平
成
三

年
)
は
、
欧
州
に
早
く
デ
ー
ヴ
ァ
ナ
ー
ガ
リ
ー
文
字
を
紹
介
し
た
文
献
と
し
て

「
シ
ナ

図
説
誌
」
に
注
目
し
、
キ
ル
ヒ
ャ
ー
と
そ
の
周
辺
の
人
物
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

(39
)
溢
渾
龍
彦
氏

「A
・キ
ル
ヒ
ャ
ー
と
遊
戯
機
械
の
発
明
」
(「黄
金
時
代
」
所
収
、
薔
薇

十
字
社

一
九
七

一
年
)

(40
)
溢
渾
龍
彦
氏

「姉
の
力
」
(「思
考
の
紋
章
学
」
所
収
、
昭
和
五
二
年
河
出
書
房
新
社
初

刊
、
後
に

「溢
渾
龍
彦
全
集
」
十
四

(
一
九
九
四
年
河
出
書
房
新
社
)
に
再
録
)
に

二
二
九

圃
・
o
os
Q
=
(―
)
o　
T
h
e

　

J
a
t
a
k
a

　

o
r

　

s
t
o
r
i
e
　

f
t
h　

e　
B
u
d
d
h
a
ls

　

fo
rm
e
r

　

b
i
r
t
h
s
o

　

6

　

V
o
ls

C
a
m
b
rid
g
e

　

i

　

C
a
m
b
rid
g
e

　

U
n
iv
e
r
s
ity

　

P
ressd
F
irst

　

e
d
it
io
n

　

18
9
5
4
9
13
j
を
参
照
し

た
。

(21
)
前
掲
注

(19
)
の
干
潟
龍
祥
氏

「改
訂
増
補

　

本
生
経
類
の
思
想
史
的
研
究
」
三
九
頁

(22
)
前
掲
注

(19
)
の
干
潟
龍
祥
氏

「改
訂
増
補

　

本
生
経
類
の
思
想
史
的
研
究
」
四
三
頁

(23
)
前
掲
注

(19
)
の
干
潟
龍
祥
氏

「改
訂
増
補

　

本
生
経
類
の
思
想
史
的
研
究
」
四
九
頁

「24
ご
　R
　

V
o
g
e
」

　

T
h
e

　

G
o
o
s
e

　

i
n

　

l
n
d
i
a
n

　

」
it
e
r
a
t
u
r
e

　

a
n
d

　

A
rt

　

r
　

M
e
m
o
ir　
f
t
h
e

　

K
e
r
n

l
n
s
t
i
t
u
t
e

　

n
o
o

　

ID

　

I
」
e
id
e
n

　

i

　

E
J
o

　

B
r111J
962E

　

l
p

(25
)
辻
氏
前
掲
注

(11
)
「サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
学
史
」

　

一
六
六

・
一
六
七
頁

(26
)
干
潟
氏
前
掲
注

(19
)
「ジ
ャ
ー
タ
カ
概
観
」

　

一
七
〇
頁

(27
)
イ
ソ
ッ
プ
物
語
を
概
観
す
る
に
は
、
小
堀
桂

一
郎
氏

「
イ
ソ
ッ
プ
寓
話

　

そ
の
伝
承
と

変
容
」
(講
談
社
学
術
文
庫
。
二
〇
〇

一
年
講
談
社
、
初
刊
は
中
公
新
1　
、

一
九
七
八

年
中
央
公
論
社
)
、
中
務
哲
郎
氏
訳

『
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
集
』
(岩
波
文
庫
、

一
九
九
九
年

岩
波
書
店
)
、
中
務
哲
郎
氏

「
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
の
世
界
」
(ち
く
ま
新
書
、

一
九
九
六
年

筑
摩
書
房
)
な
ど
が
適
当
で
あ
り
、
書
誌
に
つ
い
て
は
、
松
村
恒
氏

「M
isce
llan
e
a

B
ib
liograph
icaj
(「神
戸
親
和
女
子
大
学
研
究
論
叢
」
第
三

一
号
、

一
九
九
八
年
)
が

充
実
し
て
い
る
。
ま
た
、
松
村
恒
氏

「A
n
alecta

　

ln
d
ica
」
(『神
戸
親
和
女
子
大
学
研

究
論
叢
』
第
二
八
号
、

一
九
九
五
年
)
は
、
各
種
百
科
事
典
類
の

「イ
ソ
ッ
プ
物
語
」

の
項
目
を
比
較
検
討
し
そ
の
誤
謬
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
イ
ソ
ッ
プ
物
語
の
諸
伝
本
と
そ

の
周
辺
に
つ
い
て
知
識
を
提
供
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
論
考
と
な
っ
て
い
る
。

(28
)
中
務
哲
郎
氏
訳

「
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
集
」
(岩
波
文
庫
、

一
九
九
九
年
)
「解
説
」
に
よ

り
、
本
文
も
こ
れ
よ
り
引
用
す
る
。
本
書
は
B
e
n
　

E
d
w
in

　

P
e
l　l　
y
o

　

A
e
s
o
p
ic
a
　
A
S
e
r
ie
s

o
f
　

l
b
x
t
s

　

R
e
la
tin
g

　

t
o

　

A
e
s
o
p

　

o
r

　

A
s
c
r
ib
e
d

　

t
o

　

H
im

　

o
r

　

C
Io
s
e
ly

　

C
o
n
n
e
c
t
e
d

　

w
ith

　

t
h
e

」
it
e
r
a
r
y

　

l
h
ld
itio
n

　

t
h　
a
t
　

B
e
a
r
s

　

H
is

　

N
a
m
a

　

V
o
」

　

1

　

2

　

G
r
e
e
k

　

a
n
d

　

」
a
t
in

　

l
b
x
t
s
o

　

T
h
e

U
n
iv
e
r
s
ity

　

o
f

　

1
1
11n
o
i
s

　

P
r
e
s
S

　

U
rb
a
n
a

　

19
5
2
の
ギ
リ
シ
ャ
語
の
四
七

一
話
の
全
訳
で

あ
る
。

(29
)
小
堀
桂

一
郎
氏

「「伊
曾
保
物
語
」
原
本
考

(上
)
-
シ
ュ
ク
ン
ヘ
ー
ヴ
ェ
ル
本

「イ

ソ
ッ
プ
集
」
に
就
て
I
」
(「
文
学
」
四
六
-

一
〇
、

一
九
七
八
年

一
〇
月
)
、
小
堀
桂

一
郎
氏

「「伊
曾
保
物
語
」
原
本
考

(下
)
-
シ
ュ
タ
ン
ヘ
ー
ヴ
ェ
ル
本

「
イ
ソ
ッ
プ

集
」
に
就
て
I
」
(「文
学
」
四
六
I

一
二
、
一
九
七
八
年

一
二
月
)
。
遠
藤
潤

一
氏

『邦

訳
二
種
伊
曽
保
物
語
の
原
典
的
研
究
』
(
一
九
八
三
年
風
間
書
房
)

「亀
が
空
を
飛
ぶ
話
」
の
生
成
と
展
開



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
二
号

は
、
「「支
那
図
説
」
は
、
勃
興
し
つ
つ
あ
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
支
那
学
の
記
念
碑
的
な

作
品
で
、

一
六
六
八
年
に
は
ド
イ
ツ
語
と
オ
ラ
ン
ダ
語
に
、

一
六
六
九
年
に
は
英
語

に
、

一
六
七
〇
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
語
に
そ
れ
ぞ
れ
翻
訳
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
て

も
、
そ
の
評
判
の
大
き
さ
が
知
れ
る
だ
ろ
う
。
」
と
あ
る
。

(41
一)
以
上
の
記
述
は
中
野
美
代
子
氏

「「
シ
ナ
図
説
誌
」
-
ア
タ
ナ
シ
ウ
ス
ーキ
ル
ヒ
ャ
ー
」

(初
出
は

「遊
」

　

一
〇

コ

ー号

一
九
七
九
年
、
後
に

「「
シ
ナ
図
説
誌
」
の
想
像
力
」
と

も
ど
も
同
氏

「中
国
の
青
い
鳥
」
に
所
収
)
を
参
照
し
た
。

(42
)
中
野
美
代
子
氏

「中
国
の
青
い
鳥

　

シ
ノ
ロ
ジ
ー
雑
草
譜
」
(平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、

一
九
九
四
年
)
。
本
書
は
同
氏

『中
国
の
青
い
鳥

　

シ
ノ
ロ
ジ
ー
の
博
物
誌
』
(
一
九
八

五
年
南
想
社
)
を
大
幅
に
改
訂
し
副
題
を
変
更
し
た
も
の
。
キ
ル
ヒ
ャ
ー
に
関
し
て

「「
シ
ナ
図
説
誌
」
-
ア
タ
ナ
シ
ウ
ス
ー
キ
ル
ヒ
ャ
ー
」
と

「「
シ
ナ
図
説
誌
」
の
想
像

力
」
の
二
編
を
収
め
る
。

(43
)
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
版

『中
国
の
青
い
鳥
』
二
七
四
頁
。

(44
)
中
野
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の

「亀
」
に
似
た
奇
妙
な

「漢
字
」
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で

出
版
さ
れ
た

『
シ
ナ
図
説
誌
』
に
の
み
見
ら
れ
、
同
年
に
出
版
さ
れ
た

「ア
ン
ト
ワ
ー

プ
版

「
シ
ナ
図
説
誌
」」
に
は
見
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

(45
)
渡
滓
龍
彦
氏

「姉
の
力
」
(「思
考
の
紋
章
学
」
所
収
)
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

二
三
〇

支
え
あ
る
ま
い
。

こ
こ
に
い
わ
ゆ
る
マ
ル
テ
ィ
ノ

ー
マ
ル
。テ
ィ
ニ
師

IM
artin

　

M
artin
D

の

「支
那

新
図
」
に
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
。
同
師
は

一
六
五
四
年
に
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
で
「D
e
b
ello

t
a
r
t
a
r
i
c
o

　

h
i
s
t
o
r
i
a

　

j
を
出
版
し
た
由
。
ま
た

rH
isto
ire
d
e
la
C
h
in
a
j

　

r
B
e
n
u
m
l
lin
I

taricuR

　

o
r

　

t
h
e

　

C
o
n
q
u
e
s
t

　

o
f

　

t
h
e

　

G
r
o
a
t
　

a
n
d

　

m
o
s
t

　

r
e
n
o
w
n
e
d

　

E
m
p
ir
e

　

of「回
目
」

な
ど
と
い
う
書
名
を
偶
目
し
た
。
こ
れ
ら
は
同

一
の
書
か
と
も
思
わ
れ
る
が
筆
者
未
見
。

そ
の
序
文
で
、
キ
ル
ヒ
ャ
ー
は
自
分
が
使
っ
た
資
料
の
出
所
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
ま
ず
第

一
に
名
前
の
挙
げ
ら
れ
て
い
る
に
は
イ
タ
リ
ア

の
イ
エ
ズ
ス
会
士
マ
ル
テ
ィ
ノ

ー
マ
ル
テ
ィ
ニ
師
で
あ
る
。
彼
に
は

「支
那
新

図
」
ほ
か
多
数
の
著
書
が
あ
り
、
キ
ル
ヒ
ャ
ー
の
数
学
の
弟
子
だ
っ
た
。
さ
ら
に

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
で
、
明
の
永
明
帝
の
宮
廷
で
活
躍
し
た
ミ
シ
ェ

ル
ーボ
イ
ム
師
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
で
、
や
は
り
中
国
に
八
年
滞

在
し
た
ヨ
(
ネ
ス

ー
グ
リ
ウ
ー
ハ
ー
師
な
ど
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
た

だ
、
こ
こ
に
明
記
さ
れ
て
い
な
く
て
、
し
か
も
キ
ル
ヒ
ャ
ー
が
大
い
に
利
用
し
た

に
ち
が
い
な
い
情
報
源
が
あ
っ
た
。
一
六

一
五
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
イ
エ
ズ
ス
会
士

二
コ
ラ
ー
ト
リ
ゴ
ー
が
ラ
テ
ン
語
に
翻
訳
し
て
出
版
し
た
、
北
京
で
死
ん
だ
マ
テ

オ
ー
リ
ッ
チ
の
回
想
録
で
あ
る
。
場
所
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
回
想
録
を
ほ
と
ん
ど

敷
き
写
し
の
よ
う
に
使
い
な
が
ら
、
と
き
ど
き
自
分
の
独
断
を
挟
む
の
で
あ
る
。

エ
ジ
プ
ト
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
と
こ
ろ
は
、
ま
ず
彼
の
独
断
だ
と
思
っ
て
差

(46
)
劉
兆
元
氏
著

「中
国
亀
文
化
」
(
一
九
九
二
年
上
海
文
芸
出
版
社
)
の
口
絵
写
真
を
見

る
と
、
「長
尾
緑
毛
亀
」
の
藻
は
甲
羅
全
体
を
厚
く
覆
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
後
方

へ
蛇

の
尾
の
よ
う
に
長
く
伸
び
て
い
る
。

(47
)
武
田
雅
哉
氏

「蒼
頷
た
ち
の
宴

　

漢
字
と
神
話
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
(ち
く
ま
学
芸
文
庫
、

一
九
九
八
年
)

　

一
〇
五
頁
か
ら

一
一
四
頁
。
ま
た
、
キ
ル
ヒ
ャ
ー
の
中
国
語
・漢
字
観

に

つ
い
て
は
4　
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ta
あ
る
と
の
こ
と
。

(48
)
「
シ
ナ
図
説
誌
」
は
そ
の
復
刻
版
が
ネ
パ
ー
ル
で
出
版
さ
れ
て
い
る
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ta
4
る
。
そ
の

「主
要
図
版
を
す
べ
て
」
収
録
し
た
と
い
う
の
が
、
荒
俣
宏
氏

「バ
ロ
ッ
ク
科
学
の
驚

異
」
(
フ
ア
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク

ー
ダ
ズ
ン
10
、

一
九
九

一
年
リ
ブ

ロ
ポ
ー
ト
)
で
、
キ

ル
ヒ
ャ
ー
の

「
ノ
ア
の
箱
船
」
「支
那
図
説
」
「地
下
世
界
」
と
ボ
ナ
ン
ニ
編

「
キ
ル

ヒ
ャ
ー
の
博
物
館
自
然
史
標
本
目
録
」
の
図
版
を
収
め
、
巻
頭
に
は
同
氏

「普
遍
叡
智

を
き
わ
め
た
超
人
I
A

・
キ
ル
ヒ
ャ
ー
と
そ
の
業
績
」
が
あ
る
。


